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技術の進歩特集
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三菱電機技報
技術の進歩特集
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地球資源衛星 1号 ERS・1

地球資源衛星1・号(Earth Resources sateⅡite-1)は我が国が国産

技術の粋を集めて開発する初の大型中高度三申由衛星です。昭和65年

度冬期に禾重子島宇宙センターからH-1ロケット2段式によって才丁上け

が予定されています。南極大1塗を含めた全・世界の陸城データを耳又得し,

資源の探査を行うことを主目的とし,更に,国士調査,農キ相魚業資

源調査,環境保全,防災,沿岸監税に役立てられます。

ERS-1は合成開ロレーダ,光学センサを搭載して、地1求を 1日15

周し.44日問で全世界の地表面を観糧1艸岳75km,チ少速約7kmで走査す

る高度570km,傾斜角98゜の太陽同期準回帰軌道を周回します。

三菱電機は宇宙開発事業団から主契約者として選ぱれ,エレクト

ロニクス技術の総合力を傾注し,開発に着手しました。

84

家電関連機器
10.1 側象音響機器

10.2 家庭情報機器

10、3 家電・住設機器

(表 3 )
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明けましておめでとうございます。

咋年を振り返ってみますと,確機業界を取り巻く経済環

境は,日本の経常的貿易黒字に文、1する諸外倒からの圧力と,

・一吽証戸来の急激な円高,示断斉のデフレ化等により,急速な

枇造的ヌⅧ心が求められた年でありました。木年は更に厳し

い環境が続くものと思われます。

とのような状況下で,生産構造の見直し及び国際分業の

推進と併せて,事業経営の中Kおける技術開発の意味合い

を見直し,将来にわたって,国際的に貢献し得る技術の構

築を推進するととが重要な経営課題であります。新たな経

営システム,産業枇造の変革が求められ,それらの空洞化

力り逐念されていますが,この変革に耐え,更に日本産業を

斜倒寺,発屡させていくために,技術文化の怖築,すなわち

確固たる技術資産の蓄科北骨格作りを進めてまいります。

当社では,在来技術分野の保全と最新化を図るとともに,

光端技術の研究開発に努め,咋年は情報逓信技術をはじめ

として,エレクトロニクス,エネノレギー,電子デバイス,

地子商品など広範な分野にわたる技術開発に努力し,多大

の成果を上げてまいりました。

情報処埋・情報通信分野Kおいては,普及の段階を迎え

つつある人工知能の分野において,1COTの研究成果を基

に PROLOG をべースとした A17ークステーションを他

社に夕N風ナて製品化しました。更にエキスパートシステム

などの A1技術を適用した,安全性,信頼性の高い原子力

多冒屯プラントの嵯金都1・制Ⅱ卸システム,剣{遭の運1テゾ苛凹!シス

テムなどの開発を推進しております。また,高度情報通信

社会の実現に向けてのディジタル化,マルチメディア化に

ヌ寸応して,光伝送を利用した加入者向け多重伝送裴耀,独

白のベクトル量子化技術による帯域圧縮を採用した高品質

TV 会談システム,高度な移動通信システムなどの開発製

品化を進め多くの成果を上げております。

斗父削本・篭子デバイス分野においては,1N1 ビット RA

Mの時代に入り,顧客二ーズの多様化に文、1応した品種の

拡大を図るとともに,画像処理用RAMなど,専用化品種

の開発,顧客二ーズにとたえるカスタム LS1及び各種マ

取締役副社長
工学博士

イクロコンピュータの開発,将来二ーズを一早く先取りし

た3フィンチを始めとする高性能,高機能CRTの製品化な

どに注力してまいりました。

電力・産業メカトロニクスの分野では,りン酸形,溶融

炭酸塩形燃料電池の開発,アモルファス太陽電池の高効率

化などの新エネルギー技術開発関連で成果を上げるととも

に,在来機器についても効率向上,運用の最適化のための

マンヤシンシステム技術開発など地道な努力を重ね,更に,

レーザ加工技術,高機能放電加工裴置,各種新形ロボット

の開発製品化を進めるとともに,知愉Ξ化を図るなど多品種

変量生産システムを含むトータノレFA システム,いわゆ

る CIMの開発に努めております。

宇宙分野にお仏ては国家プロジェクトである,技術試験

衛星,通信衛星,地球資源衛星などの開発に中心的役割を

果たすとともに,米国主導の宇宙基地計画ヘの参加は、と

より,我が国独自の無人宇宙実験観測フリーフライヤーに

ついても,とりまとめ企業として参画しております。

家庭電器品分野では,ディジタル技術の活用に科姉卿内に

取り組み, AV機器の大画面化の推進と共に,その画質改

新機能刊プ川をすすめて参りました。新型Hi-Fi vTR'1X
一,

は大変に好評をいただいており,また,将来に向けて新型

ハイビジ,ン VTRの研窕開発を進めております。自動車

エレクトロニクス分野でも車載用 CD, DAT,燃料噴射制

御などの開発を推進しております。

基礎研窕分野では,三次元回路索子, OEIC,バイオエ

レクトロニクスなど将来に向けて着実に研究開発を進めて

おります。

欧米諸外国との先端技袮多)野での競争, NICS 諸国から

の追上げなど内外の技術開発競争は今後ますます厳しくな

りますが,当社は国際的調和を図りつつ"技術がつくる高

度な'、れあい SOCI0-TECH"をスローガンに"活ブJと

ゆとりある人問社会の実現"に向けてたゆまぬ努力を続け

一層社会に貢献した仏と念願しております。皆様の温かい

御理解と御支援をお願い申し上げます。
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研

我が国の経済は,今まで優れた生産技術と巧みな経営と

により大きな発展をとげてきたが,先進諸国との問の貿易

摩擦,それに起因する円高によって深刻な転機を迎えてい

る。このような状況下にあってもなお経済の成長を維持し

ていくには,技術進歩を加速し,独自の技術で市場を活性

化・拡大していくととが最善策である。

技術進歩は,科学の進歩による発明,発見によって促進

されるという面、あるが,今日では企業の組織的研究開発

活動から生み出されるという色彩が強い。とれは国が投入

する研究開発費より、企業が投じる研究開発費の方がはる

かに多額であることによっている。また企業においても,

最近では設備投資額を上まわる研究開発費を投入している

ところが数多くあり,研究開発重視の姿勢がはっきりして

いる。しかし,研究開発活動が生み出す技術知識が生産拡

大に果たす役割,更にはその経済活動における貢献は,定

性的には評価しえても,定量的に数量で把握するととは現

状では極めて困難である。今後この点での解明が進めぼ,

研究開発ヘの資源の投入が更に拡大,定着していくものと

期待される。

当社も経営方針のーつに「研究開発に努め,技術革新を

推進する」をかかげ,研究開発を会社経営の重要な戦略と

位置付けている。開発本部各研究所は,その中心となって

各事業部門と十分な連携をとりつつ,新技術・新製品の開

発と事業化に多大な力を投入している。

この研究編では,昭和a年度に開発した成果の幾つか

をトピックスとして以下に紹介する。

(1)材料関連技術開発

新技術・新製品の出現は材料技術の進歩によることが多

く,昭和61年度も,低温焼結無機材料,超音波振動子材

料,真空スィッチ管用接点材料,光磁気ディスク媒体,強

誘電性液晶材料, X線レジスト材など多くの材料開発が成

果を収めた。

(2)半導体及び電子デバイスの開発

ワ力
プし

エレクトロニクスを支える半導体と電子デバイスの開発

は競争も激しく,最、活発に研究が進められている分野で

ある。とこでは,薄膜アクティブマトリクス液晶ディスプ

レイ,光・電子集積回路,波長スィッチング半導体レー

ザ,光ディスク用高出カレーザ,小形光へッドなどをレヴ

ユーする。なかで、,波長スィッチングレーザは量子井戸

形構造をもつ、ので新機能の発見が特筆され,今後の新し

い展開が期待される。

(3)エネルギー関連技術

次世代燃料電池である溶融炭酸塩形で電池の大形化を達

成し,またスターリソグ技術でも,エンジンの大幅な軽量

化,小形化を行って実用機開発ヘと大きく前進した。

(4)生産技術関連開発

FA にはロボット,加工・組立・制御に加えて検査技術

も重要な技術である。ここでは,半導体レーザの組立・検

査装置,チップ部品の位置ずれ検査技術を取り上げ,更に,

スカラ形ダイレクトドライブロボット,樹脂低圧成形技術

についても紹介する。

(5)新技術・新製品開発

ここでは(1)から(4)の分類に含まれない新技郁卜新製

品を取り上げて紹介する。磁氣共鳴イメージングシステム

に用いられる高性能の超電導マグネット,沿面予備電雛方

式のエキシマレーザ,プラズマ加側!用大出カジャイロトロ

γ,日本語文書読取りシステムなどがそれである。

(の基礎・共通基盤技術の開発

これは研究所の最も主要な役割りであって,基礎・基盤

技術の深化と革新こそが次の世代ヘの大きな飛躍と発展を

約束してくれる。ここではアーク現象の基礎, VTR の電

磁変換特性と画質など取り上げる。

なお,この編で取り上げた、ののほか,半導体をはじめ

情報関連機器,家電品など,研究所が事業部門と一体とな

つて開発を進めた新製品の幾つかは,研究編以外の各編に

収録されているので,あわせて御一読願えれぼ幸いである。

2 三菱電機技報. V01.61. NO,1・19釘
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光ディスク用出カレーサ

光ディスクメモリは,再生専用形であるコンパクトデイ

スク,ビデオデイスクの普及に続き,書込み可能な追カロ

言己録形が急速に実用化されようとしている。当社では,

この書込み可能な光デイスクメモリの記録・再生用光源

として,新しい構造の採用と従来から用いてきた液相

成長法の改良により,波長780nm・定格出力30mWの新

形レーザ(T3レーザ: Thin Tapered Thickness AC-

tive Layer Laser Diode)を開発した0

新形レーザは,低いしきい電流(1th=50mA)と狭い

ビーム放射角(θψ=11゜,θ↓=22゜)を呈するうぇ放射角度

比も小さいので,光デイスク光学系との結合効率が高く

できるなど応用上優れた特長をもっている。これまで最

大光出力は120mW以上に達し,寿命も50゜C,30mWで

フ,000時間以上安定に発振するものを得ている。AIGa

AS系レーザの高出力化を実現する上でのポイントは,

高出力動作時の端面劣化を抑術1」することにある。従来

の活,性層全体を薄くし端面での光密度を下げる方法で

は,しきい電流が大きくなり,寿命も短くなる欠'点があ

つナこ。これを克月侵するため当社では,基板結晶の形状に

よって成長層厚が変化する液相成長法の特性を利」用し,

基板に幅の狭いりツジを設けて活,陛層の厚さを端面付

^

アモルファスシリコノTFTアクティブマトノクス液晶ディスフレイ

^

OA端末用ディスプレイとして,従来のプラウン管に

代わる平面デイスプレイの要求カミ高まっている。液晶デ

イスプレイは,軽量で消費電力のイ氏い平面デイスプレイと

して注目されているカミ,単純マトリクス方式は,表示容量

を大きくするとコントラストが低下したり,視野角が狭く

なる欠点があった。当社ではこれらの欠点を解決するた

め,各画素ことにアモルファスシリコン薄膜トランジスタ

をスイッチング素子に用いたアクテイプマトリクス方式の液

晶平面デイスフレイを開発した。開発したデイスプレイは,

5インチ形及ぴ10インチ形の2種類である0

5インチ形デイスフレイは,画面サイズ106mmX73mm,

画素数320×220である。10インチ形デイスフレイは,画

面サイズ211mmX135mm,画素数640×408である0

液晶デイスプレイの大画面化を図るナこめ,対角14イン

チの大形ガラス基板上に,均一にアモルファスシリコン

や絶縁膜を形成する成膜技術を開発するとともに,薄

膜トランジスタを形成するナこめのパターン転写技術,エ

ツチング技術の開発を行っナこ。まナこ液晶材米斗では,米占性

光ティスク用

活性層

出カレーサ

構造図断面図

T3レーサタイオート構造図

近のみ薄くすることにより,光密度を下げ,しきい電1充

を上げることなく高出力化を実現した。今後は,吏に特

性の改良と寿命を含めた信頼'陛の確立を目指して開発

を進める予定である。

" GヨAS コンタクト層

n-AIGaAS上クラッド

P-AIGaAS活性層

P-AIGaAS下クラツド層

n-GaA5 流阻止

P-GaAS基板

を抑制し,高速応答を実現するとともに,屈折率異方.性

の最適化,誘電率異方,性の増大を図ることにより薄膜

トランジスタ特性に優れナこ材料を開発しナこ0 更に,ノやソ

クライトとしてカラーフィルタの分光透過率を考慮しナこ

冷陰極蛍光灯を開発した。これらの結果,良好なマルチ

カラー液晶平面ディスフレイカ町具られナこ0

1.研 究

5 インチディスフレイの
表示例

袋応IS川

10インチディスフレイの

少

示例

二
一
、
,
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LD組立・検装置

LD(レーザダイオ・ード)は,内部にホ且み込まれナこ約0.3

mm のチップ端面の微ノ」＼,点から発生する光を禾11用する半

導体であり,光特性とともに, LD外形に文寸する光車由の

位置や方向精度が,LDを使用するCDなどの組立性や

,性能に大きく影響する。まナこ,このチッフはGaASを素

材とするためぜし弓弓で傷カミつきやすい音3品である。

このようなLDのホ且立や検査を自動化するナこめに,パ

ターン認識を駆使した局精度位置決め技術,光特性を

低下させるゴミや汚れを付けず,チッフに損傷を与えな

いナこめのクリーンでソフトなノ~ンドリング技術,光特性を

高精度に測定する光計測技術などを開発した。その上

で,これらの要素技術を適用して,ぜし弓弓なチップをハ

ンドリングし,数μmの高精度で,位置決め,接合するチツ

フボンダなど,高精度ボンディング装置,光車由合わせを

局精度に行うための組立精度検査装置,レーザビームの

出力,広力ゞり角度,スペクトル分布などを浪U定す、る光特

性検査装置など,高性能組立・検査装置を完成しナこ。

開発した装置を導入することにより,十分な検査を含

む組立工程の自動化が可能となり,信頼,性の高いLDを

月産60万個量産する体制が確立した。まナこ,現在LDは

ノ」＼形化,多様化の動きがあるが,開発した技術や装置は,

部分白勺改造でこれに容易に文寸応していくこと力ゞ可能で

ある。

亀

ブラズマ加熱用120GHZ 20kWジャイロトロノ

周波数120GHZ(波長2.5mm)のジャイロトロンの発振に

我が国で初めて成功した。出力20kw,ノ勺レス喝lmSで

効率20%を達成した。このジャイ目トロンは,核融合フラ

ズマの第2段加熱用を目指しナこものである。

核融合の実現には1億度以上のフラズマ温度カミ必、要

で,フラズマ電流自身による加熱に加えて第2段加熱が

不可欠である。そのーつの方法として大電カミリ波をフ

ラズマ中に入射し,電子サイクロトロン共Π鳥を利用して

フラズマを加熱する方法力ゞ有望視されている。

ジャイロトロンはそのミリ波源となるもので,キャビテ

イ音1郭こEΠ加しナこ磁場の回りを電子サイクロトロン周波数

で施回する電子ビームとキャビテイ中の高周波電界を共

鳴させてミリ波を発生する。ジャイロトロンは電子ビーム

とキャビティの寸法を大きく取れる特長力ゞあり,10OGHZ

帯の大電カミリ波を効率よく発生できるこのジャイロト

ロンの発振波長はミリメートル令頁域にあるナこめ,高い工

作精度カミ要求されるキャビテイ音夙よ屯鋳法で製作してい

るキャビティ竒隣こ印加する磁場は,屯1充りドや熱遮ヘ

サブマウント

LD組立ライン

LDチッフ

フォトダイオード

ワイヤ

ステム

41
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司、^

光出力
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い構造を工夫して液体へりウムの消費率をイ氏く(平均0.2

ιh)した超電導マグ才>ソトを用いて発牛している。ま

ナこ,ジャイロトロンの設計や解析に必要な電子ビームの

軌道解木斤,キャビティの電磁界解析,効率言十算などの言十

算機コードの開発も併せて行った。

LDの内部構造
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@低温焼結無機材料

低温焼結が可能なガラスセラミ,,ク系と,ガラス相を含まない Zno-

Si02一勗0.系の 2種類の新材料を開発した。

これらの材料は,①低温焼結性(650~1,050゜C),②商気密性ao、W

雛m."心以、F),③低膨脹率(2~6×]0-01゜C),④低誘施率(5~6,

IMH力,⑤機械加工性などの優れた特性をもってⅥる。

この点に府目して,マシ丁づルセラミック,高機育E セラミ,りク基板などK

応用展開中である。

.高分解能超音波探触子用振動子材料

最近の非破壊検査の分野では,材料内部の徹細

欠陥や表面近傍の欠陥などを精密に探傷する要求

から,浩"司波・短パjレス波形の超音波探儁用の高

距部分解能探触子が望まれてφる。当社では数値

角聨笊Cより,掛J辻子の各槌成要索の最適化を図る

とともに振動子材'料として(NaLD Nb03セラミ,ゞク

を開発した。この材料・は,誘電ヰ功二小さい,刷波数

定数が火き仏などの特長をもってφるが,従来雌

幻腎吉であったため,アルミナ添加により焼粘性の改

善を図り,均一徴細な組織で優れた振動子特性

(K'=45%,ε1ε0=120, N=2,80OHゐm)の圧電

セラミ・ワクを得た。これにより 20MHZ までの浩杉)

仰前E超音波探触子のシリーズ化に成功した。今後,

ヲ吋失金属やセラミ,"材料の非破壊検査ヘの羽山Jも

大いに刈待される。

.宇宙用スリップリング材

5

゛

三帖姿勢制御人工衛星の太陽櫃池パドルを回転させる駆動裴耀K

は,すべり摩擦をしながらパ1;ルと術星本体の問でイ舌号や確力を伝

迷するス小,ナルグが組み込まれてぃる。この宇ホ用ス小,づりングは,

超局真空中において潤滑及び篭気特性に高い信頼性が要求される。

当社ではその国産化を目標に,銀一固休潤滑削系複合材を科学技術

庁航空宇衝技術研究所殿と共同で研究してきた。そして,低確流及

び大確流(~50OAルmりで摩擦,摩托,竃気抵抗,ノイズ特性,

牛乳C1墜耗特性(従来品のν10 以一F)に優れた宇補jⅡスリッづりング材

(Ag-MOSO-NbS切系複合材')を開発した。今後,人工律U11のみな

らナ宇街基地や]X空機器などの駆動装置ヘの適用が則袖途れる。
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.新形真空スィッチ管用接点

(司

・一般産業,1武力,白レ方価設などの受変電設備を中心WC中i高電圧領

域において,小形,保守点検の容易性などの利点から真空遮断器の

普及が著しい。当社では遮断器用真空スィ,"チ管の高性育副ヒを図るた

めK,従来の粉末や金法を改良した新製法によって,高融点金属成

分を悩'格とした極めて優れた特性の CU系接点材料を開発した。

この材料の趣絡遮断性能は,従来品の1.5~2倍以上@酬立接点

油積当たりの通過電荷最比較)であり,ーカ,動的耐電圧性能は従

来品の1.5佶(50%放電確率電圧値比較)程度である。新接点の適

用により 7,2~36上Vクラスの真空スィッチ管の小形化,低コスト化が

笑呪できた。
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.光磁気ディスク媒体

書換え可能な光記録媒体として光磁気ディスク媒体の開発を行って

おり,記録膜の改良によって優れた記録再生特性を得ることができ

た。記録映構成はポ,功ーポネート射出成形基板上に,誘電体層巴して

SiNX膜,磁性層巴してTbFOC0非晶質合金膜をスパッタリングで積層

形成したものたし,これら積層膜の光学特性及び膜厚を最適化する

ことにより55dB以上の再生C/N比が得られた。

また,局速転送レートを実現するには,再生特性を劣化させずに

記録感度を上げる必要があるが, TbF.C0磁性層を2層膜とし,上

下層の磁気特性をそれぞれ最適化するととによりこれが達成され,

高速大容量の書換え可能光ディスク媒体を可能とした。

.強誘電性液晶材料

強誘電性液品による表示素子では高速応答性,印加電圧と光強度

との間の急しゅん(1唆)なしきい特性,メモリ性といった特性が期待

でき,応用面からも注目されている。液晶材料・としては応答速度と

直接関係する自発分極の値を大きくすること,及び室温域を中心に

広仏温度範囲忙わたって強誘電性を示すととの2点が課題となって

いる。そこで強誘橿性液晶に特有の光学活性基を中心に光学構造を

種々検討し,自発分本亟が最大50即允m.と大きな値を示す新しい液

晶を開発した。図にこの液晶の白発分極の温度依存性を示す。この

液晶は温度域が 35~65゜と少し高いが,この液晶をべースとして配

合技術により室温域まで温度範囲を広げることが可能である。

.高性能X線レジスト

X線露光技術の実用化に不可欠な局性能X線レづスト(局分子材湘D

を開発した。 X線露光技術は,波長が0.4~1nm の欧X線を使い,

マスク上のパターンを投影転写することによって微細パターンを形成す

る技術であり,将来の超LS1手バイスを製造するための主要技術とし

て位置づけることができる。今回開発したレジストは塩素化ボリメチル

スチレン(CPMS)を軟X影兜僅応用{C最適化したもので, pdL線にヌ、」

し 17mjlmゞの感度をもち,更{C O.5μm を解像する能力をもつ。

また,ドライ1,,チ耐性にも強いという利点をもち,現在もっとも突

j'

用性の高いX線レジストである。

.光電子集積回路(OEIC)

光磁気ディスク媒体

光業子と電子索子をモノリシ,,クに染積した

光竃子集積回路(0理C)を試作した。1叉K勾

は, TJS 半導体レーザと MESFET を半絶緑

性GOAS基板上に分子線エビタ牛シ(MBE)法

を用いて製作した、ので,半導休レーザを基

板内に埋め込むととにより,索子表面を大脱

模集積化に有利なように平坦化するととに成

功した。個々の素子特性は単休の素子特性に

比ベてそん(遜)色無く,1GH.以上の高速

応答動作を碓認した。図(b)は,1~1.6川n

長波長帯受光素子と MISFETを段差の無い

半絶縁性lnP基板上に液相結品成長(LPE)

法を用いて製作した、ので,1nGaASホモ接

合形HN-PD の表面保護対策を施すことに

より,1nA と低暗竃流化を達成した。

新液晶材料・の白発

分極の温度依存性
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.波長スイッチング半導体レーザ

量子井戸半遵休レーザは,様々な優れた特

長を、つため広く研究されてぃる。このたび

当社では,量子井戸レーザで注入電流量をか

えること{Cより,発振波長を大きくスィ,りチで

きることを新たに見い出した。

横力向の光とキャリャ(電子と正孑D のとじ

こめ忙は,亜鉛拡散法を用いてぃる。図忙示

すようにジ冠流変化で発振波長は8帰nm(入D

から 803nm(入9)にスィ四チし,その中問でそ

れらの光を同時に出すこと、できる。

との新たな機能の発見は,光通信,光ディス

ク及び光計測などへの応用面からも大きな意

味をもつものと考えられる。

.低消費電流GaAS プリスケーラ 1C

P形AIG3A5

クフソド屡
＼

P形A{A5-G2AS 、、

超格子光ガイド屡＼

移動通信機器の小形・携帯化ヘの展開Kは, PLL(ph部. LO01祀d

LOOP)刷波数シンセサイザ忙用いる高速ナ玖ケーラ1C の低消費電流化

が不可欠である。今回,周波数 IGH.帯忙て,5V動作で 5mA

以下と,従来の半分以下の消安冠流で動作するν128・ U129の Ga・

AS2 モづユラス・づりスケーラ 1C を開発した。

これは,ゲート篭極に高融点金属(wsi)を用いた自己整合技術に

より, LDD (Lightly Doped D松in)拙造のFET を突現し,素子

の高性能化を図ったこと及び回路解析により,1C 内部の電流配分

GaA5ι姓屑

電オ玉

籍

＼

や素子定数を最適化したととで可能となった。

.ライトワンス光ディスク装置用小形光へッド

ノ,ノ

,,ク

/

n形AIGヨA5

クワ/1

/

ノ

130mmφのライトワンス光ディスク装置用として,センサ性能・ S/N

比が良好で,高速検索に適した小形(46.9HX能WX如D(mm)),

帷扱オヒ(56g)を図った光ヘ,,ド(MWH-1)を開発した。

そのため,新開発の高出力半導体レーザと半導体レーザの出射光束

を直接集光する力式を採用し,従来使用していたピーム整形ナJズ△

を不要とし,集光系の無調整化と光路系の簡略化を実現した。また,

フォーカスセンサとして,ディスク案内""哉断時の外乱が少な込フーコ法を

採用し,安定なセンサ性能を得た。更に小形高周波重畳モジュールの

一体化により,ディスクからの戻り光によるレーザノイズを低減し,小

＼

1{・1

＼
、

n形GaAS基板

、'才亟

亜鉛拡散領埠

'~n形AIAS-GaAS超格子

光カイド届

(a)レーザ楢造

__ム_
λ]

」_上_
λコ

形光路でも良好なS/N比を実現した。

.弾陛表面波フィルタバンク

上_

倭三入電充レペル

通過帯域が異なる多数の弾性表面波フィルタを並列接続した弾性表

而波フィルタパンクを開発した。入力周波数忙応じて出力が異なる端子

K伝ぱんするので,同時に多数の周波数を検出できる。高精度に周

i皮数を検出するには,各フィルタの通過特性に帯域外減衰呈が大きい

ことが要求される。減嚢量劣化の要因となる弾性表面波の回折なと

を老慮してフィルタ特性を設計し,所要の特性を得た。また,入力信

号'の各フィルタへの分酉己同路を MIC (Microwavelntegrated circuit)

線路を用いて構成することにより,分配K係わって生じる損失を低

印召和釦年9月8日原稿受卞D減し,小形化を図った。

低消費電流GOASナJスケ
ーラ 1C

中問三入電;支レヘル

800

,皮長

850

(nm)

高主入電三レペル
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.2~18GHZ帯モノリシック FET増幅器

数オクターづ以上の広込周波数範囲で動作する広帯域増幅器は,各

種無線機器や光通信システ△などの増幅器として広範な応用が期待さ

れる。今回,2~18GH.の3オクターづ以上の周波数範囲で平たんな

利得特性をもっモノリシックFET増幅器を開発した。この」卸隔器は,

並列忙配置したFETの内部容量を利用する広帯域化に適した分布

形描成法を採用している。特に,ハ'イアス回路の利得変動に及ぽす影

響を小さくするため,広帯域なハ'イアス回路を開発し利得の平たノV化

を図っている。増幅器の特性は手所与 7 士0.5dB,入出力 VSWR2

以下である。主た, FETのソース端子には自己バイアス用抵抗回路を

設けており,単一電源での動作が可能である。

印召和61年9j18日原稿受付)

.導電性高分子を用いた電界効果形トランジスタ

導電性高分子は,ドービング法によって電導度などの諸性質を自由

に変えるととができるという従来有機半導体忙はない優れた特長を

もっている。当社では,との特長を生かし導電性高分子を用いた半

遵体索子の研究開発を行ってぃる。

今回,導電性高分子であるP形半導体のボリチオフェンを用いて合成

条件,膜厚及びドービング量を制御することによって,本格的な確界

効果形トランづスタの試作に初めて成功した。この素子では,ソース.

ドレイン問篭流をゲートから良υ川する電圧によって2~3 けた変える

ととができ,液晶表示用スィ,,チへの適用が見込める。今後,素子の

枇造や材料の選択によって性能の向上を図る。

.溶融炭酸塩形燃料電池の大形化

溶融炭酸塩形燃料電池の開発は,昭和61年度末に10RWの積屑

俺池(スタ,ゞク)を運転することがーつの大きな目標である。

とれまで,電極など電池構成部材の耐久性{てついてはベンチスケール

(有効面積270cmりの単電池を述続]3,000時問以上運転すること

により,また電池の積層化忙つφては 10セル.スタ,,ク(1kw)を運

転することにより,それぞれ技術的な確認を行った。

今回,10RWスタックの開発に伴う大形化の技術開発として2,000

Om'-3セル.スタックを製作・運転した。このスタリクの電解質保持板

忙は新た忙開発したテーづマトリクスを採用するととにより,電池面1貞

の大形化及び電池特性の向上が図られ,定格電流密度150mAlom.

において竃池電圧0.8V以上という良好な特性を得た。

,

4"

'

ξ

g

2~玲GH.帯モノリシ,クFET 」削偏器

.スターリングサイクル技術の進展

電界効果形トランづスタの特性く

五〔

スターリングサイクル技術の研究として,通商産業省工業技術院のムー

ンライト誕'画K参画した 3kW級エンジンの開発及び当社独白の応用

に展開する研究を行っている。 3kW級エンづンは,昭和釦年度か

ら実用エンづンとして開発を進めており,とれまでに,熱効率31.6%

と小形機としては世界最高レベルを達成するとともに,大幅な韓量

小形化にも成功している。今後,より一層の軽量小形化及び耐久性

の向上を灰1り,更にヒートポンづシステムへの利用も検討する予定である。

また,当社独自の応用研究として,赤外線撮像素子を利用した赤外

TVカメラ用に,素子を一20ぴC に冷却するための小形樫量のスター

リングクーラーの開発も進めている。
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@チップ部品位置ずれ検査技術

回路基板の去而突装は荷密度実装に適した方法であるが,反面ス

ルーホール突装K比ベ,部品の生乞皆位置祐度が完成基板の信頼性に大

きな影縛を及ぽす。そこで装J高1女,捻んだ村1ナ前の小形チリづ部品

(3.2mmxl.3mm以下)を文す象に,ビづヨンシステムを応用した部品位

置ずれ検査の技術を開発した。これはCCDカメラで基板上の基準マ

ークと部品の相対位置を検出するもので,本楴的なグレイレベル処理を

採用しているので部品の色や表面のパターンに関係がなく広く適用が

可能である。ショウィンづによる教示のため使いやすく,部品座標は

CADブータから入力可能で,フレキシB庁イの高いシステ△織成ができ

る。検出柄度は士0.1mm,倹査速度は 0.3./チッづを突現した。

.スカラ形ダイレクトドライブロボット

産業用ロポットの高速化の要求に対し,高剛性,韓量な機織と新開

発トルクモータを用いたロポットアー△・モータ直結形の低摩捺,衞速用ロホ

ツトの突用化開発を完了した。この 0ポ,,トは次の特性をもち,高速

で巧みな組立作業が可能で,生産性の高いうイン向きである。

(1)高剛性・軽殿椎造のため,低残留振動の高加速度(約6G)

特性が得られ,スムーズな高速搬送が可能である。

(2)摩擦が小さいため,簡畄く・突用的なシステム榊成で,手先のや

わらかさ(コンづライアンス)を高速搬送時と作業時で変えることができ,

高速で柔炊なテ且立作業が笑現できる。

(3) i高補度挿入作業が従来の 1βのタクトタイム 2秒で行える。

.エポキシ樹脂の低圧成形法

穿寺二一淡、

電女い電子部品は年々幌薄短小化が進んでおり,粘密かつ繊細な

ものが増加してぃる。燭1垢成形部品の場合には成形時に金型ヘ注入

さ九る樹脂の圧力によって部品を雛成している素子の変形が生じな

゛ように,できるだけ低圧力で桂甥旨を注入することができ,かつ生

産性の高い成形法が望まれている。当社力斗胴発した新しい成形法で

は,室1忌で液状のエボキシ樹1愉を使用するため,従来のν10 以下の

圧力く・樹脂を金型ヘ注入できる。その上,注入直前に触媒と樹脂を

混合するため,製品を取り出すまでの時問(1捌愉の硬化倶沸D を30

砂以下忙することが可能であり,生産性の優れた成形法である。既

に,モータの電機子コイルの成形に適用している。

点

"、喜"'立gゞ、ウξ"'、"、'、"ーナミ"一票ベJ~ヅ<

.、,'、ー゛0多.y.ξf亀Jゞ洗、

ー、^^

'耐

づ

"＼ー;、、、'

皐

4紗

チガ部品位置ずれ検査技術

'、、

4

、一

jせ

.^

^ー^^

r ・ー

f・广、,..

働磁気共鳴イメージングシステム用超電導マグネット

新しい画像診断装置とLて期待されている磁気共鳴イメーづングシス

テ△(MRD には,空問均一度,時問安定度の優れた高磁界発生用

マづネットが必要である。当社では,先に超電遵方式による国産初の

製品を完成したが,今阿,更に, MR1用超電遵マグネ."の課題で

あった冷媒消費呈,形状,強度,漏えい磁場を改良し,大幅な性能

改善を図った中磁界(0.6T級)及び高磁界(1.5T級)人体全身用

マづネットを開発した。この製品の特長は,次のとおりである。①液

休へりウムの消費量が極めて少ない。②サーピスボートが水平儁造で所

要天J・ト高が低い。③直付磁気シールドの取刊サが可能で設羅而槌が低

減できる。④冷却輸送が可能で現地冷却が不要。

^

1g
、1

ゑ謬、

1/、、{
'÷)ノ七

ご弓

9

、、、、

スカラ形ダイレク圷'ライづロポ,りト

1 研

メや

.'

玉

.ノノノー~写一1

^

、」,゛,1.、」,゛,1.

^^

麺

^^^^

^

低圧成形装置

^

メ,Y"

゛'イノ゛~

ニノオ

冒一!ず

イ才、イ,ノ'イ、.ン"、辻、1
J ・;》ー'、七、減}'ーナ

ぱ七

磁気共鳴イメージングbステム用 1.5T 超電導マグネ,1、
開口径 1ρoomm 磁界 1.5T

'

"'手J

'ジ゛、゛゛,

弓

キ1 !'、,,"
ぎ'、,,J~叫̂

j'

1
イ
才

一
二
'

琴支
{

喬
ゞ
^
一
.
ゞ
ー
ー
ー

ヘ
二
一
一
Υ
1

ウ
、
、
ν
一
、
'
ル
,
.
、

究

,

ノ
"

異
,
'

賢
J
 
ι
ノ

,゛
ぶ
4
 
.
y
 
ゴ

一

、
,
傑
、

琴
一
"
ノ
、

1
'



.植物栽培における高効率照明方式

人工光源と人工培地(養液栽培)を用い,最適に制御された環境

下で植物を工業的に栽培する方法が近年盛ん忙研究されてぃる。そ

の最大の課題は,生育に要する電力,特{て照明電力の低減である。

そこで,植物の光合成における明反応と暗反応とに着目し,効率よ

く植物K光を照射するととを目的としてパルス光照射の研究を行っ
た。

バルス光は,蛍光ランづを20]ζHZ以上の高周波で点,丁し,かっ,そ

の放電電流を断続するととにより得られる。これにより所要のラン

づ点滅周期とデューティ比を設定できる。サラダ菜の栽培では,点滅周

期を 2mSから 50m.とし,デューティ比を 50%とした時,通常の連

続光による栽培と同程度となり,照明電力を約30%低減できる可

能性を見い出した。今後,高効率な照明方式忙っいて,更に研究し,

植物を人工環境下で栽培する奘置の実用性を高めてぃく。

.地中埋設物探査技術け也中レーダ)

地中の埋設物(パイづ,各種ケーづルなど)を,掘削するととなし忙

地衷から探知し画像化する技術が,電力,ガス,水道,通信などの

各方面から要望されている。これに対処すべく電波(マイク0 波)反

身寸法を用いた"地中レーダ"を東京電力(株)殿と研究中である。この

研究では,探知能力に大きな影縛をあたえる地質定数(比誘電率)

を自動算出し,距部補正可能なアルゴリズムを付加した合成開口処理

及び像再生信号処理を用φて探査分解能を向上させた。対象物とし

ては金属,非金属の区別なく探知可能である。探査能力は,試験フ

イールド Kおいて間隔30omのパイづの識別が可能なととを実証した。

.沿面予備電離方式エキシマレーザ

独自の予備電離方式 q合面予備電酢方式)を用込た1キシマレーザを

開発し,パルス出力 10omJ,繰返し周波数40OH.で,国内トッづレベ

ルである平均出力40W を達成した。

との予備電籬方式は,一対の主電極のうち,一方の背後から誘電

体を介して沿面放電を起こし,均一な主放電を誘起するための種電

子を与える方式である。アーク放電からの紫外光を利用する従来力

式と比ベると,①主放電幅を広げるととによる商出力化,②アーク放

電を用いたいためレーザガス劣化が少ないととによる長寿命化,更忙

は高繰返し化が可能になるなど優れた特性を発揮する。今後,この

方式をべースとして,順次,大出ブJ化を図っていく予定である。

パルス光の光出力波形

.日本語文書読取りシステム

4

手書き原稿中の文字を自動的に切り出し,認識して統み取る日本

語文書読取りシステムを開発した。このシステムの特長は,①ワリーフォ

ーマ,汁に近仏,すなわち行間1覇,文字問隔が一定でない原稿から文

字を切り出す。②常用漢字,ひらがななど手書き文字約2,600字種

を認識する。③単語・文法を利用した知識処理を認識に併用し認識

率を向上させて込る。@認識候補文字選択など忙より文字修正が容

易である。⑤文字認識装置を小形化して卓上形システ△を実現した。

⑥高速汎用ハ'ス(GPIB)の採用により複合システム化が容易である。

この日本語文書読取りシステムを用いれば,容易に手書き原稿が入力

でき,文書作成作業の効率ア."づが実現できる。
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. VJCアークにおける放射損失の測定

VJC技術は,配線用遮断器(NFB)の限流性能を向上させるため

に開兆された新しいアーク制御技術である。この技術を適用するこ

とによって,優れた限流性能を、つ新形NFBが実現できた。 VJC

技術の特長は,電極周囲を有機絶縁物で覆うとφう簡単な方法によ

つて,従来にはない高Ⅵアーク電圧を発生させるという点にある。

高込アーク電圧の発生メカニズムを明らか忙するためには, VJCアー

クにおけるエネルギー平衝を研究する必要がある。との研究の第一・段

階として, VJCアークから放射によって失われるエネルギーの測定を

行った。放射エネルギーの測定には,ホトマルを用いた。とのホトマル出

力を,別途分光器で求めた放射スペクトルの相対強度分布を用いて補

.飛翔体用適合形カルマンフィルタ

従来の大部分の飛しようq弸体忙は比例航法が用いられているが,

航空機の運動性が火幅{C向上した昨今,伺標の位置,速度,加速度

をオンラインで推定し,最適制御などを用いる新しい誘導方式が必要

である。通常,この状態推定にはカルマンフィルタが用いられるが,迅

速な応答を必要とする飛翔体の制御忙は,推定速皮が十分でなφと

いう欠点がある。この適合形カルマンフィルタはまず航空機の運動パタ

ーンを検定し,その情報をもとにカルマンフィルタのパラメータを適合さ

せて推定速度の高速化を図るもので,安定を保ちつつ迅速に判定を

行える検定ロジヅクを工夫した粘果,従来のものに比ベ時定数を 100

mS以上短縮することができた。 TALOS-68Kをエミュレータに用い

たシミュレーションの結来,りアルタイ△で推定を行えることが分かり,現

在}鄭紋のために必要なインタフェースの検討とアルゴリズムの改良を行っ

正した。この結果, VJCアークにおいては,気中アークに関する従来

の定説とは異なり,最終的忙は注入された俺気エネルギーの大部分

(80%以上)が放身寸エネルギーの形で失われることがわかった。

このことは, VJCアーク{Cおいて放射忙よるエネルキー伝達機描が,

高Ⅵアーク竃圧の発生メカニズムに重要な役割を果たしていることを

示唆している。そこで,現在,アークのモデルとして,放射による工

ネルギー伝達機構が1ネルギー平衝を決定する放射損失モデルの遵入を検

討している。

ている。

@ⅦRの電磁変換特性と画質

VTRの画質改誓,設計精皮の向上を目的として,記録再生過程

における却度信号の伝送特性を数量的に取扱う手法を確立した。

VI、Rでは珂り剣言号をFM変訓した後記録して込るので,この手法

では電磁変換系,回路系の伝送特性をFM側帯波変化率で表現し,

途小で発生するノイズを振幅成分と位相成分に分航して処理する。

またS/N比改善に用いる非直線ノイズ"クシ,ン回路のモデル化も行

つてぃる。この手法により VHS力'式VTR の確磁変換特性をもと

{Cして再生画像の刷波数特性, S/N比の予測を行ったところ,図

のように尖測値とよく合う結果が得られた。

(a)従来形カルマンフィルタ
忙よる加速度,検出信・弓

亀 CRT用高電流密度カソード

カラーテレビの大形化,ディスづレイ用CRTの高解像度化が進む'・1・.で,

滞五流密度の亘捌乍にi耐えるカソードが要求されて仏る。今回,新たに

瑞ヲ色した酸化スカンジウム分散形カソードは,ニヅケルベースメタル上の(BO,

(b)適合テ杉カルマンフィルタ
による加速度検出信号

Sr, C田 011・UC酸化スカンづウムを分散Lメ許倚

造をもち,従来の3倍の確流密度で使用可能

である。図には従来の3佶の動作電流密度で

の酸化スカンづウム分散形カソードの寿命特性を

示す。

叉手命市W金後のカソードのX線マイク0ア,Jシス

及びオージェ確子分光分析忙よる解析の結果,

酸化スカンジウ△分散カソードではべースメタル中の

還元剤であるシリコン,マグネシウ△の酸化物層内
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2 電力・エネルギー

電力設備需要は国内では依然として伸ぴ脳み,輸出指向

か局まっているものの,その輸出、産油国の資金減などに

より急伸長に鈍化が見られる。このような状況の下に,電

力設備の効率性,経済性,運用の最適化などが追求されて

おり,当社もこれに対応した新技術,新製品の開発を積極

的に推進している。

原子力発電では,国産改良形1,10OMwe級PWR モデ

ルプラントである日本原子力発電q知敦賀発電所2号機は,

新形中央制御盤を採用し, CRT主体の運転監視を行う最

初のプラントとして,昭和62年3月の営業運転を目指し

総合試験調整中である。北海道初の原子力発電所である北

海道電ブJ(株)泊発電所1,2号機(579八飢Ve)は,昭和64

年及び66年の営業運転を目指し建設中であり,現在電気

計奘設備の詳ξⅧ設訓・・製イ乍中である。

次世代原子力発電の主力とされている高速増殖炉の原型

炉もんじゅ発電所(280MW田は,昭和61年6月に工事

用電源を受電し,昭和67年の臨界を日指し建設準備工事

を進めている。

火力発電では,竃力需給調整用の中問負荷巴しての役割

が定着してきており,省力化も含めとれら二ーズk則した

新自動化,集中化システムに重点をおき,関西電力q知宮

津エネルギー研窕所1号機(375MW)電機品及び川崎製

鉄q幻千葉製鉄所U5MW コンバインドプラント電機品

の設訓',製作中である。海外では,マレーシア,ポートク

ラン発電所,第一1切2×30OMW プラソトが運転を開始し

た。

水力発竃では,インドネシアで単機発電機容量としては

最大の SAGULING発電所4×206MVAが運転を開始し

た。一方,国内において,近年では大形水カプラントとい

える北陸電力(株X珂日小川第一発竃所45MVA が,そし

て幾つかの新技術採用の中小水カプラント.長野県松川ダ

ム発電所(1×1.4MVA)が運転を開始した。

新発電技術開発の分野では,通商産業省工業技術院のム

ソライト計画の一環として,1MW りん酸形燃料電池発

電プラン】、を関西電力G知堺港発電所に建設し,発電試験

を開始した。また,サンシャイン計画の一環として太陽光

発電によるトンネル照明システムを宮崎県に建設中で,昭

和62年4月には運転研究を開始する予定である。

変圧器では,不燃化,コンパクト化の要望にとたえ,ガ

ス絶縁変圧器を国内外に700余台納入しており,その適用

拡大を目指し,中部電力(株)広小路変電所に排熱利用給湯

システムを備えた水冷式ガス絶縁変圧器(15/20MVA)

を納入した。また,小形化,高効率化を目的とした三相独

立調整方式スプリット巻線変圧器(154kv,200八IVA)を

関西電力(1知新曾根崎変電所に納入した。

開閉装置の分野でも更K一層の小形化,高信頼化技術開

発が進められ,世界に先駆けて 30okV全三札1一括形ガス

絶縁開閉装置(GIS)を開発した。従来の相分離形と比較

し,据付'け面積で50%,容祐で40%の縮小化を達成でき,

更に1回線全休を工場で試験したままの形態で輸送が可能

となり,より一層の信頼性向上を図っている。

系統制御・保護の分野では,クウェート水電力庁向け電

力系統制御システムは昭和62年3月に運転開始予定であ

る。クウェート市内の132/33/ⅡkV系統の変電所53箇

所を集中監視制御するプラントであり,最新鋭32 ビット

計卸機《MELCOM 350-6の及びマイクロプロセッサ《M

ELFLEX 42のを組み合わせ,高信頼性,高速応答性を実

現した。

保護継電裴置でのディジタル化では,送電窮泉保護が先行

して実用化されたが,発電機,変圧器,母線などの機器保

護分野でも保誤面に要求される特殊性を克服し実用化した。

配竃では,配電線事故時の迅速な復旧と平常時の設備運

用の省力化,効率化を図るために信号伝送として通信線方

式又は配電線搬送方式(大地帰路方式)を用いて,柱上開

閉器を営業所から速隔監視制御する配電線自動化システム

を開発し,配電自動化の促進を図った。との通信線方式,

配電線搬送方式の各1システムを中部電力(1知に納入し,

現で劇慎調1て稼勧中である。

三美at機技HI・ V01.61・ NO.1.1987
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原子力発ブラント向けディジタル総合計装制ノステム

原子力発電プラント向けの言十装雋11御システムとして,

フラント稼働率の向上,運転制御の自動化,保守,性の向

上を図るとともに,新負荷追従運転などの高度制御方

式に適用できる菱ディジタル制御システムを開発した0

このシステムはプロセス雋11御機能をもつ原子炉制御

装置,タービン発電機制御装置,シーケンス機能をも

つ補機シーケンス制御装置,及ぴ各制御装置間の信号

伝送を行う多重通信装置により構成している。各制御

装置はマイコンを採用し,機能分散形制御,オンライン

自己診断機能とプラズマ式表示機能を備えた待機冗長

重化構成とすることにより,単故障発生時でも,フ

ラントを正常に運転制御できるとともに,運転継続のま

ま保守が可能なものである。吏に各制御装置の,¥・・トサ

エアは原子力要求仕様である耐震,性,耐雷インノ勺レス性,

耐サージ性をもつ耐環境設言Nこより,フォールトトレラ

ントなシステムとしている。プロセス制御装置では,最

適ディジタル制御アルゴリズムによる制御特性の改善,

シーケンス制御装置では光ファイノくによる多重伝送方

式を採用することによるケープル配線合理化を行ってい

る。

中部電力(株)広小路変所向け
巧 20MVA水冷式カス絶緑変圧器

中部電力昧広ノ」＼路変電所に,排熱利用給湯システム

を備えた水冷式ガス絶縁変圧器を納入した0 変圧器の

定格は相60HZ,33.756.75kv,15/20MVA送ガス

水冷式,負荷時タッフ切換器付き(真空スイッチ式)であ

る。この変圧器は,市街地のネ夏合ビル地下に設置され

ることから,絶縁油をいっさい使用しないガス絶縁変圧

器を採用して,不燃化,防災化を図ったものである0 ま

ナこ,変圧器は同室内でガス絶縁のC-GISと直結し,

変電所のコンパクト化と完全オイルレス化を達成した0

冷却システムは,地下の変圧器からの排熱をガス/水熱

交換器を通して屋上の冷却塔から大気に放熱するもの

であるが,この排熱の部を三方弁によって蓄熱槽に

導いて温水として熱回収利用する新しいシステムを

採り入れた。変圧器の排熱は般に低温で,負荷によ

る変動カミ大きいため利用力摸隹しい。今回採用したシ

ステムは,ガス絶縁変圧器の採用と三方弁の活用によ

リ,ビル内の給湯などに利用可能な比較的高温の.定

温水を取り出すことカミできるようにしたもので,今後

の変圧器排熱利用システム確立のためのモデルケース

となる。

原子炉制御装置

方,ソフトウェアは言十装技術者と保守員に適しナこグ

ラフィック式POL言Ξ吾の採用と,プログラムの検証を

容易とするオ・ペレーティングシステムの導入により高信

頼性をもつものとしている。

当社は油入変圧器に変わる防災形,環境調和形のガ

ス絶縁変圧器を国内外に既に700余台納入しており,今

後もガス絶縁変圧器と周辺技術の開発や,適用拡大を

積極的に進めていく予定である。

2 電力・エネルギー

1520MVA水冷式ガス絶縁変圧器
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30okV全三相一括形ガス絶縁開閉装置

超高圧系統の者1和D導入に伴い,変電機器に対してよ

り層のイ言頼度向上と,機器縮ノ」＼化の要求力ゞ高まって

いる。これに対応するナこめ,世界に先駆けて30okV全

相括形ガス絶縁開閉装置 GIS)を開発した。

従来,このクラスのGISは,主母線のみ相括形

で構成されていたが,今回すべての構成機器を相

括化させるとともに,母線側断路器と主母線の体化

や,変1充器を遮断器内に収納するなど,音B品数の肖1」減,

シール箇所の低減による信頼度向上に努めた。開発に

際しては,既に数多く製品化されている定格電圧204kv

以下の相括形GISの技術を踏襲するとともに,実

積ある30okV相分離形GISの構成部品を,できるだけ

流用することを基本白勺な考えとした。また,機器の酉己

置は,縦形,点切り遮断器を中心Wこ,母線倶1機器,線

路側機器を左右に接続する構成とし,据付面積で50%,

容積で4000 いずれも,1回線当たりの当社相分離形との

比較の縮小イヒを達成した。この結果,1回線全体を,エ

場で試験しナこままの形態で輸送できるようになり,据付

けイ乍業力ゞ大φ畠に低減でき.剤含合白勺信頼度の高いGISを

完成させナこ。

なお,製品1号機は,昭和63年4月,中部電力昧南武平

町変電所に納入予定でちる。

配線自動化ノス丁ム

酉己電線事故の迅速な復旧,平常時の設備運用の省力

化,効率化を図るため,通信線搬送又は配電線搬送に

より営業所から電柱上の開閉器の遠方監視制御計測を

行う配電線自動化システムを開発した。信号仏送速度は

60obpSであり,配電線搬送方式では特,性の安定した大

地帰路方式を採用して,この国内初の高速仏送を実現

している。このシステムは営業所の棄見局装置,柱上の子

局装置,更に酉己電線搬送方式ではイ言号を中継する変電

所装置から成っており,棄見局はイ氏コスト化をねらいにり

アルタイム,性を考慮しナこパソコンで構成している。柱上

{q1 △、、
＼.

愈ゞK
、

30okV全三相一括形GIS(耐電圧試験形'.)

の子局は口ーカル機能として,配電線事故時,開閉器

を自動白勺に1慎送,逆送制御する制御りレー部と,営業所

との通信を行う伝送部とを体化することにより小形

化を図るとともに,防水性などの耐環境,性に十分な酉Ξ

慮を払っている。まナこ酉Ξ電線搬送において,局圧酉e電線

にはコンデンサで結合しているが,変一所側は3線接続,

子局側は1線接続として配電線系統ヘ与える影響の低減

を図るとともに,1ランク上の絶縁階級を適用するなど

高信頼度化に配慮を払っている。更にディジタル化した

子局の自己言会断や,親局からの定時闇ことのポーリ

ングによる機能チェックなどで,システム全体として異

常を早期発見する構成になっており,保守,陛の向上にも

大きく寄与している。このシステムは,昭和61年3月,

中部電力昧に通搬方式,酉Ξ搬方式各1システムを納入し,

現在1噴調に稼働中である

4首一

11

^ ゛

、,突耆里け"

1Ⅲ脚柳州川1川Ⅲ111Ⅱ1Ⅱ1

b
自切

電線自動化システム

菱電機技報・ V01.61・ NO.]・ 1987

.
＼

倉
肩

.
1



2.1

2.1.1
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原子力発電プラント

PWR発電分野

CRT主体の運転監視を行う最籾のづラントである日本原子力発電

(株)敦賀発竃所2号機(1,160kwe)は,昭和61年6月19日に初

併入し,昭和62年3月の営業運転開始を目指して,最終段階の試

運転を実施中である。また,北海道電力(株)泊発電所1,2号機

(579Mwe)は,各た昭和64年及び66年の営業運転開始を目指し

建設中であり,現在電気計装設備の詳細設計・製作中である。現在

計画中の関西電力(株)大飯発電所3,4号機,四国篭力(株)伊力発

電所第3号機及び九州篭力(株)玄海原子力発電所3,4号機では,

制御系ヘのマイクロづロセヅサの適用,安全保護系のソ小,ドステート化の

導入,信号伝送路の階層化,光伝送化,多重伝送化,CR1主休の運

. PVVR原子力発電用コンパク トシミュレータ

原子力づラントの運転員,技術員などに対する教育設備のーつとし

て, P凡VR原子力発確用コンパクトシミュレータを開発し,この種の PW
R シミュレータとしては,我が巨1初のシステ△をづラント特性しミュレータ

として四田電力(株)伊方発電所ヘ納入した。とのシミュレータは, P

WRづラントの基本的特性や各系統の機能,制御特性などを研修す

る、のであり,次のような特長をもっている。①づラントの主要系統

が,小形の制御盤に表現されており,づラントの把握や副咋がしゃす

い。②低温停止から全負荷までの運転に必要な主要系統を模擬して

.動力炉・1刻然料開発事業団向けプルトニウム燃料製造施設中央管理システム

転を行ら新形中央制御盤の採用,発電機負荷開閉器採用に作う所内

電源構成の簡略化などの新技術を導入することを提案している。ま

た,国産化力Π圧器とータ,モジュラペネトレーシ,ン,コンパクトメタクラ及びフ

0アケーづルダクトなどの適用忙ついても検討中である。とれらにより,

づラントの運転性向上,信頼性安全性向上を図るとともに,経済性を

も追求した設計となる。

高速増殖炉分野

動力炉・核燃料開発事業団高速増舶炉もノVじゅ発電所(280Mwe)

は,昭和61年6司に工事用電源を受電し,昭和6フィ戸の臨界を詞指

し,電気計装設備の設計を笑施中である。

動力炉・核燃料開発卓業団東海事業所では,づルト

ニウ△及びウランの原料粉から高速増殖炉用の燃料集

介体を製造する施殻を構築中であり,当該施設の運

転・管理のために各種の計算機しステムが導入されて

φる0 中央管理システ△は,これらの bステムの最上

位1て位置する複合計算機システムであり,生産計画の

立案,工程の進捗把握,製品の品質保証,核物質の

計量管理,臨界安全性の検認,原料粉・部材・製品

の搬出入/貯蔵管理,廃棄物の保管管理などの業務

処理を,汎用ミニコンくMELCOM 70/250A》と制

御用ミニコン《MELCOM 350'0/30のとの組合せ

によって実現している。

おり,事故状態を含めた広い範囲

での教育が可能である。⑧PWR

運転訓練用シミュレータ K比ベ,ハー

ドゥエア,ソフトゥエアとも縮小化して

いるが,物理数学モデル適用の最

適化などにより,高い粘度を維持

している。

2.1.2 火力発電プラント

火力発電づラントでは,国内, i紗十向けに多数のづラントを設計,製

作,現地建設巾である。主な、のとして,国内向けでは,関西電力

(株)宮津エネルギー研究所1号機375MW づラント電機品及び川崎製

鉄(株)千葉製鉄所 145MW コンバインドづラント竃機品の受注があり,

また"4夕1向けでは,マレーシアボートクラン発電所(第U瑚),2×30OM

Wづラントの完成,中国大連発電所,2×350MWづラント電機品,中

同福州発電所,2×350M凡Vづラント電機品,シリアバニアス発電所,

2×170MW づラント電機品及びトルコチャタラーズ発電所,1×150MW

づラント電機耐,の受注がある。

国内において,火力づラントは確力需給調整用の巾間負荷としての

LP
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中央管理システ△全体枇成
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役割が定着してきており,また省力化の観点から,小人数で頻繁な

起動停止運転に対応するととが要求されている。とれらの情況に即

した火力づラントの新自動化,集中化システ△の開発を目的巴して,

①最新のマンマシンインタフェース技術を適用した監視,制御システムの研

究,②知識工学を応用したづラント異常時などの迅速,的確な判断を

助ける運転員支援システ△の研究,試設言十を行っている。

また,経年火力づラントの効率的長寿兪化を図る上での,機器の最

適更新時期の選定を行う目的で,配電盤機器の現場使用状態ICおけ

る推定寿命と取替え基準に関する試験,研究を行い,との方面での

責重なデータを得ている。
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.火力発電訓練用シミュレータ

火力発電運転員訓練用シミュレータは,既に数4同而国内電力会社ヘ

の納入が一巡し,主要な教育設備として機能している。とれらの装

置はづラント操作技術習得を主眼とし,手耐庁測乍訓練が主体のものと

なっているが,最近,既納システ△の増強,新システムの増設土事が

相次φでいる。とれは火力発電づラントが DDC の進行,づラント総合

監視制御の発展,ピーク負荷ヌ、1応の DSS運転と,設備,運転形態共

大きく変化しているのK対応した司11練K適したシミュレータが求めら

れているためである。既にポイラを新しい変圧貫流タイづヘ変更した

もの,模候範囲,訓練機能の拡大及びDSS運転機能付加したもの

と2システムの増強工事を終えた。現在,変圧貫流ユニ"の新システ

2.1.3 水力発電プラント

昭和61年は,高刻J率化,経済設計の思想のもとに製作された長

野県松川ダム発電所1.4MVA,及び近年では大形水力づラントとい

える北陸電力(株)朝日小川第一発電所妬MVAが運転を開始した。

前者は中小水力づラントの建設低減策のーつである電動サーポモータけ

イルレス化)を採用しており,後者では最新ディづタルコントローラ DCN-

80を適用している。また,昭和63年7打運開予定の電源開発(株)

下郷揚水発竈所向けとして,最新技術を適用したディジタル制御装羅

の設計が完了したのでその概要を紹介する。

発電所全休のシスラム監視,中給からのオンラインによる電力,無効

電力制御などを行う地上陳には高度のづラント制御,高速かつ高級な

マンマシンインタフェースを実現しつつ高除鋤率を実現するために《MEL

.インドネシア SAGULING 発電所向け 206.1MVA 水車発電機

インドネシア SAGUUNG発篭所向けに 206.1MVA水車発電機4

台を製作,納入した。との水車発電機は,インドネシア国内における水

車発電機としては最大の単機容量を、つものであり,畷和61年5

打に4台とも営業運転を開始した。

この発電機は,①りムダクト通風力式,②ぱね板支持式スラスト轍受,

③セルフボンづ方式による潤滑油の外部循環冷却の低か,④強度向上及

び様呈化を指向した特殊積層力法採用のスパイダリム,⑤高剛性幌呈化

を反映したづラケ."など,最新技術及び朧造上の特長を盛り込んだ

最新鋭機であり,インドネシア岡内における電ブ"共給上,大きなウエート

を占めている。

ムを建設ホである。

電向けに対して、

完了している。

なお,水力発

システム検討を

火力発電訓練用シニュレータ

COM 350-6山を 2台設置し,待機冗長形ぜ重系システムを構成して

いる。地下発電所には最新鋭の高信頼性づラントコント0ーラ DCN-80,

85 を採用し,ユニ四卜制御,共通機器制御(ご重化)を行っている。

地上と地下は二重化された高速光ゞータウ土イによりつながれている。

また,とのシステムから適用を開始した DCN-80,部用づ0グラヨンづ

パネル《MELSEP 1100》は従来形に比ベ, CRT,キーポードにマウスが

加わり非常に操作性の高いものとなっている。

このシステムの完成により大容児寺易水づラントの階層化されたトータ

ル手イづタルシステ△にブくきく近づいたといえる。

f

'〒『L

2.1.4 新発電技術開発

.燃料電池発電システム

ι

一一

ξ稔謬

りん酸形燃料電池による 1,oookW級燃料電池発電づラントの製

作・据付け・調整を終了し,運転試験を進めている。

製作担当した主要機器は,250kW級の電池本体を2基,空気供

給系である夕ーピン圧縮機,直交変換装羅及び全系の缶噺卸装置であり,

各機器は要素技術開発の成果を踏まえて製作し,各機器ごとに工場

試験を実施して所期の性能を逹成したととを硴認した。発電づラント

は,関西電力(株)堺港発電所構内K設隈し,各機器間及び全系の調

整を実施し,発竃設備としての所定の官庁検査を終了した。今後,

運転試験を進めて,づラント性能を硫認するとともに,運転・保守技

術の蓄積を行い,発電づラントとしての技術硫立を図る予定である。

'^,^

現地組立中の 206.1MVA

水車発電機
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.太陽光発電システム

太陽光発電システムとしては,昭和釦年度沖繩に建設した 50kw

剛;島用電プN共給システ△{C引き続き,宮崎に 18k凡V トンネル照明シス

テ△を建設中であり,昭和62年4月から運転研究を開始する予定で

ある。トンネルには外界の明るさに応じた照明が望ましく,この負荷

特性と太陽電池の出力特性とが合致して゛る。このシステムは調光制

御方式,直流配電方式を採用し,蓄篭池を小容量としているなど数

多くの特長をもった独立電源である。トンネルはル1ル田也にあり電力網

から遠U雛れたところ忙多い。今後,1紗十、含め,太陽光発電によ

るトンネル照明の普及が期待できる。一方,アモルファス太陽確池につ

いても,高効率广低価絡化を日指し研窕開発を進めている。

2.2 送変配電

2.2.1 変圧器

.関西電力(株)新曽根崎SIS 向け三相 20OMVA独立調整方式スプリット巻線変圧器

このたび,鬨西篭力(株)新曾根崎変篭所向け主変圧器として, 三

相 154kV 20OMVA 変圧器を完成した。この変Π滑別ミ, i高圧 154

巻線に対し低圧22kV の巻線を2組そなえているスづり,"巻線変圧

器である。また,22上V,2回路の確圧を各た独立して調整すると

いう要求仕様から 154kV 側に負荷時夕,づ切換器を 2台備え,当

社独自の夕"尖形変圧器の特長を生かして,主鉄心とは知上C 夕ゞづ差

忙より生じる主磁束の差分を通すためのバイパス鉄心を設けた鉄心

枇造を探用してφる。この方式忙よれぱ,10OMVA変圧器を 2台

設置する必要がないため,高圧側の遮断器数が半減し,系統稔勺支が

単純になるとと、に,据付け而積が大幅に縮小でき,損失の面で、

.東京電力(株)京浜変電所向け 275kv,20OMVA 低損失分路りアクトル

当社は従来から束京電力(株)向けに,国内最大容呈器である275

kv,20OMVA 分路りアクトルを納入している。

このたび,より一層の低損失化を図った頭記りアクトルを完成した。

このりアクトルは,先K突蜆模モデルにて各種検証試験を終了してお

リ,当社独自の「外鉄形ギ七,ゾづ鉄心織造」を採用している。この拙

造は,磁気エネルギー密度の向上による「1i積率の向上と低損失化が可

能であり,もと、と低損失であった竺ヰ士従来器に比峻し約30%の

損失低減を達成している。また,この雛i造は,りアクトルの騒音源で

あるシー1げ1失Dの振動抑制に、効果的であり,防音タンク榊造とあ

わせて,同クラスのりアクトルでは初めての低騒音仕様(65ホン)を逹

成している。

.南ア共和国向け卯okv,10OMVAR,二次巻線付き SHUNT REACTOR
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南ア ESCOM 納め三相 10OMVAR/10MVA,400/22kv,ニ

次巻線付き分路りアフトルを製作した。とのりアクトルは,これまで数ーサ

多くの製作実績をもつ空心形であり,りアクトル主巻線とは別に,独

立した励滋巻線を主巻線の中性点但Ⅲて酉引殴したとと,更に,励磁巻

線をりアクトルタンク内に収納した補助変圧器の一次側に接続し,二次

側は負荷時夕,ガ切換器付きとし,所内負荷凡ルして主巻線容最の

10%まで使用可能としたことなど,類似器と比較し,種々の特長

を、つている。また,振動,騒音など機械性能のみならず,インピー

ダンス,変圧比など電気織能についても,尿近の解析技術を廓使して

厳しⅥ性能保証を突現した。

ノ壬

関西電力新曾根崎SIS 向け三相20OMVA
独立調整力式スづ小汁巻線変圧器

22kV十〕5 %, 10MVA
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電力・エネルギー

三相 50HZ 275kV 20OMVA

110%連謡嵒電圧石り
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2.2,2 開閉装置

.中部電力(株)浜岡原子力発電所納め 550kV ガス絶縁開閉装置

中部電力(株)殿浜岡原子力発電所3号機の開閉設備として,砺0

kv FUⅡ GIS を納入した。本発電所は海風,飛砂が比較的厳し込

環境の地点であるととから,送電線,変圧器ユニ.介などの GIS機

器は屋内設置であるが,送電線引出し部及び変圧器周辺部の屋外機

器は,気巾づヅシンづに下ひだ付8m碍管を適用し,防潮網内設置,

活線洗浄装置を設けるなどの耐塩害対策を図るとと、忙,表而処理,

構造など防錨強化設計を採用している。

GIS の朧成機器と Lては最新の2点切り GCB,酸化亜鉛形 LA,

ガス絶縁PT など,高性能小形機器を適用し縮小化を図るとともに,

変圧器と LA を直結するなど奘置全休を合理的に配置して仏る。

.送電線用避雷器

雷害箏故低減を目的として,電力輸送の高信頼度化,高品質化を

図るため,酸化亜鉛形避雷器を送篭線の鉄塔に設躍する実用化研究

を進めてきたが,とのたび 33RV用及び 77kV用の送電線路に装

荊し運転を開始Lた。

送電線避雷器は,高所ヘ設鑁されるため,機器の信頼性をよりー

段と商めた仕様が要求されているが,そのための各種検証試験を実

施し,良好な結果を得た。現在,中部冠力(株)実運用線でフィールド

試験を実施している。

今後,1541Ⅳ以上の高電圧送電線用避番器の開発,実用化の研

究を行っていく予定である。

.ユニット形変電機器監視装置

'一

変電機器の高信頼度化の一端を担う嬉金視システムは,センサ,モニタ

装置,機器監視盤,本館盤及び伝送で構成されているが,監視装羅

忙関する各種の要求にとたえられるように,階層化・モづユール化さ

れた監視奘置を製作し,納入した。変電所卞ード内に,モニタ裴置や

機器監視霊を配置して,異常表示・手一夕の記録を含めて,完結した

監視機能を実現できる。今回製作したユニ汁形変電機器監視奘置

は,昭和61年6月~9月に東京電ブJ(株)西横浜変電所,中部電力

(株)西尾張変電所,九州電力(株"延児島変電所に据刊けて,突際の

運転を通じて,実用性能の確認・総合監視ヘの発展の検討を進めて

いる。監祝システムの階層イ踏侍成により,願客二ーズに遭合したシス

笈

"'"

^、^写'島'^

肪ORV ガス絶縁開閉装置(GIS)
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系統制御・保護2.2.3

.クウェート国水電力庁向け電力系統制御(SCADA)システム

とのシステ△は,シビルエ事を含む当社初の大形フルターン十一変電所

集中監視制御づラント(SCADA)であり,クウェート市内の 132,33,

ⅡkV系統の変電所聡箇所(将来露0箇所)を集中監視制御する

機能をもって仏る。主な特長を以下に示す。

(1)最新鋭 32 ビット計算機《MELCOM 350-60>及びマイクロづ0

セ,,サ《MELFLEX 420>(各々二重系)を有機的IC結合し処理機能

の分散を図り,信頼性,高速応答性を実現した。

(2)電力系統状態推定づ0づラムにより,訓測データを完備しゞータ

の信頼性を向上させた。

(3)関連データの自動生成などを老慮した会話形手一夕変更づψ'ラ

A為二加立_'ぞ

ノ"'

ヲ

'験

飯ハ

゛咲"'

郵

テ△楢成が可能となり,今後の需要増大にとたえ,適用範囲を拡大

できると期待される。
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ムにより,変更,地設が容易1て行えるようにした。
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@ディジタル機器保護りレー装置

保護機能の高度化,保守の省力化,装置の小形化などの二ーズか

ら保護継電装置は芦実にディジタル化の実績を積んできている。保護

継篭奘置のディジタル化においては,送篭線保護が先行して実用化さ

れ,発電機,変圧器などの機器保護分野は,保護面に要求される特

殊性から一歩遅れて突用化に入った。発電機においては,発電機起

動時の低周波から負荷遮断時の周波数上昇域までの広帯域周波数で

の安定した保設を実現化した。また,変圧器にお込ては,ソフトゥエア

によるミスマ,,チの低減,零相量のソフトゥエア合成,変圧器の過負荷

カーづと合致した過負荷りレー特性の実現,差動量のモニタ表示など,

ディづ夕jレ化により高桔度化,縛シト化,保守の容易化,機器との整合

性を実現した。

園電力系統分野におけるエキスパートシステムの技術開発

高度情州化社会の進屡に伴い,電気エネjレギーの果たす役割はます

ます重要になっており,このため電カシステムの運用・計画技術のよ

リー層の高度化が求められている。当社は,早くから新しい時代の

確カシステム技術の中核として,知識情報処理技術に注目し研究開発

を推進Lている。昭和61年皮の成果としては,まず電力系統の事

故復旧制御の第一段階として,弓R牧設備判定エキスパートシステ△を開発

した。主保護ルーと遮断器が正常に動作した場合には,琳故設備

の判定は客易であるがールーや遮断器の誤動作や多重串故が発生し

た場合{Cは,りレーシステムの協調を杉慮した推論により事故設備を判

定しなけれぱならない。とのシステムは,運転員の系統運用知識を知

^^、

" J

.ー"ι'才

; 11圭告、

戸太二

ナ,、1

2.2,4 配

.原子力発電所用縮小形メタルクラッド開閉装置

建設小及び次期原子力づラントを対象忙据付け面砧の大幅低減,保

守性の向上などの二ーズにこたえるため,遮断確流40RA及び綿

kA のガス遮断器を収納した縮小形メタルクラ,外開閉装躍を開発した。

主な特長は,

(1)遮断器のフレームを"御狗而忙出して込るため奥行が短縮され据

付け床而槌が小さくなる(従来品の郭~65%)とと、に,枕内部

品ヘのアづ0ーチが容易になり{呆守点検時冏が短くなる。

(2)遮断器は1而忙1台収納する形式であるため,遮断器の引き

川し作業が容易で安金であるほつq耐震性,防火分凱機能断島い。

(3)外形の縮小を行いつつ系統の大容量化に刈応して,定格確流

4ρ0OA,投入容跿 190kA などの大容量化を行った。

(0)ディリタル発電機保護装置

巳,,十",ツ'ー,、、.

,'、ー'、1,.・ー,ー

^^.'^^

識ベース化し,高度な知的判断をづ.'クシ,ンシステムにより高速に処

理してφる。

次に,系統運用訓'画支援エキスパートシステムのづロトタイづを開発した。

系統運用計画業務は,解析計算白体に要する時問より、,入カデー

夕の作成,計算結果の分析,報告書作成などの知的処理と手一夕処

理に時問を費やしており,また計画者の熟練度により計画の質,作

業効率K大きな幅が生じてⅥる。そこで,各解析づログラ△巴計画者

の問に,知的支援機能と対話形グラフィ,,クス機能とからなるインタフェ

ースを設けることにより,系統運用計画業務を支援する柔軟かつフ

レンドリーなシステ△を構築て、きた。

心ごニニ*、X,一郭.嘉入

、ゴ

@大口需要家用複合計器

(b)ディジタル変圧器保護奘羅

夏期ビークのせん鋭化に伴う負荷率の低下傾向に対し,負荷の平

準化が求められている。このため,季節別時問帯別料金制度の拡大

/変化に柔軟な対応の可能な計量奘置(複合計暑呈)を開発した。こ

の計器は従来の単機能訓易Rの組み合わせによる計量装置のもつ欠点

を解消するものであり,最大10時問帯別に 14か打問の個々の日に

ついて時冏帯別計示を行うことができる。320文字の液品表示モジュ

ールにより,訓七嫌吉果,計量条件をサイクリ,,ク表示するほか,副'墨

条件の設定,杉辻1'は IC メモ,功乞介を使用し,データ処理奘置(パ

ソコン)により設定データの作成,回収データの解析を行い,人手によ

るデータ処理を極力少なくしている。

2.電力・エネルギー

原子力発電用縮小メタルクラ,,ド開閉装置

大口需要家用複合計器
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3 産業用システム・機器
昭和61年は,安定成長K加え円高など要因があり,企

業にとっては大変厳しい年となった。とのような環境の中

で,加工組立分野を中心に産業分野では,多品種少量生産

を経済的に実現するととが従来以上に強く求められた。

一方,生産システム機器を支える技術は,32 ビット CP

Uを採用したコンピュータやコソトローラの製品などに見

られるように,マイクロエレクトロニクス関連技術や,

次元レーザ加工などにみられるような新技術が大きく進展

した。これらの技術を応用した製品は,工場全体として生

産効率を最大にしようとするトータルFAを段階的に実現

することを可能とし,コンピュータ,ゴントローラのマソ

マシン機能を向上,生産機器の高機能化・イソテy ジェソ

ト化による自動化対象分野の拡大,前・後処理を必要とし

ない加工などの実現により市場の要求にとたえるととがで

きた。

産業プラントの分野における大形システムの新技術は,

鉄鋼分野を中心に適用された。熱問圧延プラントにおける

工業用コソピュータから駆動システムまでの,最新のト

タルシステムによる白動運転機能,製品品質,効率などの

向上,駆動システムにおける誘導電動機を使った可逆圧延

機用非循環電流方式サイクロコンバータ,高速非可逆圧延

機用循環電流方式サイクロコソバータの開発・納入などが

行われた。

パワーエレクトロニクスの応用においては,22,50okw

を初めとする超大形サイリスタモータの開発・シyーズ化,

12,ooorpmの超高速イソバータシステムのシリーズ化など

が行われた。

削愼ι制御の分野忙おいては,32 ビット CPU,新プラン

ト用言語,高速二重化データハイウェイ,タッチオペレ

ーションなどの新技術を採用したプラソトコソトローラ

《MELPLAC-1S16のを開発・製品化した。更に,鉄鋼

用操作盤の電子化・CRT 化,三菱総合計装システム

《MACTUS-620 オペレータステーシ,ン HN今のマンマ、1

シン機能の大幅な向上なども時代の要求にこたえるもので

ある。

検査システムの白動化忙お仏ては,レーザ光を応用した

油井管のねじ部のきず御D検査システムや,10~500μm

の塗工膜厚やフィルムシートを直接計測することを可能と

した膜厚測定器などを開発・製品化した。

生産機器の分野にお仇ては,大容量複合加エセル5kw

CO.レーザ発振器及び高機能コソトローラを備え,高精度

の位置決めを可能とした CO.レーザ複合加エシステムな

どのレーザ応用製品を開発・製品化した。また, NC放電

力Π工機では,コントローラの高機能化,フレキシブノレ白動

プログラミソグ機能の装備,電極の低消耗化を実現,ワイ

ヤ放電加工機では,超仕上,超高速加工を実現, NCでは

32 ビット CPU を採用した《MELDAS 30のシリーズを

製品化し機能・性能を更に向上するなど,加工品質,速度

及び操作性の向上を図った製品を数多く開発した。

産業用ロボットにおいては,経済性を追求し,しかも機

能・性能の向上を図った小形マテハンロボット《MELFA

-P2》シリーズと,最大可搬重量1201屯を実現した高機

能の大容量マテハソロボットを開発シリーズ化した。

汎用電機品においても,機能・性能とともにコントロー

ラはシステム性とソフトウェアの生産性に開発の重点がお

かれた。ネットワークとのインタフェースを充実し,工業

用りアルタイム BASIC を採用した汎用シーケンサの統括

コソトローラ《MELSEC-LM》の開発,《MELSEC-A>

の位置決めユニット, PID 制御ユニットのシリーズ化,

新形CPU を採用し実用機能を充実したぐイクロシーケ

ソサ,データ処部ユニットに 16 ビット CPU,マノレチタス

ク 0S を採用した FA分野の計測制御システム《FACTO

RY MATE》の開発・製品化にその例がみられる。

汎用電機品におけるパワーエレクトロニクスの応用は,

一層の低騒音化を実現,機能を充実した汎用インバータ

《FR-K如の,《FR-F30のシ y ーズ,高性能希士類磁石

を採用し高パワーレートを実現した汎用ACサーボ《ME

LSERVO-A》シリーズの開発・製品化などを行った。
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圧延機駆動サイクロコノータノステムの完成

最近の新設圧延機駆動システムは交1充可変速方式力ゞ

主i充になりつつあり,当社では,このたぴ2方式のサイ

ケロコンバータ駆動システムを完成した。

可逆圧延機用として,非循環電流方式サイクロコンバ

ータ+誘導電動機駆動方式を開発し,新日本製鐵掬経

由中部鋼板向けに厚板圧延機駆動用として納入した。電

動機は2,80okW 40/80rpm2台で,据付け・保守を考
慮して,単層同心巻きによる固定子2分割構造を採用し

ナこ0非循環電流方式サイケロコンノく一夕は,変換器音B切

換時の電流零期間をlmS以下にしてトルクリップルをノ」＼

さく抑え込み,速応制御により,厚板圧延機駆動用と

して直流機をりょうが(凌駕)する'性能を得た。この成果

は,今後,熱問圧延機などへの適用ヘの道を開いた。

総合効率も,同容量の直流機駆動システムと比較し

て,約3%改善された。

高速非可逆機用として,広董百囲にわたって高速応答.

高精度運転を要求される連続冷間圧延機駆動用に対し,

全ディジタル循環電流方式サイクロコンノく一夕十誘導電

動機駆動方式を開発,高周波運転(50HZ)かつ低トルク

リッフル(0.1qク以下)を実現した。これを適用して日本

鋼管昧(福山)向けTCN1用に高効率電動機6,oookW228

/685rpm始め,全6台, Tota1容量22,80okWを納入し
ナこ。サイリスタ変換装置は,4,00OV,1,50OA素子ヒー

トパイフ冷却方式を採用した。

280okW交流可速電動機犬'

三菱NC放電加工機 Kシリース

一菱NC放電加工機Kシリーズは,最先端のメカトロ

ニクス技術と,長年にわたり培ってきゾこ放電加工現象解

明のための基礎研究の成果をもとに生み出された,世

界に類をみない新世代の放電加工機である。その主な

特長について述ベる。

(1)加工精度の大m語な向上

(a)スローフコントロール方式の採用により,電極超

イ氏消耗加工を実現,そのナこめ従来より少ない電極本数

で形状精度の高いカロエカゞ可能。

b)横荷重に対する主軸岡ナ性の向上により,揺動加

工などの横方向の加工での側面クリアランスの再現

,性が向上。

(2)加工速度の向上

(a 機械の剛性向上により,横方向の加工に対する

加工速度向上。

(b スロープコントロールにより,従来と同程度の消

耗条件でも,よりパルスφ畠の短い領域を使うこと

が可能になり,実加工での安定加工を実現し加工速

度が向上。

^

サイクロコンハータ変換装置

3 産業用システム・機器

(3)作業者の立場に立った操作性の向上

(a)カロエ動作を段取り,プログラム,加工と分け,各

操作用画面をそれぞれの専用キーでワンタッチで呼ぴ

出し可能。

(b)NC言言吾を覚えることなく,思いのままプログラ

ムカ沫且める汎用機イメージのフレキシプル自動プロ

グラム(FAP)の採用。

よ帥^

^

、、

NC 電加工機
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~ビンクス

SD式5kw c02レーサー発振器
レーザ加工は,従来の切断中,山から,最近では溶接

・表面改質などの分野に本格白勺に普及しつつある。こ

の市場二ーズにこナこえるナこめ,レーザ活,性媒質の光増幅

率向上を図った高効率レーザ発振技術と,レーザビーム

の集光,性向上を図った共振器技術の開発をべースにし,

当社独自の制御性の優れたSD(無声放電)方式で,本格

白勺溶接ライン化が可能な5kw c02 レーザ発振器ⅥL

50Cを開発しナこ。

主な特長は以下のとおりである。

1) 5kw c02 レーザとして世界最小

高,性能高周波電源(150kHZ)の採用による発振器電

源のノ」＼形化と,レーザ発振器と電源の一体化構造など

により設置面積を半減しナこ(当社従来比)。

(2)精密力Ⅱ工に適したノUレス出カカゞ可能

レーザ出力のノ勺レス繰り返し周波数範囲が0.1~1,(X川

HZと広く,また周波数40OHZ以下では最大5kWの出力

ヒーク値力新具られるしナこ力ゞつて,最適条イ牛による局精

度な溶接・切断力ゞ可能である。

3)用途に合わせたビームモードの選択カミ可能

出カレーザビームのモードは,マルチモード,シングル

モード及ぴりングモードの3種に切り換えることができ,

溶接・切断・表面改質などを1台の発振器で復合加工

セルとして適用できる。

注:シングルモード時の定格出力は1.5kWである0
1

T

1軍一ー1軍一ー

.N^, .,

L Jι,_

FAコノトローラ《MELSEL LM》

《MELSEC-LM》は,汎用シーケンサ《MELSEC

-Aシリーズ》用統括コントローラとして,今後の階層分

散形FAシステムニーズにこたえるFAコントローラであ

リ,その特長は次のとおりである。

(1)工業用りアルタイムBASIC一語M-1RTBΠのフル

コンパイラ,シンボリックデバッガを開発し,これを《M

ELSEC-Aシリーズ》用グラフィックフログラミングパ

ネルA6GPP上に搭載し,オフラインフログラミング及

ぴ《MELSEC-LM》との接続による,りアルタイムシ

ンボリックデノくツグカゞ可能。

2)バス形トークン方式才>ソトワークFMSバスを使用し,

最大8台までの《MELSEC-LM》の相互接続による

水平分散システム,及ぴりング形PC専用ネットワーク

《MELSEC-NET》を使用し,最大64台までの《ME

LSEC-Aシリーズ》シーケンサ(又は,現場CRTモニ

夕A6CGT)の接続による階層分散システムの構築が

容易。

冒
の

(6ーカ」レ〕{りモト 1/、0)

口

計劇島

A6CCT、

LP力"R

A6KB

カラーCRT

A7PR

,..
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SD式5kw co.レーザ発振器ML50C
(左:発振器3,950""(W)×950m( D )×2,175m( H ),
右:加工機)

A6κB

峯

A6CGT・

LP/LR

MELSEC

システム;

A7PR

LM, A
成

力ワ

R' U
.

(3)《MELSEC-Aシリーズ》用の豊富な入出カユニッ
トを直接接続し,これを介してBASIC言語の高速処理

によるマルチタスク計測儁11御力ゞ可能

(4)BSC回線, GP-1B, RS232Cなどの汎用回線を

イ吏用することにより,上位言十算機システム,言十潰U器,

各種周辺機器と容易に接続可能。
ノ゛ソコン

FAコントローラ

RS 232C ASYNC

FMSバス菱FA用操隼,イユ

FAコγ卜0ーラ
MELSEC・1.M

'iil
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3.1 産業プラント用電機品

.韓国POSCO (光陽)熱間圧延機用電機・計算機システム

昭和飢年度は,世界最新鋭の韓国浦項製鉄(光陽)NO.1ホ"スト

リ,,づミル用電機品を製作納入した。このミルは製品高品質化,省力

化及び省1ネ化の要求を大規模システ△忙まとめ信頼性の高い設備を
実現したもので,その概要は次のとおりである。

(1)制御システムは,3 台の SCC (sopaN玲加y com、

Pute, con杜OD 用 32 ピット計算機 M60/500,4 台の

DDC及び設鯆監視用計算機 M50/A2200,27 台のづ

ラントコント0ーラ《MELPLAC-550》及びりモート PI0 君羊を,

3ルーづの光データウェイシステムで結合し,処理の高速化と

分散化,制御機能の高度化及び自動運転機能の拡充を図
つ JE。

(2)駆動システ△は,主機直流電動談の高速大容量化

(M常数5.3×10゜)単機大トルク a77TON-M)と高効率
化四4%)を実現するとともに,整流火花,軸トルク,ス

ラスト剖'i則などの監視機能を充尖させた。ヒートパイづ冷却,

捌御伝送を備えたディジタル制御サイリスタを採用し,性能,

保守と信頼性の向上を図った。

(3) 1剰乍システムは, CRT/キーポードを小心.した情報,

窒建
叉C

.鉄鋼プラントにおけるアドバンスドコンピュータコントロールシステム

制御,計装のマンマシンインタフェースシステムの最適化により,操業の省力

化と省スペース化を図った。

鉄鋼づラントにおける技術分野では,比較的早い時期か

ら計算機利用により多くの先進制御手法を実用化して仇

る。最適制御の諸手法は,板厚制御系.加熱炉制御.ク

ロヅづシャーコント0ールに用いられ,多変数制御技術は,タンデ

ム圧延機張力制御・熱延ルーパ制御などに,状態観測器の

技術は条鋼張力制御・圧延機蛇行制御に適用される。圧

延機駆動システ△忙おいても,電動隈と負荷口一1レを結ぶ

Slrnulotl0Π

5Y5{orTI

ヒ;隈一""

S{」詑

SyS1巳m

Furnace

0唯roly5!号m _

B日Ck up

' 1一晒^ー・

1^1!Ξ^.、E^1

軸の剛性により生ナる軸共振制御に対し,共振系モデル転トルク推定殖・二ご、'子・モ子Ξモ=三三ヨΞΞモ弐三三

を固定し,電動機加速トルク量及び電動機軸速度信号を

用い状態観測器により側1ねじりトルク量を推定するとと

が可能であり,図に示すように棚振動の発生を抑制し,

速度応答特性,インパクトドロッづ改善に大きな効果のある

ことを実機上にて検証した。

」・ーー・^・→'1=ロー・・・・・"ーー

DRI0

51C 0二Ⅱν 轟Υ

DDC DATAWAY

P1日nt contr011e!

.大容量サイリスタモータの完成

速座指令

尚圧大容量サイリスタモータシステムにおいては,次のような記録的な

製品辯を製作・納入した。

圧延機耶動用 1台・-5,500上W,700/1,40orpm

づロア駆動用 1台一22,50okw,710rpm

づロア邸動用 1台一6β00IAV (電動機13.5MW既設)

更に,現在1台一S,oookw (電動膝 13MW既設)を製作片、.であ

る0 これらのシステムはトルクリッづル低減のため,変換器は直列 12相

化し,圧延機用は特にバイパス転流方式を採用した。また,主回路素

子冷却性能向上のため,ヒートパイづ冷却,水冷却システ△を開発した。

制御回路は全ディジタル化し,制御性能の向上及び手イジタル伝送を実

現した。また,22,50okWの超大形機で定常速度制御粘度0.03%

を実現したことも大きな特長である。

3.産業用システ△・機器

速度応答

(MELPLAC-55の
265ets
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.超高速可変速システム《MELDRIVE 2000》

大容量トランジスタインバータとかご形誘導電動膝を組み合わせた超高

速可変速駆動システム《MELDRIVE 2000》を開発した。これにより,

従来夕ービンや増速ギ卞を用いて高速駆動を行ってぃたボンづ.送風機

.圧縮機を電動隈により直接駆動することが可能となり,システ△全

体の効率が向上するとと、に,寸法,重量が低減され機器の据付け

面積が従来のν2~ν3 に縮小する。最高回転数は 12,000即m,最

大容量530kW である。

このシステムは,スクリューコンづレッサ駆動用などに納入され,1・号機

は某社排蒸気再生利用システ△に使用され,大きな省1ネ効果をあげ

ている。

.キャリパープロファイルコントローラ

製紙業界では,紙の品質向上が従来忙も増して強く求められてお

リ,紙厚を一定に保つキャリパーづ0ワアイルコント0ールが注目されて仏る。

従来この種の装置として,ロール表面に冷風を吹きっける方式があ

つたが,紙厚づ口ファイル制御の新機軸として,①エネルギー転移効果

大(省エネ),②外乱(0ール温度・回転数など)忙強く,性能が左

右されない,③操作・調整が定量的に行え,迅速な応答性をもち制

御性が良い,などのメリットがあり,操作性にも優れた高周波誘導加

熱ブ斌によるキャリパーづ口ファイルコントローうを商品化した。この装置は,

ロール表面に沿って配置した加熱コイjレと高周波電源ユニヅトにより口

ール表面を局部的に加熱し,熱膨張を利用して均一な紙厚に制御す

るものである。

.大形誘導電動機F5シリーズ

との低ど,大形誘導電動機の新シリーズ"F 5"が完成した。新シ

リーズの特長は,多種多様化するユーザーの仕様忙迅速忙対応できる

ような標準化をべースとして,それを支援するコンビュータ応用技術を

大幅忙適用したことである。すなわち CAD, CAM を更K推進し,

ユーザーから要求される仕様を満足する図面を白動的に生成,あるい

は検索し,編集する設計システムを構築し,ユーザーへの対応の迅速化

と短納期を実現した。

更に,当社の長年忙わたる電動隈の製作経験をもとに確立した軸

受特性,固定子コイル端部剛性,回転子強度などの解析技術や統計

処理による検証技術を製品に反映し,信頼性を向上させた。
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超高速可変速システ△《MELDRIVE 200の

一一

.新シリーズ大形高圧クレーンモ

B/M計

新シリーズ大形高圧クレーンモートルを開発した。その主な特長は次の

とおりである。

(1)クーラート,,づマウント式,軸流他力ファンの採用により,従来のク

ーラー内蔵形に比ベ,高さ,重量が大幅忙ダウン(容積は当社比35%,

重量は30%減)し,振動安定性が向上するととも忙クレーン架台,

支持はりなどクレーン建設コストの低減が図れる。

(2)固定子とフレー△の並行生産で,従来より約2か月の納期短縮

を実現した。

(3)クーラーのユニット化により,分解・点検・清掃が一段と容易と

なり,グリース交換、簡単なカセ四卜式で保守性が向上した。

高周波誘導加熱コイル

高周波電掠ユニソト

ノ

(キャリパープロファイルデータ)

システム枇成

操作盤

[ニニニニニ^

回回

(制御信号)

卜ル

24

^

瓢、,,Ξ,,,ノヘ,、シ,)ユ、

÷、丁'Qi11'ノ'ノンノノ J、ヅ,一ι、ハノ、

ル.dL,/1.,゛』
ノノ」、、立)ノーーJ

叉_、ツヅご

゛

.、

大形誘導電動機F5シリーズ

ノ

1卜
'

f/'才八
j

唖ξく駆

、ノ

大形高圧クレーンモートル

三菱電機技報. V01.61・ NO.1・1987

一,

ノψJ.ヘ"ツ'

ー゛ず、ーー

、ール、く心ゞ

'
1イ

J
 
ν

Ⅱ

ー
゛
'
 
iノ

ニ
、
ノ
.
耳
メ
ノ
γ
,

n
b
孤
二

0

ー
タ
.
4

/
 
t
゛
一
三
"
J

"
ノ
、
,
ノ
七
七
ご
一
、
を
ウ
,
,

L
L
や
二
ゞ
一夕

感
際
.
琵
一

叉

＼

〆
、

一
一
"
,ゞ

气
ノ
,
、
1
 
y
、
」
寸
ノ

"
,
゛
,
ニ
ビ

、
 
J
 
/
j
 
」
ノ
ψ
>
'
ノ
゛
)
、

ノ
>
し
J
、
'
/
 
j
A
 
1 :

?
S
、
t
 
'

t
Ξ
一
三
^
一
籍
、
ど

ハ
一
、
1
発
 
j
y
シ
,

二

J
二

一
'

＼
.
、
ル

,

ノ
ノ

、
」

'

ヘ
、
゛
N
イ

、
 
J
」

多
づ
、
"

,

,
'
、

气
、
ー

、
五
゛
嚢
,
,
一
,
,

、
(

y
 
、
^
獣
共
.
瑩

/
'
 
j
 
,

.
が
、
一

々
,
ギ

、
易
,
仏
'
J
 
O

'
＼
,
 
t
 
-
,

j

子
冥
翻
,

.
 
4
三
エ
ノ
昂
>
匡

一
ξ

、
」
,

J

「
一
~
C

三
'

y
J
 
,
<
"
<
、
」
'

六
私
ゞ
.
、



.アクティブフィルタ

鉄鋼の圧延主機用大容量サイクロコンバータの電源高調波対策用とし

て,世界に先駆けて高調波容量50okvA 連続,90okvA 1分定格

のもの,を製作し納入した。また 750kvA連続,1,310kvA 1分

定格のものを製作中である,サイクロコンバータの電源高調波は,その次

数,帯域が絶えず変化するためその対策が特に困難で, アクテイフフイ

ルタによって初めて可能忙なるとφつてよい。今回の製品はサイクロ

コンパータ用として世界最初であり,容量的にも世界最大である。

また,基本波無効電力補償、可能な数 10okvA級アクティづフィルタ

の製品化、完了し,電源の高調波,力率問題を同時忙解決するパワ

1レクトロニクス新製品として,今後の適用が期待できる。

3.2 計測制御

.Ξ菱新形プラントコントローラ《MELPLAC-1S60》

鉄鋼,製紙,白動車など工業づラント制御用として,新形づラントコ

ントローラ《MELPLAC-1S60》を開発し製品化した。

新形《MELPLAC》は,づラント制御二ーズの多様化と情報化に対

応して,①高速処理性,②高信頼性,③操作性,④保守性,④拡張

性などの性能向上を目的としている。主な特長を次に示す。

(1)訟BIT CPU を用いた新マルチづ0ゼ,サシステムにより,高速で

最適な機能分散,負荷分散及びバックァ,づシステ△を柔軟忙実現でき

る。

(2)新づラント制御用言語(SOL)の採用により,シーケンス制御,

DDC制御からアドバンス制御,情揮制御,スケジュール計算制御までを

階層化構造化ソフトゥエアにてサポートできる。

(3)づログラミングパネルの保守監視機能強化と CPU とのN. N拙成

により,集中化りモートメンテナンスが可能である。

(4)高速二重化光データウェイ,光ペりフェラルネットワーク,光りモート10

ネットワークの導入によりシステムの高徐働率及び柔軟な拡張が実現で

きる。

(5)タ,チオペレーションを主体とした高インデJジェント周辺装隙により,

づラントの將'乍性,保守性,省力化が向上できる。

(6)バリクァヅづ,縮退,状態哥金視珍断などの集巾 RASシステ△によ

リ,高稼助率と保守の容易性が笑現できる。
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.鉄鋼用CRT電子操作盤

課

くMELPLAC》 CRT電子操作盤《MELPLAC-OPS釦》は,従来

の運転室設置のコント0ールデスクに代わり,省人,省エネ,省スペース,

フレキシビリティづ0デュースの二ーズに呼応し開発したものである。操作

盤は,①高性能,高信頼性を実現した操作監視CRTユニット,②小形

軽量電子化されたデパイスユニ介忙より構成されてる。 CRT の操作

は,ワンタ,,チオペレーシ,ンが主体で,警報表示,運転ガイダンス,生産管

醒,記録,など忙対し操作そのものが,分かりゃすくできる。運転

悟を視のために CRTオペレーション,多重画面表示,大画面グラフィ,,ク表

示など,数多くの機能を準備した。これらの機能Kより必要なとき,

必要なデータをすべてチェヅクしながらづラントの運転操作ができる。

更に,光電送を採用,インデ」ジェントを付加するととにより,多機能

集約形《MELPLAC-OPS釦》を突現した。
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.三菱総合計装制御システム《MACTUS620》オペレータステーシ.ンHM

三斐総合計装制御システム《MACTUS能のにおけるマンマシンインタ

フェース部の機能を大幅にアヅづしたオペレータステーションHM を開発し

た。その特長は次のとおりである。

(1) 736×560ドット・表示色64色の高解像度CRT を採用すると

ともに,2倍画面の上下左右のスクロール機能,画面背景色オンライン

変更機能,3種類の速度を持っづりンク機能,漢字・シンポルなどの任

意配置が可能な表示機能などを装備し,誘目性.視認性の高い画面

を容易k作成可能とした。

(2)画面表示速度の高速化を実現するとともに,標準画面とグラ

フィック画面との間の自由な画面展開儷能,更に異常発生時に迅速な

.油井管用ねじ癌検査装置

レーザ光の回折現象を応用した油井管(シー△レスパイづ)のねじきず

(1此)検査奘置を開発した。ねじ表面K照射Lた He-Neレーザ光をパ

イづ轍方向忙走査するとき,反射回折光変化の軸方向規則性は表面

抗により変動する。この反射回折光変化を検出し,その規則性変動

のねじ表面における二次元的な発生分布状態から,痴を判別するア

ルゴリズムを開発するとと、忙,多数の癌試料忙よりその有効性を確
認した。

判別アルゴリズムは専用ハードゥエア化し,マイクBづロセ,,サ巴の最適夕

スク分担忙より,パイづ全周の高速りアルタイム処理を実現した。更k,

光学系の位置決め及び卜う,井ング機能などの開発により,偏心など

をもっ実パイづに対して,癌検査の全自動化を可能とする実用レベル

、^'カ'上一、、哩'=ニー

表示ができるアラーム用画面展開畿能及び画面自動衷示機能を奘備し,

画面操作性を大幅に向上した。

(3) 5 インチ・ 20 Mバイトのハードディスクと 5 インチ・ 1M ハ'イトのフ

レキシづルディスクを標準装備し,更にデータとステータスの混在衷示や収

集周期.時刻の異なるトレンド¥ータの混在表示が可能な大容艮ヒスト

リカルトレンド機能を装備し,運転管理機能を向上した。

(4)グラワイックの作画には,夕づレットによる会話方式,設定仙j1繭や

各種標準画面の作成にはFIF方式(空欄記述方王口を採用し,ソフ

トゥエアの生産性・保守性を大幅に向上した。

の高い製品となっている。

.レーザ式ディスク表面検査装置

'1"゛ーヘ

レーザを用仏て磁気ディスク用アルミサづストレートの表面欠陥を検出す
J

る本装置は,1レーザ光をディスク表面に高速走査し,表面からの反射.

散乱光の強度変化を検出するととにより,欠陥検出を行うものであ

る。主な性能は下記のとおり。

(1)方式 レーザ(He-Neレーザ)スキャニングカ式

(2)検査対象:アルミディスク,φHインチ~φ5インチ

(3)検出感度.欠陥大きさ約φ20μm

(4)検査速度.約29秒/枚(φ8インチディスクの場合)

また,メ,,キ処理後のディスクなど表面状態のより良い,イスクをヌ寸

象に,検出感度の良い装置(φ5μmの欠陥)の開発も完了した。

ー゛゛

.レーザ式膜厚j則定装置・変位計

.、^
Jノ

、蟹1、

光応用計測器として,レーザ光を利用した膜厚測定装置と変位計

を製品化した。'それぞれ,膜厚・変位を非接触で高桔度に連続測定
→、

するととができ,オンうインで監視,記録が行えるほか,製造装置の

制御に最適である。、

(1)膜厚測定装置MD-2301の特長

10~500μmの塗工膜厚,フィル△己ート厚を,0.5μm の精度で連続

測定ができる。この装置は 2ピー△による補償方式の採用により,

高安定性を実現しており,また,シート状のものであれば被測定材

料を問々1込。放射線利用機器と異なり,取扱い上の制約はなく,
':盲

簡単に測定ができる。 t゛ 々

'ヤ之:

(2)変位計MD-12Ⅱの特長

作動距誹如mm,測定範囲10mm問の変位を精度10μm以内で

J
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油井管のねじ表面きず検出奘置
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L、{

測定ができ,ディジタル表示とともに,アナログ,ディづタル出力及び上限下

限設定出力機能を具備し,一般副測用として広い分野に適用できる。
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3.3 生産機器

.ワイヤ放電加工機Hシリーズ

＼

ワイヤ放電加工機Hシリーズは,金型の高精度化,短納期化及び低

価格化の要求托対し開発した画期灼な新シリーズであり,主な特長は

以下のとおりである 0

(1)超仕上加工の実現.超仕上加工電源によって最良面あらさ

0.5μmRm啄が得られ,金型製作工程の大幅短縮が図れる。また,

加工面の変質層がないので,金型の長寿命化を図ることができる。

(2)高桔度加工の実現,最適機械構造Kより高Ⅵ静的精度が得ら

れるとともに,熱的機械誤差を最小忙抑えるため,新素材や新加工

液温度制御装置を開発し,従来にない高精度加工が可能である。

(3)最大加工速度250mm'1minを達成し,高速加工が可能である。

025mm

「ーーーー、「

. CO.レーザ複合加エシステム

付加価値の高い機備部品の複合加工(切断,溶按,熱処理)が容

易に実現できるレーザ複合加エシステ△を発売した。

パルス発振の特性が良く,かつ出カビームのモードを集光性の高い

シングルモードと,大出力のマルチモードιてワンタッチで切換可能なビームモ

ード切換器付'きの SD (無声放電)式レーザ発振器と,位置決め精度

0.005/500(mm)を誇る高桔度加1エテーづルと,各種加工条件が容易

に設定て、きる高機育且コントローラをコンパクトに結合した。シンづルモードに

よる高桔度切断,マルチモードによる狭幅溶接,あるいはとれらの複

合加工が,同一のシステ△で実現可能となった。

.衝撃電流圧接機IPWシリ

当社生産技術研究所が中心となって技術開発を進めてきた衝撃電

流圧接機IPWの商品化が完成し,昭和61年7河 16日からの国際

溶接機見本市に出品し,注目を集めた。溶接の軽薄短小時代に向け

て趣生した新接合法で圧とん(痕)のない,無傷なスボット溶接を行う

もので,づ口りエクションによる集中抵抗及び極少短時間 aμ,000秒)

通電ICよる界面接合を実現している。小さなエネルギーでクリーンな接

合部を安定的に確保でき,塗装鋼板や表面処理鋼板などの溶接に優

れた特性を発揮する。この装置の特長は,①熱ひずみ,熱影縛が少

ない,②溶接強度のぱらつきが少ない,③電極の寿命が長い,④電

源容量が小さく,フりりカが発生しない,⑤溶接後の後処理が不要,

゛よ一ψ'~ーノノY智J,゛よ一ψー/ Y、
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.乢

^、

__ノーーー'^
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ワイヤ放電加工機<Hシリーズ>
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などて、ある。

.パルス電子ビームによる超高速穴あけ技術

翻

パルス電子ビー△による穴あけ例

極短パルスの電子ピームを,高繰り返しで板材忙照射することによ

リ,多数の徴小貫通穴を緜時に加工できる技術を開発した。電子ゼ

一△を 50μmφという微小スボットに絞り,107~108Wlcm旦までパワ

一密度を高めると,10μSオーダーのパルス照射で材料に穴があく。し

たがって,パルス電子ビームを偏向レンズで任意パターンに走査するこ

とにより,パルス数忙相当した穴あけができる。今回使用したシステ

△では,加工条件,走査パターンなどすべてのパラメータを正確忙コン

ビュータコントロールしており,金属,複合材料などに対し,直径100μmφ

以下の徴小穴を最大20,000穴/秒の超高速で加工する能力がある。

SUS 304-0.1ιの場合,10,000 穴/秒, GFRP-0.2'の場合 15,000

穴/秒を実現した。

3.産業用システム・機器
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小形組立.マテハンロポットは用途の拡大に伴い,経済性の追求と

機能'性能向上の要求が,とみに高まっており,とれ忙対応して

《MELFA-P2シリーズ》を開発した。このシリーズは,垂直関節形

RV-P2,水平関節形RH-P2,円筒座標形RC-P2 の3機種があ

リ,動作速度及び可搬重量を従来の1.5~2倍(当社比)と性能向上

を図った0コントローラは全ディジタルサーポ方式を採用して容積0重量共

に従来機30%減(当社比)の小形化を実現し,りンク形ネ介ワークの

ためにシーケンサ,パソコンとの親和性を強化した。更に,ティーチングと

新ロポット言語《MELFA》 BASIC との併用で取扱いを容易として
V、る。

.:大谷,量:マテノ、ンロボット

自動車工業,鉄鋼業などの生産ラインの合

理化,省力化忙必要な大容量,高機能ロポ,,ト

を開発した。このロポットは,①垂直関節形

(RV-320の,直交天っ(吊)り形(RG-320の,

直交床置形(RS-320のの 3機種と各機種で

バリエーションが豊富,②可搬重量及び先端速度

が最大120kg,3.7m心と大容量,高速,③

オフラインづログラミングが可能,@ピジ,ンセンサ,カ

センサ,レーザセンサとのりンクが可能,⑤CIM に

必要な上位りンク機能をもっ業界トッづクラスの

本格的知能0ポ四卜である。これらの 0ポットは,

重量物のマテハン,スボ,,ト溶接,ぱり取り,組

立,ぎ(航)装などの作業用として多目的に利

用できる。

登
'ー、ノ'、

.32 ビット高速高性能CNC M300 シリ

新世代数値制御装置《MELDAS-300シリーズ》は, NC装置とし

て世界で初めて 32ピ,りトマイクロづロセッサを使用し,超小形の《MEL、

DAS-31のから,白動づログラミング内蔵の《MELDAS一鈴5》まで,

単能盤,旋盤,マシニングセンターなど各種各層の工作機械忙対応する

機種を同時に製品化したものである。また,サーポシステ△、全ディジタ

ル制御の SシリーズACサーポを製品化,従来のアナログ回路で使われ

たポリュームなどによる調整をなく L,電源断状態での位置、監視す

る絶対位置検出機能,0.1μm/パルスの指令を可能忙するなざ, r冒]

精度,高信頼性のサーボシステムとなってぃる。
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工作機械用新形AC主軸駆動装置

左.《FREQROL-SF》Ⅱ kw (30分定格)
アンづ,右.11k訊7 (30分定格)モータ
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(RV-3200形)

.工作機械用新形AC主軸駆動装置《FREQROL-SEⅡ/SF》

エイ乍機械用AC主軸駆動装置として好評を得ている《FREQROL

-SEシトズ》をモ手ルチェンジし,より高性能一高応答を実現するイン

デ形エント主軸シリーズ《FREQROL-SEⅡ/SF》を製品化した。主

な特長は下記のとおりである。①小容量シリーズ(2.2~フ.5kw)の登

場,②オリエント性能の向上,③インパクト負荷応答性の向上,④主側1の

サーポ化,⑤フレ牛シビリティの向上,⑥白己診断機能の追加,⑦信頼性

の向上
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3.4 汎用電機品

.汎用シーケンサ《MELSEC-A シリーズ》と周辺ユニット

くMELSEC-Aシリーズ》は,小規模制御用AOJ2 形を加え,更に

今後の FA,機械のメカトロ化,設計の省力化に文す応して次のような

新製品を加え,幅広込用途に使えるよら忙した。

(1)モニタ表示用:づログラ△レスモニタ装置, CRT ディスづレイユニヅト,

LCD ディスづレイユニット,外部表示ユニヅト

(2)位置決め用オ立置/速度制御位置決めユニ,,ト,パルスモー外'ライ

フユニット

(3) PID 制御用. PID 演算ソフトゥエアパッケージ

(4)づログラム用リ辻ディグラフィ,"クづログラマ

(5)設計省力化用 XMELSAP》,盤用図面作成システム

.F1シリ

マイクロシーケンサF 1シリーズは,従来機種"Fシリーズ"忙対し,上位

互換性のある小形汎用シーケンスコント0ーラである。入・出力点数は,

12~120点まで,内藏RAMの抵か, EPROM, EEPROM と豊富

なメモリ忙加え,豊富な機種そろえでユーザーニーズ忙きめ細かく対応

できる。また, CPU部には,新しく開発した専用LS1と最新CPU

を搭戯して実装効率を高め,信頼性の向上を図っている。機能面で

は,通常のりレーラダー図作成感覚で工程歩進制御づ0グラムの作成が

できる"ステ,ワづラダー命令"ほか,業界初の可変フィルタ機育Ξ,パルス

取込機能,高速カウンタの才ード扣ード機能など,実使用忙則]した機

能を突現している。

.新形ユニバーサルコントローラ《FACTORY MATE》

新形ユニバーサルコントローラ《FACTORY MATE》は, FA分野忙お

ける計'測,監視,データ処理を主体とした副測システムの巾核コント0

ーラである。 3ユニヅトあるシステ△構成ユニヅトのうちデータ処理ユニ

ヅトは,16 ビット CPU,マルチタスクの OS,汎用の BASIC,拡張入出

カユニ,介を備え,パソコンライクな使い方ができる。言Π例ユニ,汁は,

8ピ,,トCPU, BASIC,豊富なインタフェースを備え 1/0 処理を主体

とする用途に適している。また一托ート入出カユニ"は遠隔Kある

1/0信号の入出力に使用できる。各ユニヅトはSDCA と呼ぶ通信で

接続し,データと信号の通信ができる。また,センサからの信号を標

準アナ0グ信号忙変換するボードトランスデューサと容易忙接続できる。

ズマイクロシーケンサ
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《MELSEC-Aシリーズ》

.新シリーズウエブ用張力制御装置

新シリーズ張力制御装置はマイクロづ0セ,"を内蔵し,高性能・多機

能で,かつ汎用度の商いコントローラである。次の 3ユニ,汁により構

成する。

(1) LE-HT形テンシ,ンメータ:張力i則定・監視

(2) LE-HD形ダイヤメータ.材料,巻径/長さのi則定・監視

(3) LE-HC形テンションコントローデ PID制御,情報処理

パウダクラ,,チ/づレー牛並びに 1アづレーキ, AC/DCサーポモータを適当

忙組み合わせると潰性補償付き巻き出し,折れ線近似テーパーテンシ,

ン制御,同期助走付きフィードフォーワード方式の巻取り,ダンサーロール式

インフィード/アウトフィード制御などをこの装置 3ユニ.ワトの S/W 交換

で実現できる。更に本機の RS232C通信機能により, FAコンピュー

夕とつなぐことができ FAシステ△の構築も可能である。
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.ソリッドステートコンタクタ US-K シリーズ

ソリ,,ドステートコンタクタは,高頻度開閉が可能,長寿命,

が少ないなどの特長をもち,機器のメンテナンスフリー,

での 20OV,40OV 用 US-K己リーズの特長を示す。

(1)三相分のサイリスタを高密度実装したモジュールを採用した。

開閉ノイズ

ノイズレス化の要

求1てより使用分野が拡大してⅥる。今回開発した定格電流50A ま

(2)冷却性能の優れた格子形ワインを開発し小形化を達成した。

(3) AC駆動,補助出力,自己保持,可逆運転,故障検出機能を

もっオづションを開発し,電磁開閉器の使いやすさを実現した。

(4)電力調整回路(サイクル制御方式)の制御ユニ介けづシ,ン)に
より電熱制御を経済的に行うととが可能になった。

.汎用インバータ FR-K400 シリーズ, F3。。シリーズ

インバータ駆動においては,信頼性,騒音,運転特性などに不満が

あったがK400シリーズはこれを大幅に改善した。保護機能の充実に

より信頼性が向上するとと、にPWM牛yル周波数切換方式により

騒音を最小にでき,また,高トルク運転を行うこと、できる。加減速

性能はS字加減速を選択して加速時問の短縮ができるほか,第2加

減速を用いると本体の加減速時間設定と独立な加減速時問を接点信

号で選択するととができ,折れ線加減速が実現する。更に3速設定

機能を用いると接点切換により,あらかじめづりセ,汁した高速,中
速,低速に速隔制御ができ,制御性が格段忙向上した。 F勘シリーズ

は,ファン,ボンづに適Lた V/F特性の上に各種保護機能を強化し,

正逆両用機能,66H.運転追加など,省エネ用として万全を期した。

.汎用ACサーボ《MELSERVO-A シリーズ》機種拡充

汎用ACサーポ《MELSERVO-Aシリーズ》(0.2~7kw)に,高性

能希土類磁石を採用した高パワーレートの次の 3シリーズを追加した。

(1)低噴性シリーズ

ロータイナーシャを従来比23~50%に低慣性化した。(0.5~7kw)
(2)フラ四トシリーズ

モータ長を従来比60~74%に薄形化しかつ低慣性化した。

(3)小容量シリーズ

50~如OW の小容量シリーズ,定格回転速度3,ooorpmの高速タイづ。

アンづは薄形で省スペース化。
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.Ξ相誘導電動機の鋼板フレーム化(100~132 フレーム)

三相誘導竃動機は永年,産業動力源として広く利用されてきてぃ

るが,とれらの二ーズにあわせ,全閉外扇形100~132ワレームモートル

に,ワイン付き鋼板フレームを採用した新シリーズ品を開発した。この

モートルは,①軽量化(従来品に比ベ12%の韓量化),②低振動化(振

動VI0級保証),③低騒音化(従来品K比ベ2~3dB低下),@防

しょう仕愉力向上のため新塗裴方式の採用などのほか忙,スリムな

デザインで,モートルイメーづを一新する製品である。

今回の鋼板モートル化の完成により, JIS規格132フレーム(フ.5kw)

以下はすべて鋼板モートルとなり,自動化された効率的な生産ライン

の導入により,更K短納期化が可能となった。
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.位置検出スィッチ付きホイスト

従来,電気ホイストの巻上げ下げ位置の検出方法として,ワイ卞0-

づの巻出し位置の移動,モートルの回転を減速した円板の回転,モート

ルの回転を減速したねじの回転に伴うナ介の移動などを利用して,

リョ,,トスィヅチを劃J作させるものがあった。しかし,これらの方法で

はワイヤローづの揺れ,減速用歯車のバックラヅシュ,ねじとナットのガタ

などにより精度が数十mm と粗く,徴調整が容易でなく,更にりミ

ツトスィ,,チを使用しているため応差が大きく,一度動作すると復偏

するまでに数十mmから数百mm程度戻さなけれぱならないなど

の欠点があった。以上の欠点を解消したものとして,業界初の位置

検出スィ,,チ付きホイストを発売した印召和61年4月)。モートル出力軸

.超小形ホイストJ・114t

最近,電気ホイストの需要動向は小容量指向忙変わってきているが,

このクラスに本格的な確気ホイストが無く,電気チェーンづ口,,クで代用

するケースが多かった。このような市場瑞μ寛の中で,このたび,114t

に的を絞った超小形ホイストJ一ν4 を発売した印召和61年4月)。主

な用途例として,工作機械のりづクレーンある仏は小物組立ラインなど

があり,構造部分の韓量化,歯車の長寿命化,巻き上げづレーキモート

ルの高頻度化を図り,小形堅ろう,1高頻度仕様とした。製品として,

自重6田熔,全長50cm,巻速13mlmin (60H力の超小形,浩捗契度

ホイストが完成,市場での反粋、大きく,業界の流れも今後この分野

に直接磁石円盤を取り付け,との磁石が回転する際に生ずる磁束の

変化をづりント基板上忙実装した一対のホール1Cにより2相信号に変

換し,マイコンに入力して回転量を累積する方式の採用で,士0.1mm

以下の繰り返し検出精度を実現した。つ(吊)り荷を検出希望位置ヘ

移動しシルト基板上の押しポタンを押すだけで検出位羅の変更が可

能で,微調整も0.7mm以下の単位ごとに簡単な押しボタン操作で

でき,応差についてもりミットスィッチの廃止により,0.2mm 以下と

なったので数十mm程度の距部の往復動作忙、使用できる。また,

検出点数はナルト基板1枚当たり4点で,2+剛言号の分配により更

に3枚,12点の追加まで可能である。

に向うことが予想される。

.耐湿形ストレートシロッコファン

空調設備用換気送風機として好信乎を博しているストレートシロ,,コファ

ンシリーズ忙,新たに業界初の高1記度な環境で使用可能な而打昼形ストレ

ートシ0ツコファン(BFS-20CSD)を開発した。主な特長は次のとおり

である。

(1)亜鉛鉄板に防しょう(錨)力の高いボリ1ステル粉体塗装(オ井村,

羽根忙はカチオン確着塗奘を施した。

(2)ドレン受皿,ドレン抜きエルポを付け結露しても安心な耐湿織造

{て Lた。

(3)相六1湿度100%(周囲温度0~+5ぴC)まで使用可能である。

(4)独自の新羽根と新形状のケーシングにより,消音ポックスなしで

低騒音化を突現した。

(5)薄形でしかも小形,幌量。天井空問にも設置可能である。

.小形電子制御ポンプ

「水がおいしい」,「夏は冷たく,冬は暖かい」,「水道代に比ベて

経済的」と最近,見直されている家庭用井戸ボンづの小形化,コンパ

クト化,低騒音化,定圧給水性能及び安全性を追求し,小形電子制

御ボンづシリーズを完成した。製品の主な特長は次のとおりである。

(1)確子制御機構を採用し,白動運転,異常監視の機能と信頼性

を向上させた。

(2)圧カセンサと流量センサを備えて,運転巾の水量,水圧の変動

をなくした。

(3)現行品刈比で,重量30%減,体積釦%減と大1崎な小形化,

軽最化,コンパクト化を達成した。

(4)ボンづ部分及びカバーの設計を工夫,低騒音を実現した。
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4 無線機器と宇宙

高度情報通信社会ヘ向けての様々な動きの中で,多くの

人々に実感としてとらえられる変化の確証のーつは,公衆

通信サービスの拡大化の進展であろう。その中で,自動車

電話は先導的役割を果たしていると言ってよい。当社は,

NTT 自動車電話はもとより,北欧NMT方式白動車電話

や米国セルラー方式自動車電話,更には携帯自動車電話で

実績を重ねてきており,一層の高性能化,高機能化,小形

軽量化(携帯形)を目指して開発を続けている。 NTT 自

動車電話と組み合わせて使用するハンドフy一電話装置の

開発は,自動車電話の利便性の向上に大きく寄与するとこ

ろとなった。また,米国においては,米国メーカーと共同

で宵動車電話システムに、取り組み,その基地局を分担,

開発した。既に,いくつかの都市で,システムの運用が始

まっている。

昭和61年5打,日本電信電話(株)(NTT)は航空機公衆

電話サービスを開始した。当社は, NTTの指導の下にこ

のサービス用の航空機搭載移動機を開発,当社の移動無線

の長仏歴史に新しいーこまを加えた。

MCA システムは,サービス開始後4年を経過したが,

制御局の開局も二十数地区を数え,いよいよ本格的なMC

A時代を迎えた。小形軽量で操作性の良い,高機能の移動

無線機の開発が続いている。

大陸問,国際間の通信の極めて有効な手段として発展し

てきた衛星通信は,欧州域内術星通信網のように地域内通

信について、着実に実用化が進んでいるが,この一年の問

に,我が国における国内通信の新たな手段として事業化を

急ぐ動きが活発になってきた。当社忙おいても,宇宙通信

(1知の通信衛星(SCS)を利用する KO/KU帯回線中継網

の構築計画が進行中である。この中継網は, TV伝送用,

中速データ・TV会議システム用及び低速データ通信用の

各システムで構成される。 TV伝送用システムは, TV 中

央局から系列局ヘの番組配信,簡易可搬形TV送信局によ

る野外からの TV 中継, CATV施設ヘの番組配信等K,

また,中速データ・TV会議システム用及び低速データ通

信用のシステムは,企業内の事業所問におけるコンピュー

夕網・POS 網の構築,ファクシミy伝送, TV会議通信

等のサーぜスを提供する。当社は,との中継網システムの

構築に向けて, SCS の一割姥担当,製作中であり,また,

各種の地球局関連設備の開発・製作を推進中である。

イソテルサット系衛星を利用する国際問衛星通信におい

て、,従来の公衆通信サービス忙加えて,専用回線による

事業所問のビジネス通信サーゼスが国際電信電話q朱)(K

DD)によって始められよらとしているが,当社も, KDD

の指導を得てこのサービス用地球局のアンテナ等を開発し,

同社に納入した。

空港周辺のレーダ管制の自動化を図る夕ーミナルレーダ

情報処理システムを,当社は,過去,東京,大阪,新東京

等,5簡所の大空港に納入してきたが,とのほど,これに

鹿児島国際空港が加わった。籾のシステム構成全機器の国

産化を達成している。

当社が,現在,主契約者として製作巾である宇市開発事

業団(NASDA)の術星は,19釘年夏打上げ予定の技術試

験衛星V型(ETS-V)(蔀止三軸術星),19認年冬及び同

年夏にそれぞれ打上げ予定の通信衛星3号a及び3号b

(CS-30 及び 3b)(静止スピン術星),そして,1991年冬

打上げ予定の地球資源衛星1号(ERS-1)(極軌道三軸術

星)である。 ETS-V は,打上げ機て・あるプロトフライト

モデルの認定献験を無事完了した。 CS-3 については,プ

ロトフライトモデル(3a)はサブシステムの昆忍定試験を

終え,システムインテグレーション市U険にデ高手したととろ

であり,フライトモデル(3b)はサブシステムの認定試験

を実行中である。また, ERS-1は基木設計力誹頓調に進行

している。

米国主導の宇宙基地計画に対し,我が国はNASDAが

中心となり,独自の構想に基づく実験モジュールの製作で

参加するが,当社はその電力系を担当,現在,予備設計を

進めている。

その低か,技術試験衛星Ⅵ型の電源系及び太陽電池パ

ドル系の予備設計を実行中であり,また, SCS のアンテ

ナ及びヒートパイプの基本設計を完了,エンジニアリング

モデノレの製作に入っている。

海洋観測衡星.1号(MOS-1)用地到許捕則情報受信地球局

設備及び情報処理設備は,いナれ、納入を完了した。
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木国向け自動車話ノステム

米国の自動車電話システム市場ヘの参入のため,当社

は菱商事及ぴ米国の交換機メーカーであるストロンバ

ーグ・カールソン社(SC社)と共同で,米国方式の自動

車電言舌システム(AMPS)を開発した。AMPSシステム

は,ノ」＼ゾーン方式のシステムで,つの自動車電話交換

局(MTSO)と複数の無線基地局で構成される。このう

ち,当社は基地局を,SC社はMTS0をそれぞれ開発し

ナこ0

ーつの基地局でサービスするゾーンをセルと呼ぴ,各

セルには,それぞれ異なる通話用の無線チャンネルと,

基地局と移動局の制御のための無線チャン才Uレが割り

当てられるカミ,無線チャンネル数は有限であるため,1セ

ノしによるサービスゾーンをノ」＼さくすることにより,無線

チャンネルを繰り返し利」用し,周波数の有効利用を図っ

ている0移動局と基地局の発着呼制御や,移動局がゾー

ンを移行するときの通話チャン才Uレの自動切替など,基

地局には無線チャン才qレの制御機能のほか無線装置の

保守,監視力ぶ必要である。このため各基地局には,マイ

ケロコンピュータを使った基地局雋11御音Kを設けている。

この基地局制御部とMTS0はデータ回線で接続されて

おり,各基地局の状態は,すべてMTS0で監視してい

る。

現在,このシステムは,ベル系電話会社を中心に米

国の8都市で運用されている。

基地局

基地局

MSS 自動軍置話移動局

AMSS 航空桜電話尊動局

MB$戸隷甚地局

A MB$航空禅電誘畳隷甚地局

MCS 無線回線制御局

AMC 自動享電誘交換局

ー".ノ

1

NTT向け航空機電話用移動機

^

日本電信電話昧(NTT)は昭和61年5月から航空機公

衆電含舌サービスを開始したカミ,このサービスで使用する

航空機搭載移動機をNTT殿の御指導により開発した。

本移動機は,自動車電言舌用移動機を基本にした無線

周波数帯80OMHZ帯,送信出力10Wの無線機であるが,

航空機搭載機器であるため,その開発に当たっては,移

動機装備条件,アンテナ設置条イ牛,機内酉己線条件などに

基づいて,耐環境性能,耐電磁干渉性能に関して部品レ

ベルから機器レベノWこ至る詳細な検討を〒丁った。また,

JIS W 7002"一般航空機用電子機器環境試験方法"に

従って試験を行い,十分な安全性・信頼性を実証して,

運輸省の仕様承言忍を得ている。

NTTでは,当面,日本航空・全日本空輸・東亜国内航

空3社の座席数200以上の国内線大型ジェット旅客機に,

本移動機を搭載することを予定している。

公衆電話回線網

基地局

動車電話システム

基地局

基地局

^
^

『^

孟
基地局
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墓地局

^

則
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旧S用地球局アンテナ(標凖E1局)

インテルサット系衛星を利用する国際間の電話・TVな

どの公衆通信サービスに加えて,最近新ナ'こにIBS(1nt-

elsatBussiness service)と呼称されるビジネス通信

サービスが日本国内でもKDD (国際電信電話昧)によ

り開始されようとしている。KU帯でのIBSには,標準

E地球局と呼1まれる地球局カミ使用される。キ票準E局に

はEI, E2及ぴE3の3種類カミあり,それぞれ画径3m級,

5m級及ぴ8m級のアンテナを使用している0

標準E1の地球局として開発したアンテナは,開口1丕

3.3mのオフセットグレゴリアンアンテナであり,市街地

に設置されるために,電波干渉をできるナごけ少なくす

べく,アンテナのサイドロープをCCIR勧告より5dB良

好な特性としている。また,直交2偏波共用のため,交差

偏波消去形の反射鏡系構成とし,鏡面による交盖偏波

レベルを主ビームピーク値に対して 30dB以下に抑え

ている。

このアンテナは,11GHZ帯170Kの低雑音増幅装置を

使用することにより,インテルサット標準E1地球局の規

格値を十分満たすものであることを電気試験で確認し

ナこ0

このアンテナと同時に,14GHZ帯60OWのTWTーカ

増幅装置,ⅡGHZ帯170K以下の低雑音増促装置及ぴ

140MHZの中間周波数を用いた送受イ=周波数変換装置

をキ票準E1の地球局設備として製作し, KDDに納入し

た。

海洋観測衛星1号用地球観測報処理設

宇宙開発事業団(NASDA)カゞ開発しナこ海洋観浪U衛

星1号(MOS-1)カミ,昭和62年1月に種子島宇宙センタ

ーからN一ⅡロケッNこよって打ち上げられる予定であ

る。当社は,このMOS-1に搭載する可視近赤外放射言十

(MESSR),可視熱赤外放射計(VTIR)及ぴマイクロ

波放射言十(MSR)並ぴにデータ"又集システム(DCS)に

よる各センサデータを地上で処理するための地球観浪リ

情報処理設備を開発し,NASDA地球観測センター(埼

玉県鳩山町)に納入した。この地球観測情報処理設備は,

MESSR, VTIR及ぴMSR並ぴにDCSの各センサデ

ータを並行して処理することカミできるように,システム

の中枢音験こはデュアルCPUをもつ《MELCOM 800Ⅲ

MP》を用いている。また,オペレータの操作を容易にす

るために,コンソールとの会話形式により,広範囲な処

理メニューの中からのメニュー選択や,各センサの処理

ホ且合せの指定など力ゞ簡易に行えるインタラクテイプなソ

フトウェアカミ開発されている。更に,MESSR, VTIR及

びMSRの生画像並ぴに処理済み画像をデイスプレイ上

^

旧S用地球局アンテナ(標準日局)

弧

に表木するために,デイスフレイ装置にはR, G, B各8

ビットからなるイメージフレーン及ぴ1,024×1,024画素

の表木能力をもつ新規開発のインテリジェントタイフノ

ンインタレースカラーデイスフレイ装置を使用している

ーー'^
'^ー

^

L'

^
^

^̂

^^

海洋観測衛星1号用地球観測情報理設備
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4.1 無線通信機器

.海外向け携帯形自動車電話機

北米方式の 80OMH.白動車無線電話携帯機は,アンテナを内蔵し,

体科NO0卯,重量 850g で,充突した操作機能を具備する出力 0.6

Wの本格的な個人携帯用小形無線電話機である。効率の良いGOA.

トランジスタ奄力増幅器及び各種低消費五力形大蜆模集積回路の開発

忙より,内蔵電池の1回の充電で8時問の待ち動作又は1時間の通

話動作を可能としている。携帯無線電話機としての過酷な使用環境

に十分耐えるように設計してあり,例えぱ防水性はM丘規格を満

足するなど,而拶災境性{Cは特忙優れて込る。北米地区以外にも,英

国及びオーストラリアに同系列機種を輸出してぃる。

.ハンドフリ

三斐白動車工業(株)の新形「デボネア Y」忙オづb.ン品として搭戯

される白動車繊話用ハントフリー電話裴靴である。との裴置を搭城す

ることKよって越転者は送受話器を持たずに通話できるととになり,

由動車電話の利便性か一眉向上する。

このハンドフリー電話装赴は,ハンドフリーアダづ夕,ステアリングリモートコン

ト0ールスィッチ,マイクロホン(フロントビラー取付け),インジケータ及びスビーカ

から成り立っており, NTT愉動車電話と組み合わせて使用でき

る。運転席からの通話操作を容易にするため,短羅泳'イヤル機能を組

み込み,送受信のすべての操作がステアリングホイールからのりモートコン

トロールで可能とした。なお,ステアリングリモートコント日ールは,カーラジオ

の制御機能を併せてもってぃる。

カーテレホン

. MCA用移動無線機(FM-97FI0形)

本機は MCAシステム用移動無線機で,送信刷波数905~915MH.,

受信刷波数850~860MH.,チャンネ}レ数 399,送信出力 10W であ

る。

特長として,寸法 44mmX120mmX180mm(HXWXD),電量

約 1.5]熔と小)砂嵯量であり,操作部及び表示部をハンドマイクに架約

したため,車内ヘの取付場所の制約が少なく1謝乍性、良込。また,

CPU 及び MODEM(MSK,1,20obps)を内蔵しており, MCA bス

テムのチャンネル制御畿能はもちろん,1D ナンバーの送信及び表示機能,

セレコール機能(個別1呼び最火 989,群呼び最大 10,・一斉呼びが可能),

コード伝送(2 けた)機能などを、つてぃる。

.航空機搭載用マイクロストリップアレーアンテナシステム

岡際電信電話(株)(KDD)殿の御指導の下に,移動衛星通信用で

航空機搭哉を助均とすろ実験用 Lバンドアレーアンテナシステムを開発した。

とのシステ△は,45"ビー△走査可能な 9素子フェーズドアレーアンテナであ

リ,放射部・給電部・位相制御部によ舛均或される。放射素子は,

マイク0ストリ,,づアンテナを用いて低づ0フィール化を図るとともに,受信

用円環パ,,チと送信用円形パッチを重ねて二層構造とすることにより,

二周波共用化したことを特長とする。

試験の糸吉果, VSWR I.4以下,正面方向袖比0.3dB以下,利得

15.odBi以上,45"ビー△走査時の軸比0.8dB以下,非走査時からの

利得低下1.5dB以内,送受問結合量一28dB以下と良好な特性を

4.無線機器と宇宙
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航空機搭載用マイク0ストリッづアレーアンテナシステム
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.フ.5GHZ帯中容量時分割多重方式無線装置

との装置は,郵政省の4相PSK方式中容量時分割多重伝送方式

の固定無線局の技術審査基準に適合した製品で,電話換算最大288

Ohのディジタル回線の無線区問に適用するものとして開発した。特長

は次のとおりである。①ベースハ'ンド接続条件は PCM 1次群とし,

小容量時分割多重無線及び他のPCM通信系ヘの接続を容易にした。

②主要回路を完全忙三重化するとともに,ユニ,介及び力ードは機能

単位の大づ口,,ク化により信頼度向上を図った。⑧装置は通信用スリ

ムきょら(筐)体(幅 260mm)に収容し,小形化した。

この装置は無線ディジタル通信網の幹線に採用し,同期端局ととも

に中規模ディづタル同抑掃ぢの朧成要素となってぃる。

4.2 電波応用機器

@電波ホログラフィによる45m電波望遠鏡の鏡面精度測定

東京天文台の妬m電波望遠鏡は,従来のレーザ測距測角儀を使用

して,i則定精度の限界である200μm "mS の鏡面精度を実現してぃ

る。更に測定桔度を上げるため,当社は東京天文台と共同で,電波

源として人工衛星を利用した電波ホψ3フィ忙よる鏡面精度測定(ア

ンテナの電界指向艦から開口面誤差分布を求める方法)のシステ△を

開発した。i則定周波数は,通信衛星 CS-2 のピーコン電波 19.45GH.

である。図は,とのシステ△を用込て測定した鏡面調整後の鏡面誤差

分布で,角度範囲今X2"内の放射電界を 128×128サンづルして得ら

れたものである。現在,分仰鮪E約 450m の測定では,再現性約 75

μm "ms,鏡面*剤聾御 140μm ,m.の測定値を得ている。

.毎日放送(キ知向け気象レーダ情報表示装置

全国の気象台に設置されている気象レーダの自動観測化が推進さ

れているが,これに伴い,観i則データの名種樹道機関ヘのりアルタイム

サービスが可能となった。との裴置は,西日本地域忙おける 4箇所の

気象台の観測データを NTT 回線を通して受信し,1枚のレーダデータ

合成画而を作成する。この画面は西11本全域の降雨災況画として,

天気予報番組などで視聴者忙見やすく,かつ市"な情報として伝

えられる。また,特に大阪地域については,よりきめ細かな情報を

伝えるため,火阪'や心拡大画面も提供してぃる。放映に使用する仙i

而は予定番組枠ごとにあらかじめづログラムされており,簡易な操作

のみでスタづオからのオンエア指示が可能となっている。

フ.5GH.帯中容量時分割多重方式無線装置

^_

3,・ ut ノ野、..'i、
t励0 〆

.b 、' P

a'.'.冒.'冒 ^.^

t,."恐一ゞ).・',。,、

だ冒釜弓ξ'y" J6.才0ゞ气卓C='
SM1ご'β'〔゛"'・'

(1)レーダにより捕そくされた航空機目標を計算機内に取り込み,

追尾,位置予測などの処理を行い,航空機の便名,高度,六U也速度

などをレーダからのアナψモ¥オと重畳して大口径表示奘置に衷示し,

かつりアルタイムで表示位置の更新を行う。

(2)飛行計画情報処理システ△と通信回線を用仏て情綴交換を行

い,便名,型式などの情報を得,航空機飛行位置に英数字表示する。

また,進入機・出発機の予報りストなどの表示も行う。

(3)航空路管制システムと通信回線で結び,管制管のキーボード1測乍

などにより,管制移管情報の交換を行う。

^

@鹿児島空港向け夕ーミナルレーダ情報処理システムーARTS-

ARTSは,空港周辺の航空交通管制業膨を行う管制官を支援する

システ△である。とのシステムは,東京,大阪,新東京,福岡及び名古

屋の各大空港に当社が従来から納入してきたものである。

今回鹿児島空港に納入したシステムは,データ処理装置に《NIELC

OM 70 モデル 50》のデュづレ,"クスシステムを採用したもので,すべての

機器を国産化した最初のものである。

このシステ△の稼励により,管制官は航空機をいかに安全かつ効*

的に誘導するかと仏う本質的管制業務忙専念できると主となった。

ARTSの主な機能を以下忙示す。

ナ
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NTSC変換部

表示制御部

(司凸部

鏡面調整後の鏡面誤差分布(ゼロレベル
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9時の西日本合成画而
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4.3 衛星通信と宇宙開発

@インテルサット向け 120MbpS 符号化8相 PSK 変復調装置

インテルサ"から受注していた衛星通信用の 120Mb郡符号化8相

PSK 変復調装置(符号化モデ△)の開発を完了した。 120MbpS とい

斬高速で動作する符号化ゆ'イタピ復号器を内蔵したモデ△としては

世界初の、のであり,インテルサ汁規格に準処するものである。符号

化モデ△とは,衛星回線上の雑音によって発生するピ.ワト誤りを肉動

'が正するためのヴィタピ復号技術とディジタル変復調技術とを組み合わ

せて,所要受信電力の低減を図るモデ△であり,例えば,アンテナ而

積を半分にしても従来のモデ△ι同じ伝送品質を保っことができる。

ヴィタビ復号器は,従来,紀Mb郡以上の高速には対応できないと

いわれていたが,このたびそのアルゴリズ△を改良して 120MbpS で

動作させることに成功した。

.準ミリ波帯衛星通信用小形アンテナ装置

CS-2 を用いる国内ディジタル衛星通偏力式用の準ミリ波小形固定

地球局アンテナとして,推ミリ波帯術星通信用小形アンテナ奘置を製

作し, U木電信電話(株XC納入した。

このアンテゴ装置は,肩効開口径が 4.2m,コルゲート1司すいホーン給

屯で,主・副反射鏡系に鏡廼i修整を行ったオフセ,"カセグレンアンテナで

ある。特忙,小形化・幌呈化・経済化を図るため,衛星の追尾力'式

として,従来のアンテナ全体を邸動する追尾力式に換えてスデ,ピング

モータによる削反射"乱郊動追尾力式を採用した。また,主反射鏡を垂

心に設置することにより,荊雪を少なくし,融雪ヒータ用冠力の低

波を図った。

.放送衛星用可搬形送受信地球局設備

インテルサ,汁向け 120MbpS 符・号化 8相 PSK
変復帯a装置

2.5mφアンテナと組み合わせ,放送衛星を介して TV映像・音声

イ'1号及びオーダーワイヤ信号の送受信を行うための放送衛星用可搬形

地球局設備を NHKに納入した。辺地での使用を杉慮し,ユニリト化

と小形悩量化を行い, i,ル准及び展開が容易なものと Lた。ユニ,汁の

最大重批はHPA1議原の妬]熔であるが,更に小形で帷量の裴羅を

開発中である。受信器は 20OK の FET AMP で,アンテナ背池iに直

刊サされる。送信瓣は60OW出力のTWT AMP,刷波数変換器

はダづルコンバーづヨン形,また,変復諦謡"は FM を採用し, 1削御・表

示・モニタ生断雌とと、 K展開架台上にまとめた。

1^

.地球観j則情報受信(MOS-1用)地球局設備

地球観測情報受信(MOS-1)用地球局設備

37

川仟1162年1村打上げ予定の海洋観測衛星1号(MOS-1)にて取

得されるりモートセンbングデータ(MESSR/VT]R (8GH.井打, MSR/

TLM (2GH.帯)及び DCP (1.7GHが階))を受信,・る地球局設飾

を開発し,宇飾開発事業団に納入した。受信アンテナは3周波帯共用

のコルゲートホーンを用いた直径 10m カセグレン形とすることにより,

優れた広丘H旨向特継を達成した。 MSK変調された 8GH.帯データ

の復調にはコスタスルーづを用゛てディジタル化し,小形・安定化した。ア

ンテナと局舎問の信号伝送は,140MH.帯アナ0グ信号を含め光ファ

イバ化し,缶'・誘導雑音K強い伝送装置を尖現した。との設備忙は

ミニコン(M-70/3のを導入 L,拘動運用性の高いシステ△を硫立し

た。
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5 '情幸侵通1言
数年前に起きたニューメディア0INS ブームはようやく

ちん(鎮)静し,とのところ具体的な動きがはっきりしてき

た。その象徴的な現象は,通信事業が多様化と競合の時代

に入ったというととである。新規第1種通信事業者による

専用線サービスが昭和61年8月に開始され,昭和62年は

電話サービスの提供が計画され,更には加入者系ヘの進出

も発表されている。第2種通信業者の加入に到っては枚

挙にいとまがないという状態である。また企業においては

人・物・金という経営資源に加え,情報資源の重要性ヘの

認識が急激に高まりつつぁる。とれはさまざまな規模にお

ける企業内通信ネットワークの設置ないしは更新という形

で現れてきている。

当社はとれらの状況にヌⅡ占し,お客様の要求にこたえら

れるように各種の情報通信ネットワーク・システム並びに

機器を開発してきた。この成果の一端については昭和61

年10打発行した三斐電機技報"情報通信ネットワーク特集"

で紹介したとおりである。またこの"技術の進歩特集号"

においても今年から"情報通信"を独立した大項倒として

取扱うととにし,本編の編集を行った。ただし,当社が従

来から多くの実績をもつ無線通信及び1栖星通信に関しては

第4篇にまとめてある。

ととろで咋今における情報通信の特長はどらいう"点にあ

るといえるだろうか。とれにはいろいろな断面があるので

適確に全体像をとらえることは困難であるが,ここでは次

の3点を指摘しておきたい。

その第1はディジタル化の進展である。 NTT の全国通

信ネットワークは幹線部分のディジタル化が既K完了し,

今年からはいよいよ加入者系のディジタル化が着手される。

この傾向は前述のとおり他の第1種通信業者についても同

様である。とれに伴って光伝送がますます進展しつつぁり

各種分野に広く応用されてきている。更に昨年CCITTに

おいて ISDN インタフェース規定が抵ぽ定まり端末装置

に関連するインタフェース設計が可能になるとともにLSI

化を図れるようになった。我が国においても NTT が1(1

SDN)インタフェースの採用を表明されその実用化が図ら

れる予定である。とれによりディジタル化は更に適用の域

を広げるととになろう。

その第2はマルチメディア化である。情報通信の歴史は

いうまで、なく音声の伝送・交換を中心に発達してきたが,

近年電算機システム, CAD システムの発達に伴い高速デ

ータ伝送が必須となってきた。また特にテレビ会議,ビデ

オテックスなどに代表されるように画像・1映像情報の伝送

オ珂金く要請されている。

その第3は高付加価値化である。新しい情報通信ネット

ワークは上記のような多様な情報を単に伝送・交換するだ

けでなく,情報の蓄磧・処理・加工を行うととにより利用

者に高い付加価値サービスを提供する方向を目指している。

本編はとれらの特長に対応し中項月を有線・光通信,画

像通信及び情報ネットワーク忙3分類した。本編の代表的

な成果を示す色刷りぺージにはNTTのご指導の下に開発

した"ディジタノレ加入者線多重伝送装置D,テレビ会議な

どに使用する準動画伝送用"画像伝送装置MVC-3000 シ

リーズ",スタンドアロン端末K通信機能をもたせた"ビデ

オテックスグウンロードシステム",パケット網の主要構

成機器のーつである"遠隔通信制御装置"を掲載する。

5.1項有線・光通信忙は光LAN用光送受信機,各種用

途をもつ 10OMbpS クラスの光送受信機,各種の光モジュ

ール類とともに FAX/音声両用 32Kb那 ADPCM など

も紹介する。

5.2項画像通信Kは小形 G4 FAX,色刷り欄忙掲戯し

たMVC-3000 シリーズとともに当社のテレビ会議システ

ムの中核をなす静止画伝送用 MVC-2000 シリーズ,動画

伝送用 MVC-4000 シリーズ,ビデオテックスシステムの

一環として文字入力装置,公衆形端末,家庭用端末を記載

する。

5,3牙t盾報ネットワークにおいてはパケット多重化装置,

プロトコノレ変換装置,ファクスメーノレシステム,中ノト規模

VAN システムソフトウェアなど多彩なネットワーク・シ

ステムを紹介する。
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テイジタル加入者線
多重伝送置(特仕)

日本電信電話昧 NTT 殿では,D70形自動交換機及

ぴ光ファイバの導入に対応して,1NSデイジタルサ

ービスを経済的かつ早期に拡大するため,デイジタル

加入者線多重伝送方式の開発を推進中である。この方

式は,ディジタル多重段接続カミ可能なディジタル加入者

線交換機の実用化,光ファイバ伝送技術,マイクロプロセ

ツサ制御技術などの進展により加入者系ヘの適用力ゞ期

待されているものであり,以下のような特長をもってい

る@2線時分割伝送方式(ヒンポン伝送方式)を用いた

デイジタル加入者線に対する伝送距離制限力ゞ実質上な

くなる。これによりデイジタルカロ入者線交換機の加入者

収容エリアを拡大すること力ゞでき,ディジタルサービス

エリアの早期拡大に資すること力ゞできる。②電話局から

比較的遠い加入者集団に文寸しては,ヒンポン伝送方式

より経済的である。

この装置は,この方式を実現する多重伝送装置で,

NTT殿御指導のもと商用試験用として開発した。装置

には,電話局又はビル,事業所などの加入者宅内に設置

される加入者装置(RT)とD70形自動交換機の加入者

倶1ルこ設置される局装置(CT)がある。加入者装置の収

ビデオテックスクウノロードシス丁ム

最ノ」＼規模のビデオテックスシステムであるスタンドア

ロン端末は,フロッピデイスクによるデータベースを内

蔵しており,単独で情報端末の役害Uを果たす力ゞ,データ

ベースの更新時には,フロッヒデイスクを交換しなけれ

1まならないこのため,スタンドアロン端末力ゞ複数台遠

距離に散在している場合などは,吏新が大変であり,し

かもタイムリー性を欠くことになる。この欠,点を解消し

ナこのカミビデオテックスダウンロードシステムであり,ス

^

多重伝送装」

(局装 X特仕)

容加入者数は,最大60加入システムであり,伝送路とし

ては,6.312MbpS及ぴ1.544MbpSの各種ディジタル伝
送路力ゞイ吏用される。まナこ,伝送路の空チャ才Uレを不11用し

てディジタル専用線などを収容することもできる

;辺1

.

ダウンロ'1モ'ジ亙^1

且Ⅷ.

.

加入者装」

(局設置タイフ)(特仕)

^

ダウンロードシステム

公回

5

々昇冊

情報通信

情報入力装

ダウンロード機能付きスタンドアロン端末

^

^

、ーー「

タウン

ロート

センター

システムキ成図

タンドアロン端末に通イ言機能を持たせ公衆電話回線で

ダウンロードセンターに接続し,データベース更新をオ

ンラインでテ丁えるように構成したものである。このシス

テムの特長は設置場所弌0目白勺に応じた情報提供力訴丁え,

しかも設置したスタンドアロン端末ことに情報内容を

変えるなど,多彩できめ細力けよ情報サービスを展開で

きることにある。ダウンロードセンターは,パソコンと

モデム電苫舌により構成し,スタンドアロン端末の電言舌番

号を登録すれしよデータの送イ言並ぴに画面検索状i兄デー

夕の収集を自動的に実行するナこめ,運用力ゞ容易でラン

ニングコストも少なく,効果白勺なプライベートビデヨ・テ

ツクスシステムをキ避築すること力ゞできる。
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~ビンス

画像伝送装置MVC 3000シリース

画像の高能率符号化方式として,当社が開発したダイ

ナミック多段ベクトル量子化技術を用しサこ新世代の画像

伝送装置(ビデオコーデック)MVC-3000シリーズを製

品化した。この装置は,1SDN網ヘの対応が可台居であり

コンパクトタイプであるナこめ,テレビ会議をはじめ種々

の用途に使用できる。主な特長を以下に木す。

(1)柔車欠性/経済性:パ才Uレ操作により,56 64KbpSか

ら384KbpSまで64KbpSことに伝送速度を設定できる。

(2)禾1」便,性:16Kbps,32KbpSの音声多重ができ,ファ
クシミリなどを接続するためのデータポートをユーザー

に開方艾している。動面モードとして,キ票準,シネスコ,テ

レホンの3種類を持ち,目白勺に応じて使い分け力ゞできる。

資半斗を写すための局精細静止画システムをオプシヨンと

して付加できる。

(3)国際・性: MVC-3000シリーズは, NTSC (日,米,カロ)

方式とPAL(西欧,豪)方式の装置を自動変換接続でき,

国際間のテレビ会議を可能としている。

(4)操作,性/保守'性:オペレータは,パ才Uレスィッチによ

り回線速度切換,画像モード選択,データポート速度設

定カミできる。また,診断のための各ポイントでのループ

ノ丈ツク指定カミでき,保守,性に優れている。

MVC 3000の外観

遠隔通信制御置

企業内.膚報通信システムを構築するための広才ーソ

トワークとして,任意の言十算機,端末木目互間のデータ通

信を高信頼度,高効率で行う広域パケット網が注目され

ている。この広域パケット網の主要構成装置のつであ

る遠隔通イ言制御装置(RCP)を開発した。広域パケット

網におけるRCPの位置付けを図に示す。

RCPの主な機能は,次のとおりである0

(1).広域パケット網側

国際的な標準通信規系勺であるX.25パケットインタ

フェースを採用している。

2.端末回線倶"

(a)ヲEパケット形態端末(NPT)に対してノぐケット組

立・分解機能を提供するPAD機能

(b)ヲ仁ノミケット形態端末(NPT)及ぴパケット形態端

末(PT)の複数の端末を集線して,1本の物理回線に

論理多重し,回線の利用効率を向上させる集線・多

重機能

(C)RCPに接続されナこ計算機及ぴ端末間などの相互

交換を〒テう口ーカル交換機能

今後,パケット交換網の利用拡大に伴い,RCPの適用

が進むものと期待される。

キーパット

カメラ

モニタ

マイウ

スピーカー

システムコント0^

〒ータ
ターミナ

痩号化

青声
符号化 復

亨ータポート

^^

MVC・3000の構図

伝量制御郁

鮎 64Kbps
1詑κbp$
1就KbP3
2郭Kbp$
3知Kbp$
3桝KbP3

振準インタフェース

X21 V35 RS4約

'^^^

オプション
DSU G703

ホスト計 機
通信制御装置

遠隔通信制御装置(RCP)

X25

広城パケット網
.<8

僧謡。)、

X.25

X25

RCP

* MIND-P

DDX P

RCP: Remote communlcatlon processor

＼

当社広域パケット網
NTTパケット網
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5.1 有線・光通信

. CSMA/CD バス形光LAN 光伝送機器

オフィスオートメーシ.ン(OA)忙最適な CSMA/CD アクセス制御によ

るハ'ス形光 LAN用光伝送機器と Lて,光トランシーハ及び光りピータ

を日本電信電話(株"殴と共同開発した。光トランシーハ'は,33 ボートス

ターカづラを中心にして半径50om 以内Kおいて通信が可能である。

更に光りビータを用いることにより,最大ノード数1,056,最大ノード

問Ξ厩靴 3km のネヅトワークに拡張することができる。

光トランシーバは,1EEE 8023 に準拠したインタフェースを備え,伝

送速度 10NlbpS にて各種 OA端末を接絖できる。光トランシーバ,光

リビータは, LS1化された高感度衝突検出回路を備え,小形で効率の

良い光伝送を実現している。

.125MbpS 光送受信器

複数のハ'ス形LAN 同志の通信を突現するためのりング形光伝送

システ△に供する,轟1速ディジタル光トランシーバ(125Mbps)を開発し

た。発光索子(Cは 0.85μm帯のレーザダイオード(LD)を用込ており,

平均光出力は一9dBm である。受光素子にはフォトダイオード(PD)を

使用し,受光電力範囲(平均値)-29~-9dBm,ダイナミ,,クレンジ 20

dB以上の良好な特性を得た。ノード問伝送距離は最大 11如(バイパス

数は最大1/ード)を突現することが可能になった。

なお,との光トランシーバは FDD I(FibeT DistTibuted Data lnteT・

f雛e)の電気信号インタフェース忙準拠しており,入出力忙差動ECL

を用いている。

.80MbpS 光送受信器

帯域圧縮されたディジタルデータ忙より,動画を伝送する手イスづレイシ

ステムに供する80Mb那ディジタル光送受信器及び光中継器を突用化

した。発光累子には 10ボートの出力をもつ多端子レーザダイオード(U))

モジュールを使用し,平均光出力一23dBm 以上を得ている。ボート冏

の光出力変亘勿は,電源変動(士5%)温度変動(0~5σC)込みで2

dBP-P 以下である。受光素子(Cはフォ"イオード(PD)を用いており,

最小受光レベル(平均値)-35dBm 以下(符号誤り率四'=1×10-"

以下)という高感度な特性を笑現した。

この光送受信器及び光中継器は,同一の画像テータ及び文字データ

を多数の端末に伝送する仟司報システ△」に非常に肩効である。

{
、、

も'今

、

CSMA/CD バス形光LAN光トランシーバ

.、,,
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.波長多重光送受信器モジュール

高性能な光伝送系を簡易に提供する光送受信器のモジュールを開発

した。このモジュールは 1本の光ファイバで双方向波長多重伝送を行う。

伝送波長 1.2μm と 1.3μm のレーザダイ才ード(LD)とアバランシェフ才トダ

イオード(APD)の組合せにより,伝送速度 6.312M、那の CM1符号

信号の波長多重双方向伝送時忙,送受信間許容損失如dB以上を保

証している。このモジュールは各種伝送装羅ヘの実装性を老慮し,小

形フラ,,トパヅケーづ LS1 とチッづ部品の面実装方式の採用{てより,厚さ

8.9mm を実現している。このシリーズ忙は,発光ダイオード(LED)と

APD の糸且合せもある。

亀

125MbpS 光送受信器

情報通信
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ι

80MbpS 光送受信器
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.シングノレモードファイバ用合分波モジュール

シンづルモードファイバを用いた双力向波1ι多重伝送用モづユールを開発

した。このモづユールは,波長多重伝送に必要不可欠な発光・受光素

子と合分波器とを一体化しシングルモーFフ戸fバと結合させたもので,

従来発光受光モジュールと合分波器とくι判々に描成されてぃた光学系

を共用化し大幅な小形化を実現した。また,波長多重伝送忙不可欠

なすべてのづで部品を,各々の波長特村持,整合させた状態でモジュール

化しているので,とのモジュールをその主ま対向で用いるだけで,高

品質な波長多重伝送が実現できる。なお,仙用波長は 1.2川n(又は

1.55μm)と 1.3μm であり,発光黙 f1こは,当キに製の高性能 BC

(Buried ctescenり形レーザダイオードを川いてV、る。

.1.55μm DIP 形 LD モジュール

長E扉雅公衆炉峠泉用光通信システム忙仙JⅡtる光源として,1.55μm

DIP(Dual-1n-Line pac]仏ge)形 LD モづ]ールを突用イヒした。

このモづユールは,発光波長が 1.55μm のレーザーダイオード,シングルモ

ードファイバ(SMF),レンズ,電子冷却永f及び温度感知用サーミスタを

ハーメチ,ワクシールされた小形の DIP 形パ,,ケージに内蔵し, SMF に 1

mW以上のツ6信号を伝送する。また確f冷郊素子に流す電流を制御

するととにより,バ,,ケージ温度一30~十'沙C 忙おいてレーザの温度

を 25゜C に保つことができる。 1.55μm では SMF の伝送損失が最

小となるので,とのモづユールは長距部光通信システムの光源として最

適である。

. FAX/音声両用 32Kbps ADPCM
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ワアクシミリ・音声両用の 32Kbps ADPCM (適応差分パルス令f号変

朋)のアルゴリズ△を開発し,1チ,づの上SI(脱模哘御 5 万トランジスタ)

で実現するととに成功した。

既{C CCITT で標準化されている音ヲ"jⅡ32Kbps ADPCM のア

ルゴリズムに修正・改良を加えるとと忙よって尖現したとの ADPCM

は,音声イ言号以外に G3ファクシミリ用の 9.6KbpS 高速モデ△信号も

高品質で伝送できる。また,外部からのW換により符号器(送信側D

あるいは復・号器(受信側)上して機能し,μ則/A則Ⅵずれの PCM

信号忙も接続可能である。この開発の成功忙よって音声やファクシミ

りが従来の 64Kb那 PCM の半分の伝送容呈で通信可能となり,i高

速ディづタル多重化装置くMELMUXンなどへの応用も期待できる。
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2波光合分波モジュール

データ

伝送

装置
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.23 ビットバースト誤り訂正符号・復号器
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現在,国鉄では昭利64年度運用開始を目指して,新幹線列車無

帋曳非電話系のディジタル化を計画小である。本器は,との LCX力'式

ディジタル無線回線の伝送品質改善を則内として試作・納入した、の

である。ブj垂て決定に先立って,アナログ゛畔泉機による伝送突験により

山1線の誤り特性の解析を行った。そのネ占宋から本器は,1フレー△当

たり 23ピットまでのパースト誤りを誤正する方式を採用するととと

し,とれをメギットの復号法を用いて災現した。符号には,長さ 255

ビリト,情報言己号数20フビットの BCH符号を用い,これを短縮するこ

とにより所望の回線速度/端末速度比を得た。また,同期獲得時間

を短くする必要から,フレー△伺期ビットとして,64 ビットを割り当て

た。

DIP 形 LD モジュール
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5.2 画像通信

.普及形 G4 ファクシミリ《メルファス FA-DI0》

G4ファクシミリの普及促進を目指L,業界でも最も小形軽呈(重量

10蚫,体積18ので,高画質・高速電送を可能忙した A4版卓上

形 G4 ファクシミリ FA-DI0 を開発した。本機は悦Kb郡までの高

速ディづタル回線に六J応する。標準適用回線は DDX 匝愉東交換網であ

るが, DDXパケ,汁交換網,1SDN 網など各種ディジタル網忙、適用

可能である。密珀イメーづでンリ・感鼎帯ι録方式を採用し, A4原殖を

300 ドヅト/器.4mm の浩升行細焼取り,ヨ酸暴を行い,1ページ約 4秒

の超高速電送を行うことができる。取扱いも簡単であり,コピー・兆

信元印字・通信記録・相手表示などの豊富な機能を備え,市場の期

待にとたえるファクシミリである。

@画像伝送装置 MVC-2000 シリ

カラー静止画テレピ会議用画像伝送饗羅MVC-2000シリーズは,

般専用線 3.4kH.(S)の通信回線を使用できるので,地域的な制限

なく導入でき,運用コストも安く,またパッケージタイづであり,既存

の会議室忙も容易に設羅できる。

特長としては,①映像信号に RGB信牙を用いており,高粘細・

鮮1明なカラー静止曲iが得られる。②ベクトル呈子化力式の画像符号化

{Cより画像データを約 1ル0 に圧罷ルており,伝送時階仂玖豆い。③」"

前に圧縮した画像ブータを,相手の廸i像ファイルに転送・菁枝でき,

会議中はこれらの画像を約10砂で表示できる。④画血上の位置を

ボインタで表示できる。などがあり,円滑な会議進行を図ることがで

きる。

r,r"

^

.画像伝送装置 MVC-4000 シリーズ

カラー動画テレビ会議用画像伝送裴睡のーつとして,特に動きの激

しい向像でも 1.5Mb郡の回線を使川すれぱ,通常のテレビ画像と

同程座の動き追随性を笑現できる画像伝送裴隆MVC一扣00シリーズ

を開発・製品化した。主な特長は次のとおりである。①高能脅酔1ぢ

化技術としてベクトル昂fNヒ技術を採用。②回線速度として 64K、PS,

192Kbps,381Kbps,768Kbps,1,536NlbpS に文1応可能。③各種

山1線インタフェースにヌ寸応可能。@動劇だけでなく,音声,浩Hf断繊師止

画及び相手側カメラのりモート制御用手一夕の伝送も可能。⑤テレビ会

議用としてだけはでなく,無人ダム,河川などの速隔監悦システ△等
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普及形 G4 ファクシミリ《メルファス FA-D I0》

にも1心用可能。

.ビデオテックス文字入力装置V1100

吉画カメラ

キーノ、ノト

ノウス

この裴匙は CAPTAINシステ△用の画像を作成する裴殿で,パソコ

ンくMULΠ 16》を使用し,文字画師及び管即清縦の入力が可能で

ある。上位機種VI000/300 とフロ.吠!ブイスクの完全互煥性があり,

同機にて入力したバターン画の絵に文字を入力するととも手軽κ行

うととができる。

使い方が簡単な上,着色などの編架掛ψFにマウスを使用するため,

索早い作業ができ,またオペレータの疲労低減忙、役立つ。パターン而

との玉ね合わせ編集や文節変換入力など,との種の文字入力裴置と

しては高度な機能をもっている。
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.ビデオテックス公衆形端末VT700 シリーズ

本機は街角やビルのフロアなど人の染まる場所に簡単k設置でき

る公衆形ピデオテ,クス端末で,手軽に利用できるよう次の特長をもっ

て込る。

(1)キャづテン情報センターはもちろん,他のづライベートビデオテックスセ

ンターとも接続可能

(2)オー"イヤルにより,自動的K情傑センターと接続

(3)オートカ介機構忙より,づりント用紙は自耐珀勺に切断

(4)メニューキー忙より,必要な情ゞ製をワンタ,,チで検索

(5)下記の豊富なオづションを準備し,種々の応用に対応可能

ワル牛ーポード,ビルボード機能,電源タイマ,課金用コインタイマ,磁気力ー

ドリーダ

.ビデオテックスターミナル VT220

十ヤづテンカステムの普及は現在のととろ伸び悩んでいるが,その原因

のーつとして利用者端末が高価である上に,情報を引き出すための

操作が煩雑であることが挙げられている。そとで,新たに開発した

ビデオテ,,クスターミナル VT220 では,専用表示LS1の開発,入出力づ口

セッサの採用などを行うととにより,小形化,低コスト化を実現する

ととも忙,ピデオデ,クス情郁センターへの自動接続を可能とした白動発

信機能,情報検索を簡単K,、る短縮画面番号機能などを付加するこ

とにより煩雑な操作を解消した。また, RGB 出力の低か忙ピデオ及

びRF 出力も設け,どんなテレビでもモニタとして使用できるように

した。

5,3 情報ネットワーク

ピデオ〒,クス公衆形端末VT700
シリーズ

. CDT用パケット多重化装置(RCMX)

中部竃力(株)殿では総合パケ介交換網の本格的な運用開始ととも

に,全社的な網拡大計画が進められている。とれまでの本.支店レ

ベルだけでなく,無人の主要電気所忙も CDT用パケ.介多重化装置

(R-CMX)を設置し,回線の効率利用,情報の高信頼度化を促進し

ている。

との装置は網内装置として必要な制御機能やマンマシン機能を維持

しつつ,一般通信機器並みの電源条件,刷囲野μ寛を満足するため,

すべてマイクロづロセッサ化したこと,及び省スペースのため周辺機器を

除き二重系構成で2架(片系1架)忙収容したことが特長である。

き
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づロトコ」レ変換装置

.プロトコル変換装置
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、、」
J J J
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三,"声重'塗/
参、_,三'夕εミ

企業内情報通信システムの高度化に伴゛,異なる通信手順をもっ端

末同志が,相互忙通信できるととが求められてきてぃる。このよう

な要求に対し,種々の通信手順を各端末忙ヌ1応した通信手順に変換

する,づロトコル変換装羅(PCE)を開発した。

PCE は,増設が容易な白げ'イングづ0,,ク描造で,一段当たり最大

24回線収容できる。主な機能として,パケット形態端末と非パケット

形態端末の相互通信が可能なだけでなく,①76年版X.25→80年版

X.25,②標準無手順端末θ郵政省推奨パソコン通信端末,などの異

手順端末問でも相互に通信できる機能を持っている。

'^'ーー

ーー^'

ビデオテックスターミナル VT220 (アダづ夕本体及びキーパッド)

ノ
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. NTT-1NS プロトコル相互接続実験システム

NIT-1NS づロトコル研究会の主催により,昭和61年7児 17日,日

本竃信電話(株)(NTI')電気通信研究所,横須賀研究セ

ンターにて参加9社による電子メール通信カステム相互接続

公開実験が行われた。

との冠子メール通信システ△は,則際確信奄話諮問委員

会(CCITT)が勧告した「メ,ワセージハンドリングシステ△(MH

S)」の通信ブj式に雄拠して設計されており,ヨf業所通信

システム冏の磁子メール通信に要求される機能につぃて詳

飛Ⅱ化が図られている。

当ネ上、,《MELCON170/MX3000ンによる NTf-1

NS 向け MHS笑験システムを昭和61年3月に完成し,

三斐ファクシミリメールシステ△は,交換機又は加入者回線{C接統し,例

えばi高速ディジタル匝味泉を利用した企業内 INS のようなネ,"ワークに

ファクシミリの蓄槌交換サービスを捉供するシステムである。ユーザーはこ

のシステ△をファクシミリ入力衞易化装置などを使用して,音声カイダン

スを伴う弁鄭吏なマンマbンインタフェースで利用することができる。との

システ△は,江隅綿異準に基づいた電子メール(MHS)であり,通常の郵

便と同じょうなイメージでファクシミリによる文i井通信が行えるぱかり

でなく,メール WH目互接統やメディア変煥ができると仏う特長がある。

メディア変換とは,例えぱ文字電文をファクシミリ電文に変換するもの

で,パソコンから入力した確文をファクシミリに出力するといったよう

との公開実験に参画,相互接続に成功した。

窯内

なメディアの複合化ヘの屡開が可能となる。

.三菱中小規模VAN システム(GNN システム)

口冊図冊

PSE

PAD

}JⅡLT1 玲

MHSメールノート

三斐中小劇模VANシステムは,流通菜界における小小卸売業及び

小売業の活性化を図るため,安仙で,自ら容易に構築,運用でき,

情報の戦1略的活用ができるととを旧的に開窕したシステムである。

このシステ△は,データコミュニケーション部分とデータヘース葡"ナの二つか

らなっている。データコミュニケーション部分には日本で初めてオフコン上

に1拐発した卜うンザクシ,ン処理方式によるオンラインパヅケージを採用し,

データベース剖野ナには, N凱くや各種マスコミ,紕嬬志て弊"介されてⅥるフ

アルマ殿が杉条されたヰ・心」ファイルカ式を採用してぃる。

区フニコ区二丁コ

閑ULT1 16

MELCOM70

MX/3000

PAD ハケノト化ノ非ハケノト化釜買

搭内

竃子メール通イ言bステ△構成

DDX

三薹フ

.通信ソフトゥエア開発支援系

他電子メール

迺信ノステム

隅外

クン

」竹大する情蛾通信システムに文1応するため,通信ソフトゥエア開発の

ための体系的な支援系を開発して込る。通信ソフトゥエアの開発フェー

ズ{Cは,サービス定義,づロトコル仕様,ソフトゥエア設訓',ソフトゥエア製造

及びソフトゥエア検証が存在し,それぞれ各フェーズにおいて開発支援

ツールが必要となってくる。第1ステヅづの開発支援系として, CITr

柳」告の仕様言己述言'語である SDL (speci丘Cation and DescTiption

L如gU鴫e)用のグラフィ,"エディタ及び通信ソフトゥエアを開発計算機上

で模擬市t験が可倉Eなづロトコル実装検証用セションシミュレータを開発した。

図は SDLグラフィ,りクェ手イタ 1Cよって作成した表ポ例である。
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6 '情幸艮処理
情報処理産業は,厳しい経済環境の中ではあるが,生産,

販売,サービス,教育など社会のあらゆる分野の情報化を

支えて健全に成長している。1980年代に入り情報化は産業

から社会,個人生活ヘと広がり,従来とは異なった新しい

ズが生まれ,また, VLS1などの新技術はこれまで不;二

可能であった製品を可能としてきて仏る。例えぱ,人問が

持つ認識能力や判断力をコンピュータに代行させるととを

目ざす知識処理や,文字,図形,画像,音声などのメディ

アを扱うマルチメディア処理がある。あるいは,人間と清

報処理機器との接点のマンマシンインタフェースの向上な

ど情報処理の多様な分野で新技術開発が進められているの

で,今日第二次の情報革命が進んでいると言えよう。以下

でとれらの多様な二ーズに向けての当社の研究・開発のー

端を概観する。

知識処理分野では,まず新世代コンピュータ技術開発機

構の前期成果であるパーソナル用推論マシン(PSDを, AI

ワークステーショソとして商品化を行った。 A1は現在研

究開発段階であるが,とのA17ークステーションはESP

(PROLOG の拡張言語)の高速実行と大容量メモリの実

装により,実用レベルでA1処理を可能にしている。現在

A1研究の加1速とエキスパートシステムや自動翻訳の開発

を進めており,その一部を今度紹介するが,今後情報処理

の基本技郁ルしてA畷研究開発を進める計画である。

数年後には,あらゆる情報機器は,相互に容易に通信す

ることが要請されるであろう。当社の汎用計算機から端末

のワークステーションに至るまでの, MELCOM統合OA

アーキテクチ十を確立して,第1ステップとして《入佃L・

COM EX》並びに《MELCOM 80》をホスト機とする統

合OA の展開を進めている。統合化は,マンマシンイン

タフェース,情報機器の処理機能,文字から画像までの各

種メディア,ネットワークの範囲までを含んでいる。マノレ

チワークステーシ"ン《M3300 シリーズ》は,ホストコン

ピュータ上のデータベースからデータを取り出して,ワー

クステーシ,ン側で作成される日本諮文書の中に取り込ん

だり,表形式のデータ加工,編集を行えるようにしている。

三菱電機技報. V01.飢・ NO.1・1987

ユーザーイソタフェースはマウス,アイコン,マノレチウイ

ソドーなどにより視覚的なインタフェースを通して処理が

容易にできる。以上のEDP と OAの統合忙続いて, FA

との統合化が次の課題である。

夕や専用システム分野の機器としてミ二 コンヒュ

UNI×(AT&Tで開発されたオペレーティングシステム)

をべースとしたマノレチメディアエンジニアリングステーシ

ヨン《MEI000 シリーズ》とスーパーミニコンピュータ

《MELCOM70 MX/3000Ⅱ》を開発した。前者は,文書,

図形,画像,音声のマルチメディア処理ができる32 ビッ

トのマイクロプロセッサを使った高い性能と機能をもつワ

ークステーションである。

データベース化とマノレチメディア化の進展に伴い,大容

量化ヘの二ーズが高い。これに応じるために,小形高性能

のライトワンス形光ディスク装置を開発した。特にフロッ

ピディスク装置のサイズで高速のアクセス時間を可能とし

た点が特長である。

CAD分野においては,機械構造系《MELCAD-MD》,

三次元金型CAD/CAM 《MELCAD-SD》に加えて盤

CAD として《MELCAD-ES/DS》を《MELCOM70 MX

シリーズ》上忙構築して,レパートリーの拡大を図った。

また CAD システムの二ーズの多様化に応じるために, 三

次元モデルまでの3モデルをシリーズ化したカラーグラフ

イック装置《M6385》を開発した。

図形・画像処理は,大量のデータの能率的処埋と画像を

理解するという人工知愉Eの一分野という点で,多くの研究

開発課題がある。特定分野向けとしては,電力の配電線路

やプラント系装の分野における図画処理システムや,図面

管理ワークステーションを開発した。更に,一般的な画像

処理の二ーズに応じるために,豊富な基本機能を揃えた三

菱画像処理システム《MELISSA》の開発も行っている。

端末機器としては,高解像度・A3カット紙対応の熱転

写カラープリンタ《G飾の,食品量販店向けの JAN専用

POS システム《T810のなどの開発が特記される。
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A17ークステーション
《MELCOM PSI》

《MELCOM PSDは,通商産業省が推進している第
五世代コンヒュータフ゜ロジェクNこおいて,当社カミ委託を

受け開発しナこパーソナル逐次形推論マシンを製品イヒし

たものである。PS1はAI(人工知能)の研究開発利用に

最も適した本格的A17ークステーションであり,次の

特長を持っている。

(1)世界初の商用Pr010倉マシン。 A1向け言言吾Pr010宮

を最適の環境でハードウェアカミ直接,高速に実行する。

(2)高度の記述能力を持つA1向け言語を提供。pr010宮

にオプジェクト指向を追力口したExtended self-con-

tained pr010宮(略称ESP)により,知識表現能力を拡

充し,かつA1応用システムの生産性を大幅に向上する

ことができる。

(3)効率の良いソフトウェア開発環境。マウスとビットマ

ツプディスプレイ及ぴマルチウインドウによる優れた対

話機能を実現し,エディタ,デバ、ソガ及ぴ日本言吾機能など

豊富なツール,ライプラリを完備している。

以上の特長のほか, PS1上で日英機械翻訳システム

及ぴエキスパートシステム構築ツール(EXTKERNEL)

などを提供し, A17ークステーションとして層の強

化を図った。

三菱マルチワークステー
ション M3300シリース

マノしチワークステーシヨンM3300シリーズは,ホスト

コンピュータと密結合し,シングルユーザー環境,マノしチ

ユーザー環境の下で, OA処理,技術言十算処理,分散処

理に使われるワークステーシヨンとして誕生した。また,

スタントフロンを中心とした利」用形態の場合は,《MUL-

T116シリーズ》の上位機として位置付けられる。そし

てM3300シリーズは,以下の特長を備えている。

(1) CPUには,途0286-8(8MHZ)を採用し高性能化を

図った。主メモリは,1.5Mバイトを標準装備するとともに,

最大6M/くイトまで拡張でき,最大4ジヨブの並行処理カミ

可能である。

(2)ホストコンピュータと回線接続するナこめの各種端末

エミュレータや当社ホストと同車由接続, LAN接続カミ可

能である。まナこ,当社及ぴイ也社機とマイクロメインフレー

ムリンクを実現する統合オフィスシステム《MELLINK》

/WSの禾1」用力ま可能である。

(3)AI MARKΠをはじめとする=菱統合化ソフトウェ

アやMULTIPLANなどのOAソフトウェアを用意した。

(4)本格的定型業務処理ヘ対応できる。優れたジョブ管

理機能や,データ管理機能をもっている。

(5)各種インタフェースをオープンポリシーで第三者ソフ

トゥエアハウス/システムハウスに公開して,各社の有力

ソフトウェアを搭載して顧客の多様な二ーズにこたえて

いく。

A17ークステーション

MELCOM PSI

エキスバートノステム構築
ノール EXTKERNEL

Cコ

EXTKERNEL(略称EXT)は,特定分野のエキス

パート(専F司家)カミ持つ知識をコンピュータ上に移植し,

人間の専門家と同様な種々のコンサルテーシヨンを行う

エキスパートシステムの構築を支援するツールである。

EXTはその使いやすさ,,陛能に大きな特徴を持ってお

リ,三菱A17ークステーシヨン《MELCOM PSD上で

実現されている。EXTは,1F~THEN形ルールと構

^

6 情報処理

三菱マルチワーク
ステーション

M3300シリース
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~ビyクス

造イヒスキーマによる知識表現を持ち,グラフイックスと

マルチウインドウ及ぴ日本ヨ吾表現を駆イ吏したユーザーイ

ンタフェースによる知識入力・検証のサポート機能をも

日英機械翻訳シス丁ム

このシステムは,A17ークステーシヨンである《MEL-

COMPSI》上に構築した日英機械翻訳システムであ

る。開発用の言言吾としてPr010曾を拡張しナこオプジエク

ト指向処理機能を持つESPを採用しているため,シス

テム開発の容易性及ぴ局い機能拡張性をもっており,次

の禾lj,点カミある。

.ESPは自然語の構文解木斤にヲE常に適している。

.ESPの述語言命理処理力ゞ翻訳用辞書の記述に適して

いる。

日本語

20

彼力畑乍日買ったパンは古い

21

総理大臣は国会の解散はしないと述
ベた

22

当ネ士は計算機メーカーである。

ち(図参照),システム構築者にもエンドユーザーにも大変

イ吏いやすいシステムとなっている。

編集領域旧本語英語)

私たちは映画を見て、食事をし大

対話翻訳作業時の画面表示例

^

20

The bread he boU宮ht yesterday is old
21

The prime minister r"entloned that he

Would not dissolve the Diet

22

We are a computer manufacturer

.ESPの推論機能が自然語の意味解析に適してい

る。

したがって,高品質の翻訳システムの実現力ゞ可能であ

る。以下に現在のシステム仕様・特長を示す。

(1)翻訳性能 5,000言吾時間

(2)舌辛書規模基本 50,00促吾

専門 50,00促吾(情報処理分野)

(3)辞書の大部分を主メモリにおき高速の翻訳処理を行

.大規模DBDCヘの対応を可能にした
《MELCOM EXシリーズ》

《MELCOM EXシリーズ》の機能,性能を強化し,増

大する顧客二ーズ,特に規模の大きいデータベース/デ

ータコミュニケーションシステムへの対応を可能としナこ。

EXシリーズの3モデルは,発表当初に比較し主言己億

容量を最大4倍に拡張した。これによりEXシリーズの

最大主言己億容量は64M/くイNこなり,このクラスの言十算

機としては,最大の主言己億容量を提供する。

オペレーティングシステム GOS/VSDO0版は,この大

容量の主記億を有効活用可能とし,他の周辺ソフトウェ

アの'陛能向上と合わせてシステムの応答性能,処理.陛

能を向上しナこ。

方,データベースの大容量化も進めた。大容量磁気

デイスクシステム(1台当たり2.5Gバイト)を接続する高

速の入出カチャ才ソレ(3MBPS)を増強し最大6本とした。

つ0

(4)括翻訳処理をバックグラントで行いながら対話処

理力ゞ可能である。

(5)前編集や後編集のための強力なエデイタを装備して

いる。

(6)パソコンなどで作成した日本語の原文書を入力する

こと力ゞ可能である。

(フ)訳出文書の清書処理カミ可能である。

^

目"

更に,処理規模の増大に対応するナこめ,水平分散シス

テムへのアプローチを展開した。10MbpSの転送速度を

もつバス形LAN《MELNET BI0》を入出カチャ才Uレ

インタフェースで, EXシリーズと接続,そのLANに接

続された言十算機間で分散ファイル転送や分散ファイルア

クセスカゞ高速にできるこれにより,負荷分散や処理の

分散をして,複数のEXシリーズをつのシステムとし

て構築・運用を可能にした。

大容量磁気

ディスクシステム

強化した

EXシリース
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6.1 コンビュータ,/ワークステーション

.三菱統合化ソフトウェアシリーズ

ここ数年でパソコンやワークステーシ,ンの処理能力やメモリ容量は飛躍

的に向上した。当社では,こうしたハードゥエアの進歩を前提に統合

化ソフトゥエアを開発し,三菱統合化ソフトゥエアシリーズとして集大成し

ている。統合化ソフトゥエアは単に複数の機能を組み合わせただけで

なく,総合的な処理能力及びマンマシンインタフェースの向上を目指して

いる。統合化ソフトゥエアであっても,ーつのソフトゥエアで利用者の要

求をすべて満足することは難しい。三菱統合化ソワトゥエアシリーズは図

のように利用形態に応じた統合化ソフトゥエアを提供し,幅広く利用

者の要求にとたえている。統合化ソフトゥエアシリーズは表のとおりであ

る。

.=菱1マルチメテ'イアエンジーアリングステーション MEI000 シリース'

=菱マルチメディアエンリニアリングステーション ME I000 シリーズは,文書,

図形,イメージ,音声などのマルチメ,イア処理のできる高機能・高性能

汎用ワークステーションて、ある。 32ピットマイクロづロセッサを使用L, UNⅨ

SYSTEM V をオペレーティングシステムとして採用してφる。大容量ディ

スク, LAN による分散システム,20インチの高解像度ビットマリづディスづレ τ二菱 1ンジニアリンク

イによるマルチウィンドゥ機能などにより,科学技術分野の専門家{て生 ワークステーション

産性のよⅥコンビュータ環境を提供する。 GKS をサボートし,ハードゥエ

アによる高速描画機構,高速イメージ処理機構を装備し,イメー剖ーダ

/づりンタサづシステ△も用意しており,グラワイ,,ク処理,イメーリ処理,

文書処理に威力を発抓している。

閉ELCOM EXンリース

MELCOM 80ノリース

イの他ホストコンビュータ

マイクロメインフレームリンクの世界

ホストコンヒュータ

.三菱オフィスコンピュータ《MELCOM 80》応用ソフト開発支援システムーPRODUCE-

PRODUCEは,応用ソフトゥエアの生産性向上,流通促進を図る目

的で,ソフトゥエアライフサイクルの販売・分析・設引'・製造・検査・保守

といったすべての作業工程をコンピュータにより支援するシステムであ

0

゛0北の
.季

AI MARK Ⅱ

ν"徐Ξ砲ψセ

三菱統合化ソフトゥエアシリーズ機能概要

^

^

群

る。

このシステムは,細分化したソフトゥエア情報のデータベース管理を基

本に,佃ルの情報の会話形定義・編集,類似情報の検索・編集Kよ

る蓄積と,各作業土程で必要とする各種ドキュメント,ソース・づログラム

及びコマンド類の白動生成機能からなっている。

PRODUCEの特長は,各作業工程で選択又は生成された情報を,

その精度を高めながら次の工程へデータベースで継承し,必要忙応じ

て正硫なドキュメント作成を行うので,セールスマン, SE 及びPE のすべ

ら 一

テータヘーユ

ソフトウエア

τIMS他

'

亀

「

巧

1モ合イヒソフトウ里ア

フイクロ〆イノフレームリンク

MELUNK

゛

バ

共合イヒノフトウエア

AI MARKⅡ

岐合イヒグラフソフトウエア

MⅡ1118殉ρh

テーク折合化ソフトウエア

MU貴1 0ヨtヨ Pθrt゛er

三菱統合化ソフトゥエアシリーズの概念図

テーフ転音曝撞ソフトウエア

Multl d ACE

.スーパミニコン《MELCOM 70 MX/300011》

三菱スーパミニコン《MELCOM 70 MX/3000 Ⅱ》は,様々な先端

分野で高度なパフォーマンスを発揮すべくざん新なアーキテクチャのもと

に開発したマシンである。 MXシリーズの特長である,①マルチづロセヅサ,

内蔵形アレーづロセッサなどによる高速演算,システ△構築性。②UNIX

とりアルタイム0S を融合したOS。③ネ.,トワーク処理機能。に加え以下

の性能,機能強化を行った。

①チャネル性能の強化忙よる大容呈,高速ディスク装置(540MB),及

び大容量,高速MT装置(6250BPD の接続。

②三角関数などの関数演算を高速処理する倍精度関数演算機描。

⑧ストリングス処理系命令の高速演算化。

6.情報処理
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.論理形言語PROLOGRのオンライン制御ヘの適用

最近,産業界でも, A1分野での動きが活発忙なってきてぃる。

A1用言語では, PROLOG と LISPがよく知られてぃるが,その処

理系の特質から,論理的な処理を行うづ0づラ△の作成には, PRO、

LOG言語が適している。筆者らは,とれまで鉄鋼づラントのオンライ

ン制御を従来の情報処理用言語であるFORTRANで行ってきた。

との中で,処理内容が論理的には,はっきりして仏るにもかかわら

ず,従来形の言語忙よるとづ口づラムの記述が繁雑になる処理が存在

しているが,とのような処理にはPROLOG言語による記述が適し
ている。

しかし,既存の PROLOG処理系では,単ーユーザーによる A1の

開発言語として使用される忙限られて仏た。そこで,笹者らは

6.2 周辺・端末機器

.13Cmφライトワンス形光ディスク装置

パソコンニーズに対応可能な小形高性能ライトワンス形光ディスク奘置を

開発した。主な特長は次のとおりである。

(1)当社大出力半導体レーザを用゛た小形怪量光~,ド

(2)ユーザー記録容量30OMハ'イト(片面)を司能にした高密度記録
再生技術

(3)新蜆開発の専用IC搭載による奘置の小形化

(4)トラックカウント方式による高速アクセス機能

(5)記録再生制御の高速化によるデータ転送レートの高速化

(6)強力な誤り訂正方式によるビット1ラーレート10-"以下の実現

FORTRAN系との親和性や多重世界実現のための幾っかの改良を

行った処理系(PROLOG-Rコンパイラ)を制御用ミニコン《MELCOM

釦/50の上に開発し,某鉄鋼メーカー厚板精整ライン最適化に適用し,

ソフトゥエアの生産性の大幅な向上の効果を得た。また,新たに開発

した PR0上OG-Rコ;,パイラの特長として,日本語による記述も行え

るため,従来の FORTRAN Kよるづψ'ラムに比ベ見やすくなり,

PROLOG言語の特長として,処理の流れを意識しな仏でづ0づラミ

ングできるため,保守性、大幅に向上した。今後とも,筆者らは,

制御用論理形言語PROLOG-Rを様々な分野のオンライン制御に適用

していく。

.光ディスク装置用高速アクセス機構

データフフィル用の光ディスク装置では,アクセス時問の短縮と奘置の小

形化が重要な課題のーつである。とれらを実現するには,小形で凱

動力が大きく,かっ機械共振周波数の高い光ヘ.";'駆動用アクセス機

構が必要である。当社では,下記の内容により^1折己要求を満たす新

たなアクセス機構を開発し,フロ,引ごディスク奘靴サイズでアクセス時問100

mS の光ディスク装置を実現した。

(1)光ディスク装置に適した,小形かっ偏平なアクセス機堆の杉案。

(2)最小形状のりニアモータを設計する最適設計づ0グラムの開発。

(3)上記づログラムと有限要素法による振動解析とを組み合わせる

ことによる,小形で共振周波数の高φモータの最適設計手法の確立。

.3.5インチフレキシブルディスク装置

_ノーー
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記憶容量 IMハ'イトの 3.5インチフレキシづルディスク装置が普及しっつ

あるが,パソコンなど小形情揮機器の高性能化,小形化に伴い,より

大容量で小形なタイづが市場から要求されて仏る。

MF355B はこの要求にこたえるべく開発された 3.5インチフレ千シづ

ルディスク装置であり,業界標準の3.5インチ高密度媒体を用い,5.25

インチと同等以上の2Mハイトの記憶容呈を、ち,かつ厚さが詑mm

と薄く小形で,しかも待機時50mW と省電力化された,振動・衝

撃などの耐環境性,信頼性K優れたモデルである。

MF355B と同一の機朧の記憶容昂;1.6Mパイトの MF354B,1

Mバイトの MF353B 、開発した。
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ライトワンス形光ディスク装置
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MF355B形フレ牛シづルディスク装置
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.高速・多機能漢字プリンタ M鉛40

M8340は, LEDアレー採用の乾式電子写真方式漢字ナJンタであ

リ,高印字品質(分解能は240ドット/インチ),高速印字(6行/イン

チで最大3,420行/分)及び小形化を実現した。コンeユータヘオンライ

ン接続L,オーバレー,コピー,コビー修飾,縦書,外字処理,水平スキッ

づ,サフィヅクス印字などの抵か,オづションユニ四卜の付加により,圧縮

データのイメーリ処理及びづラフコマンドによるグラフ処理などが可能であ

る0 更忙用紙のオートローディング及びスづライbング機構採用,トナーカート

リヅジ化,ユニ汁のコンパクト化などの細かい配慮により,操作性,保

守性,信頼性の向上を図っている。

.熱転写カラーラインプリンタ G650

ライン熱転写カラーナJンタG650 は,新開発の薄膜サーマルヘ.,ドの採

用により, A3 又は Bサイズの用紙及び 1、ランスペアレンシーフィルムに

300×300ドット/インチの高解像度で,鮮明なナJントができる。また

高速ナJントが可能であり, A3サイズのづりントに要する時間は約1

分/枚である。一方,印字精度の向上により色ずれ量を平均0.1mm

以下忙抑えるととができた。操作性の面では,用紙及びインクシート

にカセ,,トプj式を採用し改善を図った。また低騒音化(55dB)も実

現した。インタフェースは 8ビットパラレル(セント0 準拠)を標準としてぃ

るが,ユーザー要求に対応できる柔軟性、備えて仏る。

高速・多機能漢字ナJンタMS340
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.スーパーマーケット向け JANPOS 夕ーミナルT8100

T810OPOS システムは,食品量販店用 JAN 専用システムとして,

チェックァウト業務に要求される種々の機能を実現した。主な特長は次

のとおりである。

(1) JAN専用機として PLU/NONPLU制御はもちろんのとと

として,ワレキシづルなインストアマーキングに対応し,ミ,,クスマッチ制御に

おけるまとめ売り,割引,値引きを実施した。また,代表コードの

入力だけでその商品の構成要素忙売上げを配分する機能をもつセ,,

ト商品販売制御など新機能を豊富に実施している。

(2) CPU ICは 8086 系 16 ビット CPU を使用し, POS 問の通信制

一^

熱転写カラーラインづりンタ G650

.Ξ菱ホログラムスキャナ(R612)

スーパーマーケヅトなどの Polnt・ofsale システム用として使われる高性

能ホロづラムスキャナを開発した。

特徴

(1)キャッシャーの座操作を可能とした薄形設計^右効厚さ159
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(2)商品検出の突起をなくしたフラ,汁トッづ形^作業性に優れか

つどの方向から、商『゛矧乍が可能

(3)ホログラ△ディスク採用による三菱独自の 3方向 12 本走査パターン

による広い読取り空間

(4)チヅづ化多層基板採用による高信頼設計,低価格,小形,輕

6.情報処理

丁モJ3
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御はルーづブj式を採用し,マスタ/サづマスタターミナルによるパ,ワクァ,ワづ

(二重化制御)をサ引冠した。また,上位ホストとはBSC手順にて通

信し,従来機とのデータ処理の思想を統一した。

(3)構造上はレジ周辺の省スペース化を突施するため,モジュラー枇

造とした。ユニ,トごとに分籬するととによりレイアウト変更がワレ牛シ

づルになり,また二人制システムへの変更も容易となった。

以上のように, T8100 システムは,ソフトゥエア,ハードゥエア,拙造上で

その機能の充突を図ったシステムである。
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示,静かな動作音,低消費電力,シンづルメンテナンス

(5)レーザ安全規淮に合致
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6.3 図形・画像処理システム

.《MELCAD・ES/Dsmk11》盤用 CAD システム

《MELCAD-ES/DsmkⅡ》盤用 CADシステムは,機械メーカー,

盤メーカーで年々需要が増えている制御盤の設計,製造支援を主目的

としたシステムであり,32 ピ,,トスーパミニコン《入狐LCOM 70 MX シリー

ズ》を核とし,20 インチグラフィックディスづレイ装置,14インチディスづレイ装

置,づロッタ装置,づりンタ装置で構成している。

従来の受配電盤主体の《入佃LCAD-ES/DS》(《MELCOM 70シ

リーズ》上で構築)のノウハウの蓄積を生かし,各種機能を見直し,機

能追加,拡張しており,受配電盤は、とより,制御盤の設計,製造

を強力に支援するシステムであり,以下の特長をもってぃる。

. M6385 グラフィックディスプレイ装置

M6385グラフィックディスづレイ装置は, CADシステムの普及,応用分

野の広がりによる,機能向上,性能向上の要求及び二ーズの多様化

にとたえ,三次元モデルまでの 3モデルをシリーズ化開発したカラーグラ

フィ,クス奘置である。 M6385 は以下のよらな特長を持っている。

(1)高速処理性能によるス△ーズな応答性

(2)最新,高度な技術を採用したコンパクト設計

(3)使いやすい日本語処理機能(カナ漢字変換)

(4)グラフィ,クス標準の採用(GKS規格)

(5)光源処理までを含む高度な三次元処理機能

数百ページにわたるシーケンスラダー図の編集が簡単,かつ,高速に

できる。電気回路図設計専用コマンドを豊富忙用意している。製図作

業の大半を占める文字入れが効率よくできる。自動設計が容易に構

築できる自動作図機能を、つている。などの強力な設計支援機能を

もっている。また,《MELSECジトズ》をはじめとする各種づログラ

マづルコント0ーラとのりンク機能, NCタレ,,トパンチづレス用 NCゞータ作成

機能,マークチューづ作成機能,布線表,端子台帳などの組立・配線用

の各種帳票作成機能といった多彩な製造支援機能を、つている。

.配電線路図面自動作図システム

配電線路図面は地形図の上忙電柱・配電線・機器類などの設備図

を記載した図面であり,その手書作成・修正は膨大な作業量となっ

ている。との図面作成・修正を完全忙自動化すべく,配電線路図面

自動作図システムを開発・実用化した。とのシステ△は以下の特長を

備えている。

(1)設備仕様を記述する文字列の記載位置を自動的に決定する画

期的な文字自動配置を行い設備図を図化する。

(2)地形図面をイメーづりーダによりスキャンニング入力する。

(3)入力地形図面の四隅座標を認識し,補正を行って地形図と設

備図とを正確に自動合成する。

、'゛、、

",゛

1/、,゛弐之,'¥キJノミご、、

.系統図面読取り技術

電力会社,化学会社などにおけるづラント計装の分野において,近

年,系統図面をコンソールディスづレイに表示して運転,保守点検や訓練

を行うよう忙なってきた。との際,既に作成された系統図面を計算

機システムに入力するととが必要であるが,との入力をディジタイザな

どの手作業で行うと多大の労力と時問を要する。今回開発した技術

は,既に開発した配電線路図自動作成技術を、とに,既存の系統図

面の読取りを自動化し,入力の手問を軽減しよう巴するものである。

なお既存の図面では,図面中の文字とシンポルや接続線との問に接触,

交さ(叉)があり,必ずし、厳密なルールにのっとって描かれている

、

北海道電力殿納め配電線路図自動作図システム

倫
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とは限らない。また,シンポルは多種多様あり,更に変形されている

ことも多い。したがって,とれらの図面忙対処するため,次の点を

特長とする技術を開発した。

(1)系統図面中の要素の分謝L文字,接続線,シンポル(定型,非

定型)を相互に接触がある状態から分籬する。

(2)シンポル認識,接触と記入誤差忙対し,安定な方式巴する。

この技術によって読み取られた系統図面の内容は,事前に計算機

システムに入力されている各種の系統情報と関連付けられ,操作員に

提供される。
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.図面管理システム

多大な図面を入力,編集,保管,検索,出力する手段として,ワ

ークステーション(WS)スタイル(32 ピット CPU,画像処理専用づロセッサの

導入)の図面管理システムの核である図面管理WSを開発した。従

来のディジタイザによる図面のデータ化(ベクトル)に比ベて,高速で簡

単なイメージスキャナ入力方式(A I~A3)を採用し,専用づロセッサ

による自動認識とマンマシン会話処理の両者を利用するととにより,

正確なベクトルデータ化を実現した。また WSスタイルの採用により,

修正,検証を簡単忙行うことのできるイメージ・ベクトルの重ね合わせ

などの画像ハンドリングを付加するとともに,ネットワークを介して,冬

種サーバの援続と発展を可能としている。

.イメージリーダ/イメージプリンタサブシステム

イメージリーダ/イメージナJンタサづシステムは,当社 EWS (エンジニアリング

ワークステーシ,ン)のイメーづデータの入力及び出力装置として開発したも

のである。リーダは 40odpiの密度で B 4サイズまで読め,読取りデ

ータの切り出し,密度変換,回転,データ圧縮が可能である。ナJンタ

は 30odpiの印字密度でA4, B 4が扱え,袋とじ印刷,差し込み

印刷が可能である。データインタフェースとして CCITr勧告T.73 に準

じた形式をとっており,イメージ,キャラクタ,図形,作表の各データが

混在した文書を取り扱うことができる。とのサづシステムを仙用する

ことにより,技術文書の作成・編集に威力を発揮する。

^

.三菱画像処理システム《MELISSA》

ゞ

計算機を使用したゞイジタル画像処理が脚光を浴びてきた。三菱画

像処理システム《MELISSA》(Natsubishi EI00辻k lmoge sy.ten玲

fo, A血ly.is)は,《MELCOM 70 八IXシリーズ》をホスト剤卸機とし,

画像ディスづレイ装置を DMAチャネル接続するととにより,画像処理

を突現している。ユーザーは,日本語で会話端末に表示されたメニュー

によるオベレーションガイドに沿って6種画像処理を実行できる。

扱ら画像データは,濃淡画像データ,カラー画像データ及び二値画像

データまで広汎であり,りモートセンシング,医用画像,粒子解析など,

応用分野K適合したシステ△に使用できる。このソフトゥエアは画像処

理の基本機能を豊富忙そろえており,ユーザーが新しくづログラムを開

発することなしにデータ処理を尖現できるよう以下の機能を備えて

いる。①画像転送機能,②画像入出力機能(MT, TVカメラその他),

③画像表示制御機能,④画像変換処理機能,⑤画像計測機能,⑥画

'、゛
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偽

'が

iν

^

図面管理ワークステーション

イメーづりーダ/

イメーリづりンタサづbステム

.高精細度医用画像表示システム

コ)'イ壮一.]、^〒

.

ノ

医療情報としてX線写真像は最も重要な情報であるとともに,1

画像当りの情蝋量が多く,今まで以上に高枯細度の画像表示装置が

望まれている。とれに対し,走査線数2,000本で,大画而(26インチ)

の高精細皮白黒CRTディスづレイと,これK画像表示するための大容

量フレー△メモリ(21Mバイト)及びディスづレイコントローラを開発・試作し

た。このシステ△は,国立がんセンターと(財')医療情報システ△開発セ

ンターが中Dとなって進めている「高令者の個人健康情報(P硫S0加1

Health D祉司の活用管理システム開発に関する研究」の中で,阪療

情報の出力装置として開発されたものである。
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像解析機能,⑦二値画像前処理機能,⑧二値画像修正処理機能,⑨

述結成分抽出機能,⑩幾何学特徴抽出機能,⑪二値画像計測結果解

析機能,⑫ユーティ,庁イ機能及び画像データ管理機能からなる。
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7 半導体と電子テン(イス
ハイテク産業の語が生まれて久しいが,常にそのーつの

中心となるのは半導体・電子デバイスで,絶えず生み出さ

れるその新製品によって他産業の製品,技術の進展を支え,

またその進展が半導体・電子デバイスの新製品・新技術を

生み出す温床となる相乗効果を呈している。特にここ数年

顕著なととは,需要側の高度な要求に応ずるための専用化

が進み,このため製品のライフサイクルが短くなり,との

ことがまた新製品,新技術を生む背景となっている。

(1)集積回路

ダイナミック RAM はいよいよ IM ビットの時代に入

リ, CMOS 拙造の4 ビット構成,及び 1 ビット構成が完

成しており,使用方法に応じ機能面では高速ページ,スタ

チックカラム,ニブノレの各モード,実装面では DIP, SOJ

など各種パッケージがあり,需要家の要求に応じ得るよう

になっている。またRAMの専用化が進んでおり画像処理

用のデュアルポート RAMが注目を浴びている。スタチッ

クRAM, EPROMなど他のメモリ分野でも大容量化, tこ1

1司

速化,低消費電力化が進んでおり,この一部として 256K

ビット,アクセスタイムフ0nS のスタチックRAM,512K

ビット EPROM などを紹介する。この他アクセスタイム

25nS のヌタチック RAM 、実現している。

マイクロコンピュータ分野でも専用化の要求が強まって

おり,と丸に応じた映像機器,情報処皿機器用に多種類の8

ビット専用マイクロコソピュータを市場に供している。ま

た家電品用としては, ROM効率の4ビッ、品を実現して

いる。また少量・短痢り甥の需要に応ずるため,マスク ROM

と互換性のある EPROMを内蔵した8 ビットCMOSマイ

クロコンピュータも実現した。

セミカスタム用としては, CMOS ゲートアレイのシリ

ーズは 500~20,000 ゲートと強化され,またチップサイズ

の大きさになることを防ぐための方式も紹介している。

AV機器,情報処理機器等向け専用ICの分野でも,機

器の差別化,高級化のための多数の新製品を生み出してお

リ,特に映像機器のディジタル化など高画質化の迫求,急

成長しているCD分野ヘの対応などが進んでおり,そのー

端を示す。

一方,標準ロジックの分野では機器ヘの実装密度を高め

得るよう高速CMOSロジックなどの小形パッケージ化が

実現し,また芋宙機器用の高信頼度LSTTLが完成してい

る 0

(2)半導体素子

光分野ではCD用, VD用などには0.78μmの低雑音レ

ーザダイオードが,光通信用などとしては波長1.聞μm遮

断周波数2GH乞のレーザダイオードや,受信用に1μm帯

のホトグイオードが開発されている。マイクロ波通信の分

野では通信機の高出力,高効率に応じるため,12Glbで

出力3.5W,効率40%の G.A.FET が実現した。

パワーエレクトロニクス分野ではGT0サイリスタの用

途の拡大に伴う高周波化要求ヘの対応が進んでいる。トラ

ソジスタモジューノレでは VVVF インバータなどのトラン

54 三菱電機技報. V01.61・ NO.1.1987

ジスタ化に応じ 1,20OV40OA級が製品化された抵か, NC

工作機などの高速機器対応とドライブ回路の小形化のため

パワ-MOS FET,パワ- BIMOSFET モジューノレのシ

リーズ化が進んでいる。

(3)電子デバイス

昭利60年発表された 3フインチ超大形カラーブラウゾ苫

はいよいよ本格量産に移り,その真価を発揮している。デ

イスプレイ用としてはフラットスクェア形スクリーンピッ

チ 0.31mm の高解像度管のシリーズ化が進んでおり,こ

れら高解像度管の実現の障害となるシャドウマスクの熱変

形防止技術の開発が進んでいる。

情報・通信分野では高解像度カラーブラウン管を利用し

て解像度640 ドット X480 ラインのグラフィック機能付き

ディスプレイモニタを開発し,パソコンとの組み合わせで

高度なグラフィック機能が実現された。また,低消費電力

形サーマルヘッドはファクシミリの電源部を簡易化し,機

器の小形軽量化に貢献している。

民生用分野ではCD プレーヤの多様化にとたえ車載用,

ポータブル用として薄形品のシリーズ化が進められている。
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CMOS IMヒノト
ダイナミソクRAM

従来のNMOSタイプに対し,一層の特,性向上と機能

拡大を図るため,周辺回路をCMOS化したIMビットダイ

ナミックRAMを開発しナこ。語構成は1入1Ξ毛X1ビット及ぴ

256K語X4ビットの2品種カミある。2層ポリ(ポリSi及ぴ低

抵抗ポリサイド),1層AI,1μ皿NウェルCMOSプロセス技

術と, CMOS周辺回路,ビット線V2VCCプリチャージ方

式,分散酉己置形センス・りストア回路及ぴセルアレー分害」

動作方式などの回路技術の採用により,一層の高速,低

消費電力化を実現し,広い電源動作マージンを1尋た。

メモリセルはNMOSプレーナ形であり,改良LOCOS

技術を採用してメモリセル容量を増大させることにより,

安定動作及ぴ低ソフトエラー率を達成した。機能的には

ノーマルリードライトのほか高速ページモード及ぴスタチ

ツクコラムモードの高速コラムアクセス機能を備え,更に

X1品ではニプルモードが可能であり,これらの各モード

はワイヤボンドによる切換方式を採用している。RASオ

ンリー,ヒドン, CASビフオアRAS リフレッシコカミ可能で

あるほか,×1品ではテスト時間短縮回路を内蔵してい

る。チップサイズは4,73×13,84mm2,ノくツケージは18ピン

(×1)あるいは20ピン(×4 30omⅡプラスチックDIPの

ほか,高密度実装が可能であるSOJ及ぴZIPに収納し

ている。

CMOS256Kヒノト
デュアルボートRAM

半導体メモリの用途多様化に対応するため,画像処理

分野に焦,点を当てたデュアルポートRAM(M5M4C264

を開発した。

M5M4C264は64K語X4ビット構成のランダムアクセ

スメモリ(RAM)ポートと256語X4ビット構成のシリアル

アクセスメモリ(SAM)ポートを備えている。RAM部と

SAM部は1,024ビット幅の双方向内部ノ丈スで接続され

ており,両者閻でデータ転送を行う場合を除き,互いに

非同期で動作させることカミ可能である。このナこめ,グラ

フィ、ソクディスプレイ装置の画像メモリにM5M4C264を

使用すれぱ,表木用画像データをSAMポートから連続

して読み出す作業と,新たな画像データをRAMポート

から書き込む作業とが並行して実行可能であり,従来の

RAMを使用した場合に比ベて画像データ処理効率カヌ

向上し,かつ,システムのタイミング設計が簡素化される0

更に,M5M4C264はRAM部からSAM部ヘのデータ転

送期間中にも途切れなくSAM部からデータを読み出す

ことが可能なりアルタイムデータ転送機能や,RAMポー

トへの書き込み時に4ビット中の任意のビットの書き込み

を禁止するライトパービット機能など,画像処理に適し

た機能を備えている。

1.5μmcMOSプロセスを採用して高速化,低消費電

カイヒを実現した。ノやソケージは24ヒン40omi1プラスチッ

クDIPと24ピンZIPの2タイプカミある。

^ M5M4C264

ー'1.一凹'

7

L

半導体と電子デパイス

CMOS IMビットタイナミックRAM
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CDフレーヤー用第2世代LSI

CDプレーヤー市場の急速な拡大に対し,高性能イヒ,

省部品化,ノ」＼形化,省電力化を目的として3個のCDプレ

ーヤー用LSI(M51563P, M51564P, M50421P)の開

発に成功した。このLS1の特長は次のとおりである。

(1)透明モールド技術の適用により,微弓弓電流を扱う光

検知器とプリアンプを1チップイヒし,耐外来雑音特,性の

向上と省音B品化を図っナこ。(M51563P)

(2)UP/Down両方向オートフォーカスサーチ回路による

機能UPと,アクチユエータプリドライバ内蔵による外付

部品の取り込み。(M51564P)

(3)シリアルインタフェース回路内蔵によりマイコン負荷

を軽減しナこ。(M51564P, M50421P)

(4)無凋整VCO,ディジタルCLV回路,デイジタルフィル

夕内蔵による高.性能イヒと, VC0取り込み,ローパスフィ

ルタ簡易化による省音Π品化を図っナこ。(M50421P)

(5)0.8mmリードヒッチ超ノ」＼形フラットパッケージ採用によ

るノ」＼形化と,士5V2電源システムで370mw,+5V1電源

システムで230mWという省電力化を実現した。

以上3LS1のブロック図を図に,適用技術概要を表に

刀丈す0

CDフレーヤーシステム

グラフィノク機能付きディスフレイモニタ

C010r Graphic contr011er GX/640と高解像度力
ラーモニタから成るグラフィック機能付きデイスフレイ

モニタを開発・製品化しナこ。パソコンとGX/640を接続

しグラフィックコマンドを与えることにより, GX/640

はグラフイック図形の1苗画を1ラいカラーモニタに表示す

る。この製品は昨今急速にパーソナルイヒカミ進みつつある

CAEやビジネスグラフィックスの分野に対応したもの

で,グラフイックチ苗画に関する負担からパソコンを解放

するとともに,安価に高度なグラフィック機能を提供す

る。

GX/640のグラフィック機能は以下のとおbであり,

コマント斗杉式はIBM PCの最局級グラフイ、ソクボートア

GC (professional Graphics contr011er)に文寸して
上位互換,性を持っている。

解像度:640ドットX480ライン

表木色:4,096色中256色の選択使用

チ苗画機能:一次兀(ワイヤフレーム)〔多角形,直線,,点)

次兀〔ナ己円,扇形,円弧,多角形,方形,直

線,など

0

図国
M51^

M51島'P

適用技術概要

国国国一
Lト・(謂肌)'

斜KDR貞M

畳ピッウア

定格電源電圧

M^21P

ノ、ツウ'^ジ

リードピッチ

ウェーハプロセス

5V
力

5V

*M51563Pの 5V 1電源版は、

M51563P M51564P

5V* 5V or+5V

36ピンフラット24ピンフラット

ノ、ツウ'^^透明モールド

0.8所"0.8"柚

BIP+12 LBIP

140mw 140mw

70mw70mw

簡単なマスク変更による開発を計画中

一菱電機技報・ V01.61・ NO.1・ 1987

M50421P

+5V

72ピンクワッド

フラットパッケージ
0.8冊"

CMOS

90mw

90mw

ケラフィック機能付きディスフレイモニタ

ULT116(左)との接続例

文字〔サイズ,1苗画方向及ぴ線幅力ゞ可変〕

イメージ〔ドット単位の書き込みカミ可能〕

カラーモニタは水平周波数30.5k11Zノンインタレー

スの高解像度タイプ(14~16')で,設置角度が調整でき

るモニタスタンド内にGX/640力訓又納されて体となっ

ている。まナこ, GX/640自体は37"などの大形ディスプレ

イモニタとも接続可能である。

Ⅲ則

シ
イ
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フ.1 集積回路

@ 256K ビットスタティック RAM

ナ」ンタやパソコンなどのOA機器忙使用されるスタティ,,クRAM で

は, OA機器の高性能化・コンパクト化のため,より大容量で低消費

電力の製品の要求が増大して゛る。当社では,アクセスタイ△が100那,

120 旦S,]50nS の 256 K ビ、りトスタティックRAM . M5M5256P 及びょ

り高速(70ns・85nりの N15 M5256 AP を開発した。パッケージに

は DIP と SOP の 2タイづがある。大容量化のため 1.3μmづロセスを

採用し,低消費電力化のため内部同期回路・セルアレー分割方式.オ、

トパワーダウン回路及び当村j虫自のトライレベルワード線駆動方式を採用し

ている。また,種々の工夫により,25゜C て・1μA (TypicaD のスタン

ドパイ電流が笑現でき,電池による手一夕の長期バックァッづを可能に

した。

.高速六容量512K ビットEPROM

M5L27512K は,電気的に書き込みができ,紫外線照身1により

消去可能な 512 K ビット(524,288 ビヅ 1、,65,536 語X 8 eツト) EPROM

である。 M5 L 27512K は,64 K,128K,256 K ピ,ワトEPROM 巴

市tみ川し畔のビン五換性があり,アクセスタイムも 170ns,20o ns,250

那の 3機斬があり,マイク0コンeユータシステ△などの機能を更忙向上さ

せろととが可能である。書き込みは高速書き込み方式を採用し,電

源は V卯= 6V,0皿Vノチ=12.5V が必要である。読出し時は V卯

5 V 単一1謙原で動{乍する。デザ'インルールは 1.8μm,チヅづサイズは 4.6

X7.48 mm'で,パ,,ケージは 28 eン標準 DIP である。

コンソ^Jレノ、才,レ

@ EPROM 内蔵形CMOS8 ビットワンチップマイコン

ワンチッづマイコンの用途が広がるにつれ,従来のマスクROM形ワンチッ

づマイコンではヌJ応がむずかしい少呈多品種生産,短納期生産という

ニーズが強くなってきて込る。当社はとれ忙こたえるため CMOS

8ピ,,トマイコン《MELPS 7如シリーズ》で初の EPROM 内蔵形2機種

(M50746E, M50747E)を開発した。両機種とも EPROM を内蔵

していることを除けば,外形,機能共マスクRON1形とコンパチづルで

ある。 M50746E は ROM容量6Kバイト, A-D変換, D-A変換機

能をもち,民生・家電製遍.の制御用に適している。 M50747E は

容量8Kバイト,命令突行時問 1μSでUART機能をもち, OA機器

制御用に適して仏る。内蔵EPROMヘの書き込みは 64ピンから 28

@ニューメディア対応ワンチップ8 ビットマイコン

三菱オリジナルCMOS 8ピ四トワンチッづマイコン《MELPS 740シ

リーズ》のCPUコアを用い, PLL 内蔵による周波数シンセサイザ

力式同調隣能と UART忙代衷される通信機能を、つたカスタ

ム指1司の ASICマイコンを開発した。

とのマイコンは,多呈の通信データと映像あるいは音声信号

が高周波搬送波に変調された上で転送されるようなシステムの,

受信端末コントローラのワンチ,づ化を目指したものである。

CATV, DBS, TVRO,ホームバスコントローラなどのニューメ手

イア,ホームオートメーション分野ヘの応用に最適である。

'

'"辧を向,¥牡.ー,抽似"^詑゛-6り゛一註.畢島.、

M5M5256P

;子./T 、r -;「、ーート、

ノモコン入力

57

14咲、゛加,ー.ー、'ま'.ーー!き'゛,蛙漁゛
'註例,立Y-ー゛=^ー^..,,^^^

M5 L27512K

=*"冊轟尊

¥'.を"イ゛ー

ビンへの変換アダづ夕を用いるととにより, H"坂の EPROMライタで

可能である。

チヅづの手ザインルールは 2μmルールを採用しており, EPROMセンス

アンづを工夫することにより,消喪電流についてもマスクROM形と

同等の値となっている。パッケージ{Cついては,両機種と、づラスチ,,ク

モールドDIP のワンタイ△形と,繰り返し霄き込み・消去が可能な窓付

きセラミヅク版を用意して込る。ワンタイ△形の信頼性はマスクROM形

と同等のレベルであり,内蔵EPROM の保持特性も当社の 27C128

と同等である。当社は今後更忙EPROM内蔵形のシリーズ化を図る

予定である。

'一

^'キ

/J 、

ン
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半導体と電子デバイス

ニューメディア対応ASICマイコン応用システ△例

气寸サー
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アク〒"フサJルタ
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こユーメティアだ亡AS!Cマイコノ

〒イノクルテーク

MELPS740ノノース
CPUコア

PLL ROM

通語1謎址部 RAM
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.液晶制御回路内蔵8ビットワンチップマイコン

M50930/931-X X XFP は,液晶制御回路を内蔵した《MELPS

740 シリーズ》の 8 ビットワンチッづマイコンて、, SCM0 シリコンゲートづロセスを

採用し,80ピンづラスチックフラットパヅケージに納められてぃる。とのマイ

コンは8ビヅト機の高畿能,高速処理を損なうととなく,超低消費電

力表示素子である液晶を備える機器を制御するための低消費電力化

を実現した。低消費電力化は, STOP動作, WAIT動作,低電源

電圧(2.7V三V卯竺5.5V,但しクロック周波数 IMH.時)及びクロ

リク周波数の切換により行い,タイマ用クロ,,ク周波数が 32kH.の場

合 0.2mw (VCC= 5V,動咋時,標準)である。 M50930-X X XFP

.4 ビット CMOS マイコンフ20 シリ

4ピリトCMOSマイコンフ20シリーズは,民生用機器の中で,電子レン

ジ,洗濯機, CDづレーヤーなどの中規模システム以下のコントロー3 忙開

発焦点をあて,コストパフォーマンスを追求したマイコンである。アーキテク

チャ上の最大の特長は,づDグラ△メモリを 17ード9ビット構成としたと

とである。とのため,全命令の 90%以上が1語命令であり, ROM

720シリーズ製品一覧(開発完了分)

は RAM128語. ROM4K語 M50931-X XXFP は RAM512語

・ROM4K語であるので,後者は電話機などの大容量RAMを必

要とするシステ△忙最適である。制御可能な液晶は IP ハ'イアス又は

ν3 パイアスの 2,3,4時分割の機能をもち,内蔵ソフトゥエアにより

選択する。また,セグメント出力は最大32本,コモン出力は最大4本

である。他の機能としては,8ビットクロ.,ク祠期形シリアル V0 が 1木

と,発振回路を 2 回路内蔵している。また,づログラ△評価用素子と

してフラットバッケーづタイづの M50931-PGYS 、製吊Hヒしている。

形

M 50720-X X XSP

゛

M 50721-X X XP

名

M 50723-X X XSP

.新世代13μm cMOSゲートアレー

M 50725-X X X SP

M50726-X X XSP

現在, CMOSゲートアレーM60000 及びM60010シリーズを量産中で

あるが,更に高速化, ROM/RAMの高集碩化を図れる1.3μm

CMOSゲートアレーM60020 及びM60030 シリーズを開発した。この力

リーズは最新の 1.3μmルールづロセスを採用しており,500ゲートから 2

万ゲートの幅広い製品系列を誇って込る。

従来,ゲートアレーは内部ゲート領域と配線領域を交亙忙配置した構

造をもっており,配線領域の幅は各マスタのゲート規模に対応して,

必要最小限の配線本数から決定されてきた。との構成では搭載され

る回路のなかで回路づ住"問の配線が非常に少ないものに対しては,

酉蘇鄭頁域の使用効率が惡くなり,ーカ,回路づ口,,クの数の割忙配線

M 50922-X X XSP 2KX9 ぜソト

ROM

2KX9ビソト

IKX9ビット

2KX9ビット

I KX9 ビソト

利用効率が良い。また, LS1同路として,ダイナミ,ク回路を使用し

たことにより,大幅な卜うンジスタ数の削減ができた。今後,応用分

野別に,時計機能, FLDコント0ーラなどの各種周辺回路のオンチ,づ

化と, ROM, RAM容量の拡張を図っていく予定である。

2 K X9 ビット

RAM

]28×4 ビソト

64×4 ビソト

】28×4 Eツト

1110 ポート

64×4 ビット

128×4 ビット

33木

13本

16 木

19 本

31 本

】6 本128×4ビット

.カラー TV用ディジタル信号処理VLSI

付

ンリアル動0

超LS1技術とディづタル画像処理技術双方の進歩を背景に,現行テ

レビの画質改誓を目的とした映像信号処理用ディづタルVLS1をCMOS

としては世界で初めて実現した。このVLS1は当社独自の方式であ

る画像内容適応形YC分都,輪郭補償ディジタルフィルタを採用した。

この VLS1は大別して 2Hラインメモリと論理処理回路とから構成

されており,テレピ映像の高速りアルタイ△処理を可能にするため,ラ

インメモリでは並万嘔E動方式を導入し,論理処理回路にはパイづライン処

理を徹底した。およそ認,000素子が集積されているにもかかわらず,

微細化CMOS側翁告により低消費電力性能(450mw)とチガ面殖

の最小化(52mm.)を達成した。

LCD ドライノぐ一 AID

加

AID,シリアル110,イγブットキ十プチ十

AID,シリアノレ 110,インプットキ十ブチや

機

LCD ドライバ,シリアル110

能

が多くなる場合は配線不能になり,より大きいゲート数をもつマスタ

に変更する必要があった。

これらの欠点を解消するため, M60030シリーズではチヅづ内部全

体に内部ゲートを敷きつめた方式一当社ではVTM(V紅珀ble T捻'

M部t郎ⅡCe)と呼ぶーを採用した。この方式により配線が少な込づ

ロック例えばROM/RAMなどの回路は従来のような大きな配羅領

域を使用するととなく配置でき,主た,回路づ0ツク数の告氷て配線の

多い場合忙は配線領域を広くとることができる。このように酉蔀泉領

域帳を可変にするととにより,実効1杓な辯俄ゲート数を多くできる

ようになって゛る。

ノ、

42ビソシュリンクDIL

ツ

20 ビソ DIL

ケ

64 ビソシュリンク DIL

30 ビソシニリンウ DIL

42 ピソシュリソク DIL

60 ビソ FIAT
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命固定磁気ディスク装置(HDD)用 IC

最近の HDD 市場は,パソコン搭蔵用に,3.5インチをはじめとした

小形HDDが普及しっつぁる。今回,この市場動

向に文J応して,づロヅク図に示す8 品種の小形HDD

用シリーズ1C の開発を完了した。小形HDD に対

応するため,①高周波づ0セスを用゛た ECLロジリ

ク回路とアナログ回路を同ーチ,づに混在させるこ

とによる高性能化,②低゛捌H吸抗のミニフラヅトパヅ

ケージの開発による省スペース化(小形化),③専用

IC のシリーズ化により,従来のディスクリート又は汎

用IC枇成品に比ベて,低消費電力と高信頼性を

得るなどを逹成した。今後は,アクセスサーボコントロー

フ.2 半導体素子

.1.55μm pBC レーザダイオード

長呈廊都1ヅ亡通{言や OTDR (OP6Cal Time Domain ReflectmeteT

光ファイバ障害点検出器)用の光源として 1.弱μm のレーサヲイ

オードの二ーズが高まっている。当社は独自の PBC (P一飢山討・

工ate Buried crescenり右告造による 1.2 μm と 1.3 μm のレーザ

ダイオードを市販しているが,今回新たに 1.55μm のレーザダイオ

ードを開発した。 PBC枇造により横モードの安定化,低しき

い値電流(15mA),高温動作(最高発振温度U5゜C)を可能

としている。また,メサ枇造の採用により浮遊容量の低減を

図り,遮断周波数 2GH.以上という高速応答特性を実現し

ている。 70゜C,5mw,2,000剖H司の寿命試験でも動作電流

0^' R/Wアンフハルスヒークーーー+

一甲4二ー."
1 討'-0→

ル1C の製品化力井切待される。

HDD

ン卜

の顕著な増加は無く,極めて高い信頼性をもっている。

. VD・CDROM用低雑音レーザダイオード

イ

M517]8「P

ML"06 は, VD ・ CDROMなどの再生用光ディスクシステムの光源

として開発した低雑音レーザダイオードである。この光システ△における

冏題点は,レーザダイオードの雑音特性が光eツクァ,,づの光学系の結合効

率忙依存することであった。 ML4406 は,自励発振させることで

戻り光に対する可干渉牲の低減及び縦モードのマjレチ化を実現した結

果,広範囲な戻り光及び温度変化に対して安定かつ良好な雑音特性

をもち,光学系による戻り光雑音の依存性をなくすことができた。

雑音特性は,周波数10MH.,バンド1崎30okH.,光出力4mW にお

いて,戻り光率0~5%でS/N比75dB以上である。図に S/N

比女J戻り光特性を示す。

.気相成長法を用いたプレーナ形lnGaAS ホトダイオード

甫6波長1μm帯の光ファイバ通信用受光索子では,高速・高感度・

信頼度化が強く要詰されている。当社はこれまでメサ形の lnG.A.

ホトダイ才ードを市販してきたが,今回 lnP を窓層としたづレーナ形の

素子を開発し高陛能化を図った。結県,成長法では従来の液相成長法

に代えてハイドライド気+助戊長法を採用して,均一性,再現性を大幅

に改誓した。また,新たなP形拡散技術及び浮遊容量の低減を含め

た衷而保護技術の開発と,電極材料に高融点金属を採用することに

より高信頼度化を図った。これらにより受光径80μmの素子で光電

変換効率85%以上,暗確流50PA以下,チ,づ奔畦0.6PF以下など

の高い性能を突現した。

フ.半導休と電子デハ'イス
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.12GHZ帯高出力・高効率GaAS FET

衛星搭載電力増幅器用として,従来忙比ベ大幅に効率を向上させ

た 12G1し帯高出ブJ・高効率GOASFET . MGFX35M1722を開発
した。

局周波において優れた特性を示t当社独自のフり,ガチガ構造の採

用に力形一分子線1ピタキシー(MBE)技術を用いた均一かっ最適づ口
ファイルウェーハの採用,ゲート長の短縮化,マルチチ,,づ化,内部整合回路

の最適設計などを行うことにより従来から10%以上の効率向上を
実現した。

刷波数帯域11.フ~122GH.における特性は,出力電力3.5W, 電

力羽竹昇6.5dB,電力付加効率卯%である。図に 12.OGH.における

入出力特性を示した。

.新世代GT0 シリーズ(PWM インバータ用 GT0新素子シリ

GT0サイリスタは電鉄用VVVFインパータや, DCチョッパを中心に実

用化が進み,今や電鉄以外の用途にも急速に需要が拡大しっっある。

これに作い,奘置の高性能化を図る上からPWM制御方式の導入

が進展し, GT0サイリスタの高周波化の要求が高まってきた。この

要求にこたえるため,今度,80OV~1.6kv,300~2,00O A で ターン

オフ時冏が 15μSの高周波用 GT0サイリスタ(許容動作刷波数3kH力

シリーズ 5品種,15タイづを開発した。図に新開発素子の陰極パターン

図を示す。との新世代GT0サイリスタシリーズの登場により, PWM制

御のVVVFインバータ装置の高性能化が促進され,更に用途が拡大

する、のと予想される。

.インバータ用大容量パワートランジスタモジュール

二C業用 VVVFインバータ, CVCFインバータやチョ'ワパ装置などのトラ

ンジスタ化が進むに伴って,これらの装置の大容量化、飛躍的に進展

し,大容呈のトランジスタモジュールの要求が高まった。当社はこれらの

要求にとたえ 60OV,50OA/40OA 及びに0OV/1,00OV,40OA

の 1ユニ,,ト入り(順に QM50OHA-H, QM40OHA-H, QM40OHA

-24, QM40O HA-24),及び 1,20OV/1,00O V,20OA の 2 ユニ,ト

入り(QM20ODY-24, QM20ODY-2H)の世界最大容畢でかっ

P訊7M制御に適した高速のトランジスタモジュール 6品種を開発した。こ

れらのモジュールの並列接続忙より,数百kvA に及ぶ大容量インバー

夕が容易に実現できるようになった。なお, QM卯OHA-H と QM

50OHA-H は h1Ξ塗750 と高ゲインでべース回路の小形化とコストダウ

MGFX35N11722 の入
出力特性

V"S=6.5(V)

IDS=10(A)

j= 12.0(GHZ)

P /一

ズ)

0

^ノくτフ

η
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4照亭電電源奘羅(UPS), NC工作機,0ポット,汎用インバータ,溶接

機などの無騒音化,制御の高精度化,ドライづ回路の簡略化.小形化

などの動き忙対応して,当社は 30A/50A,450V/50OV の 2ユ

Ξツト入り高耐圧・大電流パワ-MOS FETモジュール 6品種を開発し

た。これらは,①20~10okH.という高周波でAC 20OVラインに

使用可能,しかも30~50A と大電流,②安全動作領域,短絡而J量

などを大幅忙向上させており,モータのインパータ制御にも応用可能,

③ドライづ回路の小形化と簡素化によるコストダウン,④モづユール形で小

形・嵯量,しかも取扱い容易などの特長を、ち,今後産業用から家

電,自動車に至る応用が期待される。
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フ.3 電子デバイス

.色ずれ防止大形・高性能カラーブラウン管

シャドゥマスクの熱変形による色ずれを抑制した大形・高性能カラーづ

ラウン管を開発した。

シャドゥマスクの熱変形は入射する電子線のエネルギーをマスクが吸収し

昇・温することに起因する。今回,このエネルギー吸収を防止するため

に新しい技術からなる独自の方法を開発した。すなわち,シャドゥマス

ク西忙電子反射膜を設け,入射電子線の大部分を反射させることに

より,その 1ネルギーをシャドゥマスク外ヘ逸散させ,マスクの昇温・熱

変形を防止した。電子反射膜は大きな原子番号の重元索を多量に含

む化合物からなり,スづレイによりマスク上に形成した。組成,製作

命 15形ディスプレイ用カラーブラウン管

カラーディスづレイ用として,画Ⅱ珂の見やすさを重視したフラ,汁スクェア

タイづの]5形高解像度カラーづラウン管を製品化した。

このづラウン管はフラヅトフェース化に伴う色むら,フォーカスの不均一

性,コンバージェンス誤差の増大などの諸問題に六1し,新材料の遵入に

よるシャドゥマスクの熱変形の防止,大口径XF (Ext.nd Field)電子

銃と新朋兆のクロスアーム形高性能編向ヨークなどを採用した。

この製品は,スクリーンピッチ0.31mm のもので,14形の上位機極と

してOA用をはじめ各種の広い用途に迪用できる。

今後の臣捌司として,人岡工学的見地からもフラ,汁化が望まれてお

リ,他のサイズを含めてシリーズ化することを計1画している。

条件は電子線衝撃実験,烹対ヒ学的解析,づラウン管による実用試験な

どの結果を総合的に検討し定めた。

25インチ形カラーづラウン管での試験では,全画面走査中のづラウン管

周辺部で,マスクの変形量はこの技術を適用することにより約半分

に減少し,目視によっても色ずれの発生が明らかに減少したことを

確認できた。このようにこの技術は色ずれ防止に極めて有効であり,

今後の大形づラウン管の高性能化,高繩度化に大きく貢献するものと

期待される。

.コンパクトディスクプレーヤー用光ピックァップ

当社は昭和飢年皮に5機種のコンパクトディスクづレーヤー用光

じツクァッづを商品化し市場に導入した。いずれの機種、肩限

系文J物レンズの採用により光路系の筋略化を区ゆ,それぞれ

の機種を使用目的に応じて最適設計することによりあらゆる

市場二ーズにとたえている。 NILP-4 形はホームユース,ポータづ

ルユースなどに汎j・Ⅱ性をもたせた機種で,厚さ 17,5mm と薄

形化されている。

MLP-5 形は厚さ 28.4mm と超蒋形で使用温皮軍可捌の広

い車減用, MLP-6形はMLP-5形と同一形状で小形ボータづ

ル用である。 MLP-7及び8形は厚さ 39mm のホームユース用

でコスト訴求形である。

.小形・低消費電カサーマルヘッド(N シリーズ)

Nシリーズサーマルヘッドは,小形・嵯量及び岻消喪電力を徹底して追

求したサーマルヘッドである。最大の畔H数1含,サーマルヘッドでは従来当

然と杉えられて゛た平均抵抗値のばらつきを覇規開発の電圧トリミン

グ技術を遵入して・一定にしたこと{Cある。とのためー一般に必要とさ

れて込る個々のへ,,ドに対する電圧調整やパルス幅調整が不要で,使

用者の設計負担を嵯減,、ると同時に,調整が不要になった分だけ電

源の負担も,峰減するととができる。

記録密度は 8 ドット/mm で,記録幅は 56mm,64nuD,95nⅡn,

128mm,144mm,216mm 及び 256mm の 7種類を標準品として

準備した。
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8験艶蹄
システム関連では,インテリジェントビノレに対応すべ

く,ビル管理,情報通信, OAの各主要機能とビル運営管

理サービスを統合一体化したインテリジェントビノレシステ

ム《MIBASS》を開発した。ビル遠隔監視システムでは小

規模ビルをヌ寸象とした《メルセントリーUモデル100》を開

発し,メルセントリーシリーズの整備拡充を図るとともに,

集中監視側として,光ディスク地図表示装置を備えたシス

テムを菱電サービス(株)情報センターに納入した。セキュ

リティシステムでは掌形判別機,磁気力ード,テンキーを

組み合わせた,電算機室から一般オフィスまで適用可能な

入退室管理システム《MELACCESS》を開発し,1号機を

三菱銀行に納入した。自動検針では300項目の管理機能と,

他計算機とのインタフェースを、つ《MICAM・・AM300》

を開発した。映像システムでは,画像ピッチを 15mm と

するととによってきめ細かい表示を可能とした屋内大画面

ディスプレイ《オーロラビジョン・マークⅡ》やセキュリテ

イ分野忙も応用可能な固体撮像素子方式カラーカメラを含

む《カラーメル"ク》及び電話回線,ディジタル回線(DDX

ーの経由で遠隔監視を行うカラー静止画伝送装置《NV

32のを開発した。

昇降機の分野では, VVVF(可変電圧・可変周波数)制

御方式がその省エネルギー,性能向上などの優れた特徴に

より,在来システムK取って代った。すなわち毎分速120

m以上の高速・j超高速エレベーターでは,既にARK森ビ

ル(東京)で世界初の 30om/分の VVVF方式エレベー

ターが稼勧しているのを初めとして,国内及び海外で多数

のエレベーターが稼勧を始めた。毎分速105m以下の中・

低速エレベーターも,特注形の乗用エレベーターを初め規

格形エレベーターも殆どすべてがVVVF方式になり,技

術の革新が進んだ。また,規格形油圧エレベーターでは,

マイクロコソピュータを採用して走行特性,省エネルギー

を著しく向上した電子化油圧エレベーターの生産を開始し

た。

冷凍・空調の分野では,主として天井据付け式のヒート

ポンプからの風の吹き出しに関して研究開発が進んだ。冷

房と暖房とで同じ吹出口を使用し,しかも快適な条件を作

り出すのは困難な課題であった。風速と風向きの制御を,

電動機を使用し吹出口の位置の移動を含めて機械的に行う

方法,ガイドベーンの操作により吹き出す方向を垂直から

水平にまで連続的に変化できる方法など様々な機構が完成

した。また,建築のインテリャとの調和と一体化を図り薄

く平らな形式のデザインを追究した。これらの技術により

快適な空調空間を創出できるものと思う。低騒音ファンを

採用し近隣騒音の低下を図ったもの,室内機と室外機の組

合せが広範囲忙できるものなどパッケージエアコソの開発

が行われた。チラーにあっては,シソグノレスクリュー圧縮

機を搭載した40,50及び60馬力のユニットが完成し効率

の向上ができた。その他,スプリット式クーリングユニッ

ト(4~20馬力)の開発も行われた。

照明の分野では,オフィスビルのインテリジェント化に

適合した照明環境を作りた仏という要求が一層強まってき

ている。とのような背景から①テレビ会議室用②VDT作

業専用室用⑧VDT作業・一般事務作業兼用室用の3タイ

プ計24機種を開発・発売した。また,昨年我が国で初め

て開発に成功した新形ゴンパクト蛍光灯《BB》は,小形で

高効率という特長が認められ,ビル・店舗施設などへの採

用が増えている。とのため今年度は住宅施設なども含めた

幅広い需要にこたえるため,ダウンライト,ブラケットな

どの機種系列拡充を図った。好評の「BB ジラフシリーズ」

コソパクト蛍光灯スタンドの一部忙は高周波点灯形のもの

を採用し,効率を改善すると同時にチラツキ、無くした。

また光源でも蛍光ランプでは三波長形の新しい光色のもの

《ルピカ D》, HID ランプでは高出力・高効率 2kW直管

形メタルハライドランプを開発した。

受変電関連では,静止形スポットネットワーク継竃器を

開発した。との開発忙より,低損失形ネットワーク変圧器

の使用,軽負荷時の差電圧投入が可能となった。また過電

流検出,回生電力検出,電流計測の機能、付加されており,

静止形御j御保護りレーユニット《MULTICAP》シリーズ

の機能充実を実現した。
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切換が進む、新世代エレヘーター

当社カミ世界に先駆けて開発・市場投入しナこVVVF(可

変電圧.可変周波数)制御方式エレベーターは,新世代工

レベーターとして省電力・省電源設備などの特長カヌ顧客

に認められ,急速に従来機種に取って代わりつつある0

高速・超高速域では,昭和61年4月にしゅん工しナこアー

ク森ビル向けに,分速30omの超高速エレベーター4台を

始め分速240m,150mの高速エレベーター各4台を納入

しナこほか,昭和61年9月しゅん工の大阪ヒルトンホテノし伺

けに,メタルトン(酸化発色させナこ銅)で構成した操作盤・

かこ室を持つ豪華意匠のエレベーターを納入するなど,

国内・海外向けに系勺200台を生産した。

方中・低速領域では,規格形が既にVVVF雋11御方

式の新世代エレベーターに全面的に切り換わっており,

特注形も大半が新世代エレベーターに切り換わり,累

言十生産台数は国内・海外向け合わせて糸勺4,000台に達し

ている。

ロータノカセノト形空調機

冷暖房能力3,550~14,oookcal hの天井カセット形ス

リムエアコンの吹出し気流を改善し,冷房時・暖房時と

もに侠適な状態を作る口ータリカセット形《M"SLIM》

を開発した。主な特長は次のとおり。

1

^

ロータリカセット形空調機の透ネ見図

_.^

^

(1)対向する2箇所の吹出し口が円周上を回動する0吹

出し風速の強弓弓調整及ぴ吹き出す方向を水平に文寸して

20~70゜の間で4段階の調整ができ,天井高さ3mの部屋

の室内空気条件を,映適に維持する。まナこ,使用者の好み

によっては,吹出し口を任意の場所で停止させること

も可能である。

(2)RIM成形(硬質ウレタン樹脂の高密度発泡)による

厚さIcmのフラットパネルを使用し,天井との体感を持

ナこせた。パ才Uレの外観とサイズはシリーズの全機種とも

同としたので,複数台設置の場合でも統のとれた

仕上がりとなる。

3)厚さ1.2Cmの中に,運転モード・温度・タイマ・風速・風

向などの操作とディジタル表木の機能をもナこせたりモコ

ンを採用した。(1)のすべての設定操作は,このりモコン

を壁に取付酉Ξ線したうえで行う0

(4)親水性プラスチックエレメントを使用した自然蒸発

式の加湿器と集じん効率90%(比色法)の電気式空気清

浄機を開発し,分・プシヨンで組込み可能とした。これに

より,空調の,侠適'性を吏に高めることカミできるように

なっナこ0
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i
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8.建築関連設備

叉ゞ.

大阪ヒルトンホテル

、魯

一
一

ミ



~ヅス

インテリジェントヒル用照明器具

インテリジェントビル用照明器具として, OA室向けに

2機種と,斜向ルーノく形1機種を製品化した。いずれも40

W蛍光ランフを使用して才δり, OA室用はプラスチック

あるいは金属のパラボリックルーノくによりVDT画面ヘ

の照明器具の映り込みを抑えている。遮光角は35度で,

労働省の指針におけるVDTと目の位置関係から設定し

たものであり,CIE (国際照明委員会)の推奨にも適合

している。

斜向ルーバ形は当社独自の仕様であり,方向にの

み遮光角を45度としたもので,VDTが特定の方向に整

インテリジェントビルシステム《M旧ASSXマイバス)

情報化時代を迎えて建設業界は,斉にインテリジェ

ントビルに耳又り組み始めている当社は数年前からビル

機能のインテリジェント化の研究を行い,総合電機メーカ

ーの特,性をいかしナこインテリジェントビルシステム《MI-

BASS》をいち早く開発した。

《MIBASS》はビル内の情報通信ネットワークを中心

に,ビル管理システム・OAシステムの統合化を図り,更

に運営サービスを体にして,システムとサービスの両

面からインテリジェントビルの実現を目指したものであ

る。

《MIBASS》はビ,ゆ種々の条件に合うように,また,
導入後のシステム拡張ができるようにシステムを3種類

のタイプに分類している。分散形ビル管理システム

IFB4452蛍光灯40W2灯用斜向ルーバ

3FB4792蛍光灯40W2灯用斜向ルーバ

列しナこ音K屋やOA室の壁面照明用である。また,テレビ

会議室にも応用して好評を1具ている。

②FB4772蛍光灯40VV2灯用斜向ルーバ

亀._..^.,',ー,ー、リー^^、^'

^

ノ'ー

,ーーー ^^^

王一

^

@@
囲囲昼る冒^

@@
雪^角皐宣畦匡軍

^

《MELBAS-D》,ディジタル電子交換機《MELSTAR》
により高度なビル管理機能と通信機能を実現するⅡ0形,

OA用電子計算機《MELCOM EXシリーズ》などで共

用OA機能を追加した210形,更に,高速大容量のデー

夕の通信に必、要な口ーカルエリア才ゞツトワーク(LAN

《MELNET R-12, B-10》)を導入し, EDP機能をもサ
ービスできる310形がある。図(a)

図(b)は菱電サービス昧総合生産技術センターに納入

された《MIBASS》の全景写真である。このシステムは

《MIBASS》のサービス技術研究設備として設置したも

のであり,菱電サービスがインテリジェントビルを支える

各機器のメンテナンス及ぴテナントへのコンサルテイン

グなだのサービスカ向上に活用中である。

訪杷設.^股偶 鳳電話
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8.1 エレベーター

.新世代エレベーターの輸出適合化

海外事業を拡大させるためには,輸出忙適した機種が必要である。

これは必ずしもコス"暁争力に限るものではなく,各風の国情や顯

客の二ーズを反映した製品であるととを意味する。

当社は既にVVVF(可変電圧・可変周波数)制御方式を搭識した

新世代 1レベーターを市場に投入し,省エネルギーや省確源設備といっ

た観点から好評を得ているが,このエレベーターを,特に沈砂+市場忙

お込て一層競争力のあるものにするため以下の朋発を行込適用した。

(1) UL而J火基準に適合し得る"熱}膨脹を吸収・抑制する機枇を

.エレベーターの新機能

惰報化技術の進歩に作い,1レベーター忙も多種多様の情都表示機能

が要求される。そのーつは 1レペーターのかご内や乘り場IC ニュース,

催し物案内,時刻,天気などを表示する機能である。との実現のた

め,表ポ奘置として16文字分のドット形蛍光表示管を使用L,その

内容をユーザーが自由に変更できるかご内多目的表示装羅を開発し,

海外を小心に出荷を開始した。もうーつはビルの監視室でエレベータ

の運行状態や緊急時の操作手順などをコンパクトで分かりやすく表

示する機能である。今回,約扣台のエレペーターやエスカレーターを職視

する大蜘模システムをア{ク森白レに納入Lた憾か,8台までの 1レベ

ーターを!詮視するカステムも朋発し川荷した。

ーフロー

追加した乗場の扉装羅"

(2)欧米コンサルタントがテンダースペ,ワクなどで要求する

(田 ASTM材を使用するとともに AWS溶接を実施した安全

機器。

化)而1電圧特性や難燃度を改良し,テスティングラポラトリーの試験基

準を満足する電気機器。

(3)欧米メーカーと同等以上の階間交通時問を実現,・るための"1

レベーターかビの加速度及び扉の開閉速度を蜘加した制御装職"。

.電子化油圧エレベータ

新しい匁Ⅱ名形油圧1レベーターは,優れた運転判消Ξ,高い信頼性,

操作性の向上,機器の小形化をねらった、のである。

今回開発した電子化制御盤,油圧制御弁,油圧パワーユニ汁及び,

かご内意匠品の具体的な内容と特長を以下に示す。

(1)確子化制鶴Ⅱ惟は,マイコンと鵬獣1粘素子などを取り入れ,荊yi"

点数を大幅に削減し,高い信頼性を尖現するとと、に大きさを従来

品の約 IP と小形化した。

(2)新形油圧制倒弁に圧力の掃還補償を飾えたことで,かビ内の

乗客数にかかわらず,上笄'及び、F降疋行特性が安雄し,疋行時問を

短鞘できた。とれにより約30%の省 1ネルギーと,約25%の述転

8.2 冷凍・空調機器

.フルフラットカセット形ファンコイルユニット(フ

最近のビル用空調機は,省スペース性・サービス性などを重視しカセ

ツト形が主流となっているが,室内の上下温度差の低減や,インテリア

かご内多厩的表示装置

との調羽1を挟1つた存在感の少左い空調

機が強く要望されている。今回開発し

たフルフラヅトカセット形ファンコイルユニットは

このような点に着目したものであり,

全く新しい吹出し口形状の採用により,

気流を水平から垂頂方向まで連続的IC

変更可能とし(新快適気流制御方式

"フリーフロー"写エミ参!照),1分月ナ「辱・1唾尻・

時とも室内温度差の少ない快適空測を

可能とするとともIC,天ブ十而パネルの

厚みをわずか5mm として,室内の美

6.建築関連設備

効率向上を逹成した。

(3)マイコンの使用により,かご内照明の自動1肖灯などきめ細かな

述転管理と,異常時に乗客を安全{て救出する低速自動運転などの新

機能を加え,釆客ヘのサーピス向上を図った。

(4)電子化制御盤と小形化した油圧バワーユニ,"との一体化によ

リ,平而スペースを 25%縮小し,機器の掘付け性及び保守性の向上

を図った。

(5)かビ内操作盤を出入ロコーナに斜めに設置L,また,階床表

示をディジタル化して操作性の向上を行った。

ι

之

ノi

観を大きく改諜できるものである。

J・ー

(田水平吹出L流脈の実写(トレーサ法)

^

弓

A一光^

天弁面

胤

ノ

^

化)下吹出し流脈の実写(トレーサ法)
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.棄斤决適空調制御方式"ハーモニックフロー"

天井付近から温風を吹き出す天井設置形空気調和機では,暖気が

上昇して天井近くに滞留L,上下温度差が大きくなる。とれを改善

するとともに,暖房時の快適性を向上することが大きな技術的課題

であった0 今回開発した新快適空調御制方式"ハーモニックフB-"にお

φては,室内環境の快適性向上のため,外気温度の変化や部屋の応

造などに応じて,水平・下方の二方向に吹き分けられるよう忙独特

の工夫をとらした吹出し口構造を採用するとともに,二方向に吹き

出す風量の比率の最適な制御を可能としてφる。とれによって吹出

し気流による暖房時のドラフト感(気流が直接肌に触れたときに感じ

る肌寒さ1淘をなくし,かっ,上下温度差を少なくして快適な室内

の空調環境を実現するととができる。

.空冷ヒートボンプパッケージェアコン PAH-40G.50G 形

空冷式パッケージェアコンは保守管理の容易さから伸長が著しいが,

それ忙伴如低騒音,省エネ,省スペースといった要望も市場から強く

出されるよらになった。との中で、騒音は生活環境忙かかわり要求

度は高い。との低騒音化を笑現するため忙,当社はエクストうフフンの

名で知られている超低騒音ファン(羽根径750mm)を室外ユニ,汁

ιC搭械した新しいタイづの空冷とートポンづパ四ケージ王アコン PAH-WG,

50G形を開発した。とれにより騒音値が 3~4dB低下し, PAH-

40 G 形で 60/64dB(A), PAH-50 G 形で 61/65dB(A)(50/釦

H力となり,業界ト,,づクラスの低騒音機を実現することができた。

.スプリット式産業用パッケージェアコン

小部

今回,多様化する産業用空調市場の二ーズに対応するスづ小,ト式

産業用パッケージェアコン(5~20馬力,42機種)をシリーズ開発した。

このシリーズは室内機と室外機の組合せ対応に柔軟性を持た

せており,主な特長は次のとおりである。

(1)広範囲な室内温度t創川(5~2じC WB)に六打志でき

る。

(2)冬室のりモコンスィ,"チで最大4室まで佃拐Ⅷ訓御が可能

である。

(3)蒸発厩力制御機能や凝縮圧力制御機能をもち,年問

を通じ安定した冷却運転を突現した。

(4)室内機 2タイづ(づレナムとダクト) 8機種,室外機 2夕

イづ(個別捌御と同時制御) 8機種の組合せで,用途に応じ

了叫.J

ー、、,"

、罰"、

'、L、鬼『_

「.具U

~票=、'

゛t゛^

y

'、ミ

吹出しロモ手ル

却
趣"ーーー

.スクリュー式フK冷チリングユニット

"ノ
ノ

効率が良く,耐久性・信頼性に優れたシングルスクリュー圧縮機を搭

戡した産業用チラーCR-KX形シリーズ(40,50,60 馬ナD を開発し

た。主な特長は次のとおりである。

(1)高効率スクリュー圧縮機巴高性能伝熱管を使用した熱交換器を

採用したことにより, COP を 7%向上した。

(2)スクリュー圧縮機は,吸入・吐出弁が不要で,可動部品点数が

少ないことから,而1久性に優れている。

(3)シングルスグたーは,圧縮荷重がバランスしており,邨皮荷重が

小さいので,ツィンスクリューより更忙低振動である。

(4)冷媒液噴射方式の採用忙より,従来の油噴射方式の欠点であ

つた油{て起因するトラづルを仰W肖した。

'^毛.写.,司一..、

た最適な機種が逃定可能である。

PVH-40GK形(PAH-40G室外ユニット)

-1ケー'
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水冷凝縮器
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.スプリット式クーリングユニット

中規模冷凍冷蔵庫の冷却装置として,省エネルギー・省工亊・省ス

ペースを追求した中形スづり.介式クーリングユニ汁(4~20馬プD を開発

した。主な特長を次忙示す。

(1)冷却器ユニ、汁は用途忙応じ,台数・容量の選択を可能とした。

また,内面満付管採用による高効率化(約10%向上),高性能《エ

クストラファン>採用による低騒音化絲勺3dB 低下)を図った。

(2)温度設定・表示,各種省エネルギー捌御,除霜制御,磐傑設定

は,ディづタル表示のマ1コン搭赦電子りモコンにより速踊"剰乍できる。

(3)本体ユニ介は屋外設置形で,市四く込み,上吹出しトッづフロー

とモジュールサイズにより,}血続集中設羅を可能にした。

8.3 照明

.電子安定器搭載《^白ジラフ>学習スタ ンド

コンパクト蛍光灯BB を使ったオリづナル蛍ヅと灯学習スタンド'ぐBB ジラ

フ》の第2弾として,そのざん新なデザインとと、に電子安定器を搭

鞁し不快なランづのチヲワキを回路的に無くし,明るく,しかもΠに

やさしい 27W学習スタンドを朋発・発ずΞした。

搭戯した電子安定器は,負荷而流保・還形1石式トランジスタインバータ

で,特に小形化・低価桃化を図り,スタンドの支柱下部内忙収められ

ている。また,1琶子安定器は妬kH.の袖J水皮忙よりランづ'゛、灯し

てチラッキを無くし,スィッチオン後約1砂で点灯する瞬点性,従来の

チ,ーク形安定器方式に比ベ約20%の省電力効采,更に,50H.・

60H.地区での共用化ができるなどのメ小ワトがイ剖川されている。

^
,、,ー^,温亀マ',,、

1-,.',、.、・..・・'、,,'1 1 '鼻

.Ξ波長域発光形蛍光ランプ《ルピカD》

最近高まる明かりのバーソナル志向忙対応し,従来の《ルビカ1ース>

忙加え,《ルピカ1ース>の特長である明るさと演色性を両立させなが

ら,色温度を 6,70OK に高めた白く新鮮な光色をもつ《ルピカ D>を

製品化,三波長域発光形蛍光ランづの機種充実を図った。

勺レピカ D>は,従来の赤・緑・青の三波長用蛍光体に加えて,希

士類金属付活の青緑色蛍光体(ユーロビウム付活ほう・りん酸スト0ンチ

ウ△>を使用するととによって,明るさ損失の原因となる紫青色波長

域の発光を抑えるとともに,演色性改善に有効な青緑色波長域の発

光を補強,緑味を抑えた天空光のようなすがすがしい自然な色あい

を出す効果を発揮する。平均演色評価数R4は84と高演色性で,

全光束は円形 307,介形で2,070lm昼光色蛍光ランづ比43%向上)

.直管形高効率メタルハライドランプ2kW及び専用投光器

競技場など屋外スボーツ照明分野の高照度化及び大規模化に作い,

照明贄イニシャルコストが高くなる傾向にある。とのイニシャルコストを低

1咸すべく,高列J率かつコンパクトなメタjレハライドランづ 2kW を専用投光

器とともに開発した。

ランづは,発光管内封入添力叫勿としてスカンづウムとナトリウムのハロ

ゲン化物を使用し,その封入比及び発光管形状の最適化により100

ImlW の高効率が得られた。外管径は従来のメタルハライドランづ lkw

の約 213 と細く,コンパクトな寸法形状になっている。

専用投光器は,中・狭配光特性を、つたコンパクトなー・体成形の角

形で,従来の lkW投光器とほぽ同等の重量,容積である。

との結果,従来ランづ IRW使用時忙比較し,ランづ,器具,タワー

6.建築関連設備

(の冷却器ユニ汁

f

化)

(a)学習スタンドく^臼ジラフ)

臺覇珍.式ミ優

二ジ

篭子りモコン

の高効率猶光ランづである。
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(b)電子安定器
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数及び配線工事がほぽ半減でき,大幅なイニシャルコストの低減が可能

となった。

蛍光灯ランづくルピカD》
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8.4 ビル管理システム

.Ξ菱ビル遠隔監視システム《メルセントリー Uモデル 10の

三菱 eル}劃鞆監視システム《メルセントリーシリーズ》はビル内諸設備の監

視.計測・制御を行らピル管理システ△に,斐電サーピス情報センター

と綜合誓備保障ガードセンターでの遠隔監祝機能を卞"川したシステムで

ある。

くメルセントリー U モデル 100》は,既に発売している小燭模白レ向け

のぐメルセントリー S》と大規模ビル向けの《メルセントリー U モ手ル 200/

卯山のホ冏に位隈する巾規模ビル向けのビル速隔監視システムで,

徹底した合理化と標準化を区山,機器を小形化するとともに,テナン

トのかぎ管理や自動検針業務の OA化などのシステムア,,づも容易に

行えるシステム柚成とした。

.菱電サービス(株)向けビル集中遠隔監視システム

菱電サーピス住知では,白レ集中速隔監視システム(《メルセントリー>受

信システム)を当社と協同で開発した。このシステムは,全国 10箇所

忙ある情傑センターで,《メルセントリー>現場からの故障通机などを自

動受信し,画ちに保守員を出動させる機能をもっている。システムの

特長として,①M70シリーズを利用した小規模から大規模に至るー

貴したシステ△継築,②二重系を採用した高信頼N時問運転己ステム

の災現,③光ディスク装置との接続による地図情報などの迅速な表示,

@広域災辨時などの受信パニ"に対する機能限定機能(負禍N系減),

⑤定時発綴職視による予防保守ヘのヌ、j応などがあり,今後も各種機

"帥勾張が計画されて込る。

Ξ菱ビル速隔職視システム
《メルセントリー U モブル 100>

.Ξ菱入退室管理システム《M日ACCESS》

三菱亨形判別機を千ーヨンボーネントとした三菱入退室管理システム

ぐMELACCESS>を開発・製品化した。とのシステムは次の特長をも

ち,重要施設からオフィスまでの管理に適している。

(1)最大2,000人までの個人識別。

(2)テンキー,磁気力ードリーダ,掌形判別機などの端末奘置の組合せ

により,使用場所のセキュリティレベル忙合わせた bステムを柔軟に枇築

,、るととが可能。

(3)アクセスレベル規制,時間帯規制,不正アクセス職視,個人追跡チ

ユック,在室者徹玩忍などの充実したアクセスコントロール機能。

現在,1・号システ△は(株)三斐銀行で越転隊勧巾である。

供1Ⅲ11洲Ⅲ1黙ⅢⅢⅢⅢ11脚ⅢⅢ111

自動通帳注置
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.自動検針装置《MICAM・AM300》

"ニモ回捜

:フ,[!イA系)(8系) 1

自動検針装胤《MICAM-AM300》は,中小規模白レ,染合住宅

(メータ最大300点まで)の検針を行う奘置である。この奘置は端末

カウンタ装殿剣味佳伝送器最大30台),中央装置及び2心の伝送線く

構成している。白動検針装置は,単に検針を行うのみでなく,①使

用量算出,②料金計算,③各テナントごとの料・金集計,④メータ異動

処理,⑤各種管郡台帳出力などの機能を備え,メータの管邸が行える。

また,他の計算機などへの出力も行え,火規模システムへの移行、簡

単に実現できる。

婁王ワ通孤芙買

自耐」検針奘濯《MICAM・AM300》
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命屋内形大画面ディスプレイ《オーロラビジ,ンマークⅡ》

屋内形大画面ディスづレイ《オーロラビョづンマークⅡ》(海外商品名"ダイヤ

モンドビリ,ンマークⅡ")を開発・製品化した。とのディスづレイは,新し

く開発した"フラ,"マトリクス CRT"巴呼ぶ自己発光形素子を多数配

列して表示するので,①きめが細かく(画素ビッチ 15mm),②明る

゛(1β00ニット以上)カラー映像を映し出すととができる。スクリーンサ

イズは 3.84mX2.88m である。スクリーン本体は組立てに工夫をし,

③転1量(1.3 トン),④薄形(25 aれ)を実現している。これにより体

育館・コンベンシ,ンセンターなどの屋内で天井つ(吊)り下げ形・嘩掛け

形として用いることが可能になった。

@カラー映像監視システム(カラーメルック)

カラーメル,,クは,冏体カラーカメラ,コントローラ,14形カラーモニタテレビで

椛成された経済的なカラー映像監視システ△で,1台のコントローラに

カメラを 4台まで接続できる。従来のモノク0メルックのカラー化のみで

なく,固休撮像素子の採則,コントローラの従属接続によるカメラ増設

機能など保守性や機能の向上を図り,より使いやすいbステ△として

いる。

カメラとコントローラ朋は同側1ケーづル 1本のみで接続でき,据付け工

事を奔易にLている。コントローうは,カメラの手動選択,均動選択及

びセンサ入力による選択が可能であり, VTR や各種センサと接続,、

ることにより,高いセキュリティシステ△を構築できる。

唖゛

'.^

@カラー静止画伝送システム

このシステムは,電話回線又は DDX-C のゞイジタル回線を使用し

て,テレビ画像を肺止画として伝送し,防犯・1坊災のための監視を速

隔地で行うものである。カメラの白動切換,画面の分割表示,受信画

而の保持,センサ速動伝送,時刻予約伝送,制御データホ継など,監

視システ△に必要な多くの機能をもっており,様々な監視用途忙対応

するととができる。とのシステムの伝送制御部には,カラー静止画伝

送奘羅(NV32のを使用しており, NV320 はこのような監祝シス

テムのみならず,専汗H矧乍器やマウスなどを付加するととにより,静

_止画によるテレピ会議システ△を揣成するこ巴もできる。

が

宅

屋内形大画面手イスづレイ《オーロラビリョンマークⅡ》

亘

一一
恵゛

之琴

@《MULTICAP シリーズ》静止形スポットネットワーク継電器

三菱節止形スボットネッ1、ワーク継電器は,笑績のあるディづタル,ルー技

術により高感度,低消讐負担,コンパクト化を実現した。

高感座化によひ低損失形ネ,,トワーク変圧器の使用が,また,幌負

荷時の差電圧投入が可能となった。

低消費化により PT, CT の小形・低負担化を実現した。

三菱静止形制御保詮りレーユニ,,ト《MULTICAPシJーズ>の特長の

・ーつである複合機能化として,ネ汁ワーク保護の3機能(無電圧投入,

差電圧投入,逝電力遮断)忙加えて過電流検出,回生電力検出,電

流計測の機能も付加Lている。
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電気鉄道の分野では,大量輸送機関としての優れた特性

である安全性,迅速性,廉価性を更に高めるための努力が

続けられている。電鉄会社では,経営資源の効率的活用,

新輸送システム推進のための投資,設備の新規導入・改善

などの諸施策が打出されており,製造業会社では,最新の

エレクトロニクス技術,コンぜユータ技術,伝送技術を駆

使して安全性の向上,高性能・高機能化,省力・省エネル

ギー化,乗客サービスの向上などを図るための機器・シス

テムの研究・開発を推進している。マイクロコンピュータ

やAI(人工知能)手法の導入により機器の高性能化ととも

に機器の統合化・システム化が進み,また,表示のための

要素開発によるマンマシンシステムの改善が見られる。

以下忙当社の電気鉄道関連技術の概要を述ベる。

列車運行管理については,関連技術の発展により路線や

運用条件に応じた多様なシステム構成が可能となり, 弌,ン

マシンシステムの近代化や情報サービスの強化が図られ,

より使いやすいシステムが構築できるようになった。当社

では分散形列車運行管理システムのハードウェア, CRT

ディスプレイを使用したマンマシンシステム,運転整理支

援エキスパートシステムなど要素技術の開発と製品化を進

めている。

機器・設備関係では,大容量GTO (ゲート・ターソ.

オフ)サイyスタ素子の遭用が定着し,新しい機器の開

発と国内外ヘの製品出荷が相ついだ。車両推進制御用とし

てのチ,ツパ装置やVVVF(可変電圧・可変周波数)イン

バータ装置をはじめ,車両用補助電源装置,変電所用静止

形直流遮断器などに適用され,回路構成の単純化,機器の

小形・軽量化,信頼性の向上,保守の簡素化に大いに寄

与している。マイクロコンピュータは,チ,ツパ装置や

VVVFインバータ装置をはじめ, ATC (自動列車制御装

置),車両空調装置,列車モニタyング装置,列車無線用

機器など広範囲に使用され,シーケンス制御やデータ処理

に威力を発揮しており,光ファイバによるデータ伝送方式

の採用と相まって診断機能も備えた車上集中制御装置など

への発展も期待される。また,鉄道の乗務員に対し運転技

能講習とともに学科講習を能率よく実施できる運転教習シ

ミュレータ,外気条件や入出庫状況に応じて制御を行う検

車場換気設備管理システムなどを納入し,駅務機器では小

形・軽量な定期券発行機などを開発した。

通

輸送システムでは,りニアモータ電車の小形地下鉄や新

交通システムへの適用を検討する動きが各方面で活発であ

る。当社も各種のプロジェクトに参画し積極的な役割を果

たす一方,社内にりニアモータ電車総合試験設備を完成さ

せ,各種性能試験を実施中である。超電導磁氣浮上式鉄道

は,日本国有鉄道宮崎実験線において,本年3月実用規模

のプロトタイプ車による走行試験が開始される予定である。

当社は超電導磁石,冷凍機などの低温システム,車上制御

装置などを担当,製作した。

自動車の分野では,最近,燃費向上のほか,高性能化,

メンテナンスフリー化,イージードライブ化,情報化社会

への対応,及び快適・利便性の向上など様々の二ーズが寄

せられており,とれに対応するための研究・開発が急がれ

ている。

燃費向上,高性能化ヘの対応の一環として,燃料噴射装

置の装着率が拡大してきており,この燃料噴射システム分

野におけるシェア拡大を図るため,高精度の空燃比制御を

行うとともに,エンジンの各気筒ヘの燃料供給を最適に制

御する電子燃料噴射装置を実用化した。

安全性,快適性向上ヘの対応として,より見やすく,コ

ストパフ才ーマソスの良い世界最大面積のTN液晶を使用

したインスツルメントパネノレを実用化した。

また,将来の情報化社会ヘの対応として,路車問通信,

ナビゲーションシステムなど通イ言清報システムの開発・実

用化が進展しつつあるが,キーパーツのーつである表示装

置について, CRT に近い表示埠度を、つた 10インチサイ

ズのTN液晶を用いたフルカラードットマトリクス液晶表

示装置を開発した。

快適・利便性向士の対応としては,オーディオ関係の開

発が進んでφる。その第1は,ボタンを押すだけで数秒前

の放送にさかのぽって聴き直すととができるプレイバック

ラジオの開発と,第2は高品位な音質が実現できるディジ

タルオーディオの開発がある。

既に実用化されているCD プレーヤーについては,小形

軽量で耐振性,耐熱性に優れた製品を実用化し,また, CD

プレーヤーに引き続いて,抜群の耐振性,200倍速の高速

選曲機能をもつディジタノレオーディオテープレコーグーを

開発した。

三斐電機技報・ V01.61・ NO.1・198770
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近畿日本鉄道(株)向け
西大寺駅周辺列車運行管理ノス丁ム

近畿日本鉄道総向けとして,分散方式の列車運行管

理システムを開発,納入し,実運用に供されている。この

システムは奈良線西大寺駅を中心とした5駅を制御文寸象

とするもので,昭和57年4月から,奈良線東生駒駅にお

いて実験的に運用してきたシステムの実ホ責と評価を踏

まえ,5駅に拡張し構築したものである。

西大寺駅は,奈良線,京者K線及ぴ橿原線力ゞ平面交叉し,

かつ車庫の所在駅でもあり,1日の運行列車本数が1,500

本にものぽる,民鉄における超大形級の駅である。この

システムは,このように複雑な西大寺駅を含めた列車運

行管理システムを分散方式で実現することに最大のホ

イントカゞあり,20列車に及ぶ競合列車の優先判断尺コ;制御

シーケンス,線路構造や制御ダイヤの表現方式など,基

本的な事項の検討と実証には十分な時間をかけて開発

されたものである。

このシステムの特長は以下のとおりである0

(1)センター及ぴ各駅に《MELCOM 350-50シリーズ》

計算機を言斐置し,この間を汎用の光ルーフ仏送系で結

合した分散形構成を採用,センターあるいは伝送系の異

常時にも,駅単独で制御続行力ゞ可能である。

(2)駅異常時には,センターから回復情報を高速伝送

(48Kbps)し,駅の速やかな回復を図っている0

(3)馬尺の言十算機については,耐環境形キャビネットやCM

OSメモリの採用などにより,局稼働率の確保を図って

いる。

(4)高解像度グラフィックディスフレイ装置やタッチ入力

装置の採用により,視且忍'陛弌0操作.性の良いマンマシンを

構成している

東京都交通局向け12号線試作車両用車上集中制御装置

東京都交通局は,小形地下鉄用試作車両を完成させ

ナこ。この車両は,機器のノ」＼形軽量化を始め,乗客サービ

スの向上,省エネイヒ,省力化を目指し積極的に最新技郁1

の導入を図っている。当社は, VVVFインバータ装置,

主電動機,プレーキ装置など主要電機品とともに,最新

/

^^

r",'ー

,

や
配線図形式表示(西大寺)

車上集中制御装

12・002

^

師

＼'^

^

・11善L三;L.

口血

が^

J'、"=孔一,当星セ~てー.

東京都交通局12号線試作車両

技術のつとして車上集中制御装置を納入した。この

装置は,復雑化した車載各装置に文寸する広範なモニタ

機能を持つとともに,車両間引き通し線を大幅に減少

させるため,光ファイノ辺こよって;制御指令やモニタ情報

を伝送している。

この装置は両運転台の中央装置とCRTディスフレイ,

VVVFインノミータ装置などの各装置内に言斐置しナこ端末

装置,これらを結ぶ光ファイバケープルなどから構成さ

れている。伝送に使用しているコンヒュータは局速系に

16ビット,そのイ也は8ビットを用い階層化した0また,光フ

アイノロこよる伝送回路は,重要な制御指令伝送に冗長度

をキ寺たせるため二重化ループ方式とした0制御指令は

中央装置から光伝送路を経由し,各装置内の端末装置

に直列伝送される。また,室内よ丁,暖房,送風装置など

補助装置ヘの起動指令も光ファイバを介し,最終段で光

無接,点りレーを動作させている。非常通報装置の音声信

号は,光PCM伝送方式とし,行先・運行表木装置には

カラー液晶を採用し電十化を図っナこモニタ機能とし

ては,中央及ぴ端末装置による各車載装置の異常,情報

の収集言己億气0,運転士ヘの通報及ぴ応急処置のCRT表

木など力ゞある。

センタ

、
一
殘
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ノニアモータ車ノステム

近年,者K市内の中量輸送システムとして,りニアモータ

駆動の車両力ゞ注目を集めており,海外ではカナダで既

に実用化され,国内でも実用化のための研究カミ活発に

進められている。

唖

'

..

リニアモータ電車総合試験設備(試験電車

このりニアモータ電車システムは,鉄レール上を鉄車

輪力判畔占着で走行するもので,2本のレールの間にりア

クシヨンフレートを設け,これに相文寸して車上にりニア

誘導電動機コイルを設置し,両者の間に作用する直接推

進力を利用するものである。速度制御はVVVFインバ

ータによってりニア誘導電動機に供給する電圧と周波

数を変化させて行う。

リニアモータ電車は,①車両の低床化によりトン才qレ

断面積の縮小が可能であり建設費の低減が期待される,

②非粘着駆動により急こう酉己を走行でき,セ1レフステア

リング台車の採用により急曲線も通過できるので路線

を言十画しやすい,などの利」点をもち,ノ」＼形地下鉄や新交

通システムに適用することカミ検言寸されている。

当社は大容量GT0をイ吏用しナこVVVFインノ丈一夕の豊

富な実績と長年にわたるりニアモータの経験をいかして,

その実用化に積極的に取り組んでいる。昭和61年は当

社伊丹製作所構内にりニアモータ電車総合試験設備を

完成させ,りニアモータやインノ丈一夕の,性能,りアクシヨ

ンプレートの電気的特,性や機械的特性,更には信号関

係の試験など実走行での総合的な検証並ぴに試験を重

ねてきている。

ア
、Z

"

車載用DATフレーヤー

カーステレオのデイジタル化が進んでいる。 CDプレ

ーヤーに弓1き続いて,テープオーデイオのディジタノし版,

回転へツド式DAT (Di曾ital Audio Taperecorder)が
実用化の段K皆に至っている。回転へッド式DATは,直径

3Cmのノ」＼形回転ドラムと,現行のアナログ式音楽カセット

の糸勺1/2のノ」＼形カセットを用いるシステムで,家庭用か

ら,車載用,可搬用まで,幅広い用途に対応できるよう

になっている。

今回,/j＼形化の特長をいかした用途として,車載用

DATプレーヤーの開発を行った。車載用であるため,

再生専用で標本化周波数は,48k11ZとU.1kHZの両方

に対応し,φ扇広い音楽ソースの再生ができるようにな

つている0

テープの回転ドラムへの巻き付け角は90゜と, VTRに

比ベて浅いので,テープを巻き付けたまま高速送りが可

能で,本機では通常演奏時の系勺200倍速を実現し,抜群

の高速選曲機能をもっている。オーディオ'性能では,ディ

ジタル化による高品位な音楽再生カミ楽しめるほか,機能

面では高速選曲機能に力口えて,曲番表木,演奏時間表木,

^

用DATフレーヤー

メモリ演奏など,豊富な機能を搭載し,従来のアナログ

式に比ベて,性能,操作.性とも格段に向上している0この

ほ力y卜形耐振メカニズムの採用と,専用LS1及ぴ高密

度実装技術の採用により, DINサイズ(180(W)×50(H)

X165(D)m加にすべてを収めている。
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9.1 電気鉄道

.磁気浮上式鉄道

超電導磁気浮上式鉄道は,次代を担う商速輸送機関を目指して,

日本国有鉄道が中心となって開発を進めて゛る。

昭和61年前半は,実験車MLUO01による長期述続疋行を行っ

た。後半捻変電所の篭源容呈を増強し, MLUO01の3両編成高速

走行を行い高速領域忙おける諸陛能を確認Lた。とれと並行して,

づ0トタイづ車両の計画が進展し,昭和能年3羽には宮峪笑験線で疋

行を開始する予定である。この車両は,長さ器m,重さ 1フトン,"

人乗り,最高速度420kmlh で,突用車を目指して安全性,信頼性,

居住性を重視した設計となっている。当初は,超電導磁石,冷凍機

などの低遍システム,車上制御共置,車内案内表示装麗などの車赦確

機品,車上琶源用充電設備などを担当し技術朋発に頁献してぃる。

.車両用チ.ツパ制御装置

GI0 を使用した亮周波4象限チョ、,パ制御裴羅を,1唱和60年に

引続き国内外の顧客に納入した。納入先は帝都高速度交通営団(600

V 用),スペイン.パルセロナ地下鉄(1,50OV 用),オーストラリア. NSW,,ト1

鉄道(1,50OV 斤D などである。このほか,750V 用をシンガボール地

下鉄ヘ納入した。この装置は,回生負荷不足時で凾篭気づレーキが可

能なように発確づレーキチョ,ゞパ裴睡を搭戯し,回生づレーキ/発電づレ

一十混合制御を行うととができる。更にイタリア・アンサルド1士にヌ、1して,

GToj心用技術及びフロン冷却技術の供与を行うとともに,750V フ

フ二心凡二'ι゛.な先ミYメン"二弓一ー゛j 、門、"'4yご.ニイ1シー,ゞ、,゛ン.ー'W之烹リ.,1麹,,.ゞノリ七.'イ

長謬 1,..1災・尋終塾為鄭タター4趣4為ぞ島一.ー'""ー、゛i凶ξ"1会i1上一二ず,ぎf.'謡N気叉娩才亀t一裟ξy.441・Υ一ーーご一叉一広ゞ,隱'ミ美掌今三冬ξ、'・ハー'ノ互イiミぎι玉"牙1ゞミt貞t;1ι二ゞ'三辻'ぢy、ミ1tξξ終イ'、メ急'今'

、.、**"唆"謹*""'ー'、'、、、、゛- 1*・-4 -
'、J ,>..心ヅゞ.匂雇渉武4ぎ大J鳥逸゛欝徐ゞ4,ゞこ謬之N七,式モシ'尋t会f共"Cダ1、々こー・蚕j

.ー"・ゞ'ーー会、、、X*ーーー*ー.ニ、
跨'子泌冬雲'

ー・^
.'、",ム、"""『,J'ιノ

ロン GT0 チョヅパ制御装置を製作・納入した。

.車両駆動用インバータ制御システム

インバータ電車の最大の特長とされるシステ△の省保守性を更忙追求

した新系列の 1,50OV 用潤維は,新京成電鉄(株),近畿日本鉄道

(株),小田急電鉄(株)で良好な営業運転笑績をあげ,引き続いて他

の私鉄,公営交通でも採用の動きが活発化してぃる。 H本国有鉄道

207系新形電車にも採用され,製作,納入した。海外ではイタリア0

アンサルド社に対してインバータ制御技術につ込ても供与を行い,あわ

せて欧州仕様の 1,50OV用インハータ制御装置を製作・納入した。欧

州製の部品を五非羽御に採用し,欧州技術との融合を侠ゆながら裴羅

の小j珍難呈化を災現した。

.車両用主電動機

磁気浮上鉄道構想図

'々.発t甜二珍が'

1,1本国村鉄道の東海道・山陽萩忰線向けの新形電車(100系)jⅡ

に,230IAV の脈流主電動離を納入した。従来品に比ベ,高速性能

と起動引張力の大幅な改暫を図るととも忙, C種絶縁の採用などK

より10%以上の小ナ珍隆呈化を突現した。

また,近年は車両駆動用誘遵電動機が急速に普及Lつつぁり,当

社は,昭和飢年皮までに300台以上の当該ナ防金の誘導電動機を納

入してきた。最近ではトルク特性,熱特性,強度などを詳細忙解析

することによって,更に軽量化を図るとともに,軸受の長寿命化挑

造,端子箱力式の採用などKより,一層の保守性向上を目指して仏

る。
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.日本国有鉄道向け車両用電機品

肖函トンネル開業後の旅客及び貨物輸送用として, ED79形交流

俺気機関車が製作された。との機関車は, ED75-700形を母体にし

て,サイリスタ主整流器並びに制御機器などを新製し,連続下りこう

配運転のための抑速回生づレーキ機能などを刊加したものである。

力行1寺は, ED75 形と同様,タ,,づ切換並びにタガ問連続位相制御

を行い,回生づレーキ時は,高速域におⅥて界磁電流制御のみを,中

速域においては主車制別御器のノ,"に六、1応して,タッづ切換制御を行

つている。

また,日本国有鉄道では,207系 VVVFインバータ電車が完成し,

-1社は,これに積城する主電動機,インパータ装置などの主要電機品

を納入した。

.車両用補助電源装置

車両汗仟郁力竃源装置のパワーアガ化,電子化,低騒音化,小形軽

!辻化,保守の簡索化などの二ーズにこたえ,パワートランジスタをインパー

タ{C応用した GT0 二重チョ・,パ・トランづスタインバータ方式の SIV 装置

を製品系列化し,既に 70,100,140,150kvA の SⅣ装置が製作,

出荷され好調な運転を統けている。

この SiV 装置は,高圧側に GTO,低圧側にトランづスタを配し,

各宗子の特性をフルに発揮させるよう忙しており,各方面から①低

騒斉(70kvAクラスで飴dB以、ド.民雛上n),②出力波形がきれ

込 G皮形ひずみ5%以、F),③小形!峰量,などの好評を得てぃる。

.自動列車制御装置

超小形で,信頼性の高いワンチ,づマイコンを使用した自動列車制御

裴赴(<TC/ATS)を開発した。装置の演算回路は,二っのコンビュ

ータからのづレーキ動作指令の論理和が,最終のづレーキ動1ノ舟旨令とな

るように州i成した手ユアルコンビュータブj式である。

H本国有鉄道向けに,この演算回路を用いた在来線用AIS-P裴

般伊唖智呆安の向上を目的としたパターン付き新形ATS裴置)及び

新幹線電車用走行制御奘置(パターン付き ATC機能と省エネ運転機

能とを併せもつ共置)を試作,納入し,現車試験によってその性能

゛,

^

琴

^^.

→」キ

ー.荏發,'、゛出黍圭f-
^."

に''.ノ,〒
'゛i

,,・チ

が良好であることが離認された。

.札幌市交通局向けGT0サイリスタ遮断器

途

ED79形交流電気機関車

'

^

體

、ゞ1、

業子の導通状態をゲート信号でi貞接制御できる GT0 サイリスタの

採用忙より,電鉄用直流変電所の直流回路の保護忙使用される静止

形直流高速度遮断器を開発し,電鉄用として業界で初めて札幌市交

通局新山鼻変電所(路而電車用)向けに,6台製作,納入した。

この遮断暑号は直流 60OV 用で,80OA 連続,1,60OA 30秒の通電

容せをもち,定十銜世断電流4β00<片力向性遮断器で,由冷式ヒー

トパイづによる冷却,マイクロコントローラ Kよるゲート制御を採用してい

る。

昭和61年2阿から営業運転を1胴始し,}順調K稼働中である。

^

ず

車両用補助電源装置

^
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.近畿日本鉄道(株)高の原変電所向けガス絶縁変圧器

とのたび,近畿日本鉄道(株)高の原変電所に国内最大容量の 30

MVA,76/22kv,送ガス自冷式ガス絶縁変圧器を納入した。

当社におけるガス絶縁変圧器の納入ヲ甜賣は,既に約800台にのほ

リ,国内外において,その技術力が局く評価されてぃる。

今回納入したガス絶縁変圧器の特長は次のとおりである。

(1)キュービクル形GIS 開閉装置と細み合わせて変電所のトータルガス

絶縁化を図った。

(2)変圧器本体は建屋内に設置,冷却器は屋外忙設置してぃる。

(3)送ガス冷却系は2系統で桜」成し,1系統のみでも60%の負

荷にヌす応できる。

.津軽海峡線向け変電所制御保護システム

津怪海峡線忙納入した変電所制御保護システ△は,既に様鋤巾の束

北,上越新幹線向けと同様,樹鉾述動の導入,及びbーケンサの採用

による保安畿能の向上,保全業務の省力化を図って込る。今回,新

たに信頼凌の向上,盤面スペースの縦河、を図るため節止形保護りレー

を採用した。また,長大な青函トンネル内を通過するとⅥう特殊斗f情

から,斗f故時のトンネル内列車運行の救済を目的とする定点制御,東

北.北海道両確ブJ(株)からの異周波電源忙ヌ、1する突き合わせき確防

止制御のほか,昼冏1割乍券紋1応策の笑施など,従来にないざん新か

つ浩]度な機能をもつシステムとなってぃる。

セ"'

.日本国有鉄道向け在来線列車無線用機器

Π水国有鉄道では,基礎整備の一環として在来線列車無線の計画

が推進され,約2,000台の基地局装般とi御11,000台の車上局裴羅が

導入された。今回,当社が開発した車上π0裴陞は,火都市凶捌と地

プ赤別X用の2極類の無線機を1きょう億D休に尖装してぃろK、か

かわらず,信号処理部にワンチッづマイコンを使用することKより广体

利tc v・1(当社従来比),重量 2kg を笑現し,可搬とした。火都市

鬮捌5チャネル,地力線区川3チャネjレにより全風の線区にわたる通話

を可能とするとともに,コンパンダー機能刊'きとすることにより通信品

質も改善した。

@大阪市交通局中百舌鳥検車場向け換気システム

ブく1坂市交通j司僧」堂筋紅戈の延伸に伴って建1没された,ホ百1「鳥1矣井i

場の地下部分(フ,40omりの温度上昇・を抑1削するための換気システム

を納入した。謎線からなる劉橘絲宗を 19 ゾーン忙づシ割L,ソーン当た

り 2~3 台のゾーンダンパと 5台の制り風機を設羅して込る。

この換気システムは,列車惟i縦,温度情報をとり入れ,入W'電状況

によって変化する発熱呈に応じて,ゾーンダンパの開易引制御,排匝U幾の

風量制御をきめ細かく笑施することによって消費電力の低減化を図

つてφる。火災発生時の排煙も効牙耶勺に行えるよう酉改'してある。
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@香港地下鉄(1SLAND線)向け電鉄変電設備

香港地下鉄芽邦甥工事として,香港島北岸を東西に走る12.5km

の路線が昭和61年6打に完成した。当社は受配電変電所6,駅変電

所19,車両基地変電所1箇所と,これらの連系送酉産丘線からなる電

力設備一式を製作,納入した。この設備の特長は次のとおりである。

①士75度移相巻線付き整流変圧器と24バjレス整流器で打蹄戎され

る整流装置2台(実質娼パjレス相当)装備し,良質な電力が伊絲合で

きる。②余剰回生電力を AC ⅡRV系に吸収する回生インバータ装置

を奘備した。③き電系統開閖器は中火制御室,駅務員詰所いずれか

ら、速隔誓4乍できる。④異系統混触防止インタ0、",系統自動UJ換に

よる無停電運転が可能な系統自動復旧機能をもっている。

.小田急電鉄(株)向け運転教習シミュレータ

鉄道の運転士を養成する忙あたり,技能需習は従来の笑車による

訓練方法で問題ないが,運転理論,運転法規などの学科講習は,技

能訓練と関連付けられた効率の良い教習方法が求められてきた。当

社は鉄道車両技術の豊富な経験とニューメディア技術を結集し,小田急

磁鉄(株)経堂鉄通教習所と三焚づレシづ.ン(株)の恊力を得てカヨユレー

夕を開発し,経堂鉄道教習所に納入した。この装置は実物の運転台

を『没1避し,最新の<V (Auajo visuaD 機井長をi田み込人ノだシミュレータ

である。笑車どおりの述転感覚と臨場感あふれた瑞μ尭の.・1・,で,ぢ罫斗

講習のほか,技能講習,車両故陣時の六1処方法,救援運転の能力な

ど,11品広く,立体的な教習が可能なよう配慮した。

命定期券発行機

ハ'ス会社及び巾小私鉄の顧客向け{C,定期券発行機くMELPAS-

L》を製品化した。本機の特長は次のとおりである。

(1)定店形感熱直接印刷方式の採用により,鮮明で長刈岡安定な

券而と小形・韓量な卓上形発券装置を突現Lた。

(2)発券清縦を記憶しておき,継続定期券の購入者にヌ、1しては,

前山1の窕行情繊を利用することにより,発行操作が筋易化できる。

(3)継続操作卓付き発券装睡を使用することにより,1台の制御

奘1径IC 2 台の兆券装1遅力ゞ接詣τできる。

(4)制御装置と発券装置とを電話山1線で接統するととにより,途

凱"也での発券ができる。

(5)運賃,停割所仰0 のデータを係呉が容易に変更できる。

33RV制御保護霊

9.2 自動車

働ガソリンエンジン用電子制御燃料噴射装置

ノψ

従来から三凌陥動車1二業(株)に納入,・1・ゆ四気偽ガソリンエンづンjⅡ電

子制御燃制・噴射奘撹に昭和能年から1火のような改良並び忙新機能

を付加するとと、に,機極拡大として新形デポネア用V-61ンジン K

、同制御装置の納入を開始した。

(1)従来のカルマン沸狂tエアフ0ーセンサ忙半嬉体式火気圧センサを内

蔵して吸入空気呈の密度補正を可能とし,商補皮の空燃比制御性を

得るととも忙,各気衞ヘの燃邪1心絲合をマイコンできめ細かく最適に制

御し,優れた加速応答性を実現した。

(2)すべての運転条件忙対して最適な点火時期を得るため,マイコ

ンによる電子式点火時甥制御を新たな機能として付加ルた。
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@大形液晶化自動車用インスツルメントパネル

自動車用TN液晶としては,世界最大面積のものを使用したイン

スッルメントパネルを開発し,口産自動車(株)のレパード用として納入を

開始した。液晶サイズは 96mmX2釦mm,表示セグメント数は 195

で,警告灯を除くすべてを液晶としている。マスクパネルは使用せず全

面発尤タイづで,マリンづルーの地に白で文字やパターンを表示してい

る。キセノン電球を光源Kしたほか導光板の電球挿入孔に,着色用の

カラーフィルタをりンづ状に配設したり,導光板ヘの印鼎1パターン作成に

CADを使用し均一卸度の表示を実現するなど随所に新技術を導

入し,コストパフ才ーマンスの良いインスッルメントパネルとしている。制御

にはワンチ,づマイコン 2個を使用し,きめ細かな表示制御を行ってい

る。

@単純マトリクス駆動フルカラー液晶表示装置

IN (Twisted Nematic) 1夜晶を用いたフルカラーのド,ワトマトリクス液

品表示装置を開発した。単純マトリクス駆動方式のため,10インチ前

後の画而りイズの表示が低コストで実現できる。試作装置は画面サイ

ズが 182mmX 114mm (8.5 インチ CRT 相当)で,320 (RGB トリオ)

X200 のド,ワトを、つている。液品邸動用 IC チリづを液晶素子のガ

ラス基板上忙直接実装することにより,奘置の小形・軽量・高信頼

化が図れるとともに,高密度画素{Cよるカラー表示が可能となった。

また,高坤皮照明技術の開発により, CRT に近い衷示師度が得ら

れた。スペースに制約のある拘動車や鉄道車両,航空機などへの応用

が今後期待される。

＼

@プレイバックラジオ

車を運転巾にラジオを聴いていて,つい放送内容を聴きのがすと

込うことがよくある。こんなとき,ポタンを押すだけで数秒前の放送

にさかのぽって聴き直すことができるづレイバヅクラジオを開発した。

このづレイパ,りクラジオでは,音声をディづタル化し,たえ,'8秒間分

の放送内容を順送り的に半導体メモリに記録して込き,づレイパ,,クの

要求があったとき,このメモリの先頭から逐次呼び出しアナ0グ変換

することKより,8秒前の放送にさかのぽって再生させている。ま

た,づレイパック中,無音部の非再生,又は再生速度を聴感上異和感の

生じない程度休勺5%以内)速めることにより,徐々に現放送忙追

ミ,、轟渉"ゞ'羅瓢二

]」'ー

^

ー'.琶宅二="

大形液晶化自動車用インスッルメントパネル

いつき,自然に現放送Kつながるよう忙している。

@三菱自動車工業(株)向け一体形CD プレーヤー

三凌自動車工業(キ知が,昭和61年7月発売したニューデポネア純正と

して開発した車載用CDづレーヤーで,同時に開発したAM/FMチュ

ーナー付きカセリトカーステレオと組み合わせて搭載された。サイズは,最

近の力ーオーディオの標準である DIN サイズ(178mm(W)×50mm(H)

X162mm (D))とし,小形聾呈化を突現した。ハイパワーアンづ,6 ス

ビーカーと接続され,高級車にふさわしい豊かな車室音場を形成した。

また,車戯用とLて最も困難な課題である而脹性,耐熱性について

は,新方式のサスペンションと回路技術{Cより優れた特性を得た。家庭

用の CD づレーヤーが急速忙普及されつつぁる現在,車載用に、徐々

に拡火されて込くとと力斗切待されている。

.」.ーノJJ ゛

気

.

単純マトリクスつルカラー液晶表示装置
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10艇艶*"
昭和61年度の家電関連機器市場は海外・国内市場とも

多美隹の年であったが,その中で当社はユーザーの多様化に

とたえ,映像・音縛,家庭情報,家電・住設機器の各分野

で大画面化,高画質・高音質化,小形・省スペース化,操

作性改善,経済性改善及び情報化ヘの対応なだを図った,

ハイテック・ハイタッチ時代にふさわしい商品群の開発と

製品化を行った。また,安全性・信頼性など品質の継続的

向上を実施した。

(1)映像・音辨機器

ビデオディスプレイの大形化指向に沿った,超大形200

インチビデオプロジェクターを製品化した。指向性のほと

んどな仏スクリーン上に映画同等以上の明るさの画像を,

浩1し、コントラストて、・、商仏コントラストで実現した。

カラーテレビの大画面化k伴い,現行テレビの画質改善

が強く求められている。適応形YC分離や輪郭補償ディジ

タルフィルタなど,独自のディジタル画像処理技術による

画質改善方式を開発した。

家庭用VTRでは,ディジタル画像メモリによるスチノレ,

スピードサーチなど,特殊再生時の画質改善を含スロ^
,

め,新機能イ寸加を行った。

昭和釦年度の家庭用ハイビジョン VTR開発に引続き,

昭荊161年度は一般業務用を開発した。 62mmφの回転ド

ラムと,ν2インチメタルテープを用い,ディジタル信号処

理技術,広帯域磁気記録技術を新規開発し,小形カセット

テープにより65分問の高精細度て噛鳥場感のあるハイビジ

ヨン録画を実現した。

次世代のテープレコーグーとして期待される DATは,

フロソトローディソグ機構による,操作・機能面で充実し

た機種を開発した。

CDプレーヤーの高級機種では,当社独自の光ピックァ

ツプと高剛性無共振機構を採用し,高純度の信号再生を実

現した。

ダイヤトーンスピーカーでも,スピーカー及びユニット

構造の改良を図り,高音質を追及した一連の機種群を製品

化した。

(2)家庭情報機器

家庭の情報化時代に備え,佶報通信夕ーミナルとして2

機種のテレコムスステーションを製品イヒした。

普及形は MSX パソコンをべースに,とれに NCU,モ

デム,電話機を一体化した小形・軽量・低価格の夕ーミナ

ノレで,一般家庭のテレビのほか,プリンターとの接続がで

きる。

一方,高級形は 9 インチモノクロディスプレイ,3.5 イ

ソチFDD, NCU,モデム,多機能電話機を一体化したハ

ドを有し,日本語ワープロ,データベース検索,電子メ

ーノレ,スケジューラ,通イ言用ソフト,インテ y ジェント電

話など統合化ソフトウェアを標準装備している。

ハウスキーピングシステムとして,セキュリティホーム

テレホンを製品化した。市販の電話機を子機に接続でき,

また,ニーズの局いセキュリティ機育E,電氣t定コソトロー

ノレをもっている。

(3)家電・住設機器

インバータノレームエアコンでは,新開発の温感センサに

より温感自動コントロールを一歩進めた。キーパーツとし

て,インバータ,圧縮機,電子式膨張弁の改良と,直流セ

ソサの新規開発及び熱交換器の最適設計手法の開発と実用

化などを行った。とれらを統合する制御アルゴリズムの開

発と相まって快適空調を追及した。液晶表示村きワイヤレ

スリモコンによる操作性改善,低価格テレコントローラと

の組合せによる HA化ヘの配慮、行った。

石油ガス化ファンヒーターでは換気モニターを採用し,

一段と安全性ヘの配慮を図った。快適性の向上に温感自動

コソトローノレ方式を採用した。

インバータ冷凍・冷蔵庫を製品化した。夜問など低負荷

時の騒音低下,急速冷凍や製氷を可能とした。

キッチン電化品として,ハロゲンヒーター採用,ワンキ

一操作など調理を楽しく,簡単にするオーブンレソジと,

食生活の多様化にマッチし,タイマー予約を簡単にしたジ

ヤー炊飯器を製品化した。

電気温水器では,第2深夜電力料金制度に対応し,熱漏

えい損失低減と省スペースの両立をねらった機種を製品化

した。

ホーム電化品では吸塵力を手元でコントロール可能な電

気掃除機と,ランジェリーの干し場所の悩みを解決する,

コンパクトでファンシーなデザインのランジェリードライ

ヤーを製品化した。

三斐電機技報. V01.61・ NO,1.198778
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超大形200イノチビデオブロジェクタLVP2000形

世界的なビデオデイスフレイの大形化指向を背景にし

て,当社は《オーロラビジヨン》,《スペクタス》,プロジ

エクシヨンテレビ,超大形直視管テレビなど大画面戦略

を展開しており,それぞれの分野において大きな成果を

上げている。ここに紹介する超大形200インチビデオフ

ロジェクタ(LVP-2000形)は,当社の大画面戦略を更に

充実すべく,フロジェクシヨンテレビで培った技術を結集

して最高の性能を実現した。本機の主な特長は次のとお

りである。

(1)高輝度13インチ投写管と大口径レンズの採用によ

リ,120~200インチの指向性のほとんどないスクリーン

に映画同等以上の明るい画像を再現できる

ディジタル特再VTR
HVV14形

ディジタル特再(特殊再牛) VTR (HV-V14)は,ディ

ジタル画像メモリ(256KビットX5個)を応用してVHS

方式VTRにおける特再(スチル,スロー,スヒードサーチ)

時の画質改善と新機能付加を図った画期的な家庭用
. .

VTRである。デイジタル技術によるノイズやぶれのない

ディジタルスチル,スロー再生はもちろん,業界初のマ

イコン制御による本格的なディジタルスヒードサーチを

実現している。このデイジタルスピードサーチ方式は,デ

ユアルポートダイナミックRAMとシングルチップマイコ

ン(8ビット)による適応術11御が特長であり,再生するビ

デオテーフの言己録状態に応じて画像メモリの読み書き

を最適に栃11御して,スピードサーチ再牛のノイズノ弌一や

画面の曲がりを除去する独自の技術である。更に内蔵

の画像メモリを利用して,特殊効果機能(ストロボ,モザ

イク,ソラリゼーシヨン)も付加しており,ホームビデオの

用途を広げた。

2)投写管とレンズの問にシリコーンを充てんするオフ

ティカルカップリングの採用により,従来の3倍(当社比

もの高いコントラストを実現する。

大形200インチヒ丁オフロソエクタ

バソコン通信夕ーミナル
(テレコムステーション)
ML・TSI00形

ーーーー登登塁

テレコムステーション

ML TSI00

テレコムステーションML-TSI00は,明確な用途訴

求と操作性向上を主テーマに9インチモノクロデイスフ

レイと,3.5インチFDD,モデム, NCU,多機能電話を

体化し,日本語ワーフロ,データベース検索,スケジ

ユーラ,通信夕ーミナル,電子メール,それにインテリジェ

ント電話,総合編集出力,ユーティリティなどの統合化ソ

フトウェアをキ票準装イ庸し,各種VAN,データベースサー

ビスなどに好適なユーザーフレンドリーな端末である。

特長は①高速8ビットマイクロプロセッサHD64/80の

ツィンCPU方式の採用,@300 1,20obpS全二重のイン

テリジェントモデム, AA形NCU及ぴ多機能電話内蔵,

@辞書約4万語,JIS第水準を含む3,600字の漢字R

OMと512KB RAM,128KB VRAM,32KB通信用

RAMを標凖実装,などである。

10.家電関連機器

ディジタル特 VTR(HV・Ⅵ4)

即評

'{'%'{工 V見、見,;,i,.%
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三菱セキュリティホームテレホンBL 570形

現在イ吏用中の電言舌機や,巾販のファッシヨン電含舌機等

の・般電話機を接続するセキュリテイホームテレホンで

ある。

棄見機に交換機能を内蔵し,般の電話機を2台,ドアホ

ン2台まで使用可能で,外線との通話はもちろん,来見機,

各千機間,ドアホンとの内線通話も自由にできる実用性

の高いシステムとなっている。

更に,セキュリティユニットは火災センサ,ガスセンサ,

侵入センサ,あるいは非常ボタンによるランフ'点滅,警

報音発生機能と,ふろ水位のランフの'点滅と報知音によ

るモニター機能と,電気錠コントローノし機能をもってい

る。

イノータルームエアコン《霧ケ峰》

《霧ケ峰》は,人間の皮膚の温熱感覚をべースとした

"温感自動コントロール"により,個人の温感に応じて自

由に.凋節できる自動運転を既に実現している。今年度

は更に検出部をほぽ人体の皮膚温レベルに保った"温感

センサ"の開発を〒丁い,これまでの温度・1昼度のみでな

く,ふく射・気流までも検出し,より决適な空凋を実現し

ナこ

このほ力"こも,液晶表示付きワイヤレスリモコン本

体収納可)による操作性改善や,高性能インバータ,電千

式膨脹弁,及ぴDCプラシレスモータなどのパワーエレ

クトロニクス部品と,新開発の直流電流センサ・管温セ

.インバータ制御冷凍冷蔵庫MR3327CZ形

^

冷蔵庫は多ドア化による制御の複雑化に伴い,マイコ

ンをイ吏用した電子1制御化が進んでいる。今回,電子制御

化を更に発展させナこ,"MR-3327CZ形インバータ雋1」御

4ドア冷凍冷蔵庫"を製品イヒしナこ。

これは圧縮機の駆動周波数を,インノミータ街lj御回路に

より糸勺30~糸勺90HZの間で可変させる。これにより,扉開

閉のない夜間や外気温度が低いときなどの軽負荷時は

圧縮機を低周波数(低回転数)で運転させ,より静かな

運転を実現し,また,特に急速冷凍・急速製氷時は,圧縮

機の冷凍能力力絲勺1.5倍の糸勺90HZで運転させ,ファンモ

ータの高速回転化や風路構造の改善などとも相まってよ

.

セキュリティホームテレホン(BL 570升分

軍

ンサなどとの剤念合白勺かつ有機白勺1制御による,暖房スタ

ート時の高温風吹出しを早めた"スピード暖房メカ"を可

能としている。

インバータルームエアコン霧ケ峰

り急速に冷凍や

製永をすること

ができる特長を

もっている。

^

インバータ制御

巾,巾蔵庫

^

1ι"Ⅱ1""""""1」"
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10.1 映像音響機器

.画質改善ディジタルテレビ

近年,カラーテレピの大画而化の進展に伴い,現行テレビの画質改善

が強く求められて仏る。とれに対応するため,ディジタル画像処理技

術による適応形YC分航,及び適応形喩郛補償ディづタルフィルターな

ど,独自の画質改善方式を開発した。 二の方式を適用した映
^J

こ【ノこ,

像信号処理LS1の開発,及びとの LS1を使用したテレビ受像機の

.・NWW.腎鄭・・、111W.1W.加"1

.ハイビジョン VTR

i J /J.

(a)適応形 YC分籬ディジタルフィルターを適用した画像

当社は昭和矼年度放送衛星から送られてくる帯域圧縮されたハ

イビジョンイ言弓(帯域 8.1MH力を,直径62mm の小形回転ドラ△と

ν2インチメタルテーづを用込て記金泰再生する家庭用ハイピリ.ン VTR を

開発した。今回は,同一のドラムとテーづを用いて更に広帯域なハイビ

づ.ンベースバンド信号(帯域20MH.の却度信号,帯域5MH.の二っ

の色差信号)を記録再生する一般業務用を目指すハ化'り.ンVTR

を開発Lた。

上記広帯域ビデオ信号を記録するため忙,ディジタルイ言号処理技術を

導入した色差線順次,1CI(Timo comp,部訟d lntog甑tion),2チャ

ンネル分割,画西3分割などの信号処理技術及び広帯域磁気記録技術

を新たに開発し,小形カセットを用い備分問の高桁細で臨場感のあ

.家庭用 DAT

回転ヘ,,ド式 DAT (DigiねI Audio Tope R印矼de0 は,直径3

Cm の小形回転ドラ△と,現行のアナログ式音楽カセットの約 V2 の小

形カセットを用いる次世代のテーづレコーダーである。 DAT の基本コン

セづ卜は,現在のカセットテーづシステムと1司様,一般オーディオ分坐アから,

Hi-Fiオーディオ分野まで幅広い用途に対応できるディジタル録音システ

ムの提供にある。今回,家庭用DAT の第1世代機として,フロント

ローディング機構を採用した音質重視の DATデヅキを開窕した。ディジ

タルフィルヌーの搭赦,約200倍速の高速選岫機能,簡易白動編集機能

などを裴備し,次世代機にふさわし仏性能,機能,操作性を尖現し

試作を行った。これにより,現行テレビで,郁度(Y)信号と色(C)

信号の分籬が不完全であるため色の変わりめや文字の周辺などに生

じている,網点状の妨害(ドット妨害)を韓減するととが可能となっ

た。また,水平垂直両方向の画像の輪郭を強調することができるた

め,立体感のある画像が得られる。
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コンパクトディスクづレーヤー DP-100OH 形
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.コンパクトディスクプレーヤー DP、100OH 形

ドット妨害のある現行テレビの画像

当機種は《ダイヤトーン》コンパクトディスクづレーヤーのフラグシ,りづ機で,パ

ネj山高さ 50mm の燕形で高密度のデザインと豊かな音楽性を訴>Rし

ている。豊かな音楽性の実現のために,冶途屯度信号伝送と高剛性無

共振機楢を設計思想として,次のような新しい技術を盛り込んで込

る。

(1)当社独自のレーザダイレクトアンづを内j歳した光ピックァ.,づを搭載

し,検出信・弓の SIN比を改善している。

(2)キャビネット構造を電源,ディジタル・アナログ回路,メカニズム部の 4

分糊ルし相互干渉をなくし,音質の高品位化を図るとともに各部を

徹底した制振構造とし高剛性無共振織造を追求してぃる。

10.家電関連機器

』Jリ
、ダノ

ー"','、1、、11.
、づ、、ノ,、,>,,,,'ι、イ冨

ハイビジョン VTR

'少'ゞ"、/ yg、ンー;会,、1等美曾ΞfNゞ.今.1姦々尋
ξ疹lt卜jず Xy弐.琴牙'琴'券琴乏毛'、挙互膨姦野点.1勇1多メー靴三食t契1診み子j4ご三芽《,

X

緑



.《ダイヤト カー》システムンスピ

《ダイヤトーンスピーカー》て、は,ハニカム振動板 D. U. D.(ダイレクトユニヅト

ドライバ)振動板の採用と,高剛性設計思想忙基づくスビーカーユニヅト構

造を用仏,高級づツクシェルフスピーカーとして DS-100OHR形才筈及形夕

イづとして DS-フ7EXV, DS-66EX, DS一弱EXV形を開発,製乱,化

した。更に,大画面カラーテレビジョン用としてスeーカーシステ△ VS-100

F形を開発,製品化した。 VS-10OF 形は,大画面によるホームシアター

サウンド再生を目的とし,豊かな低音再生用忙スーパーウーファーをキャピ

ネットの裏面に搭叔した 4ウェイ9スビーカー構成で,能率 94dBlwlm

のシステムであり,聴取範囲を拡大する WAS(ワイドエリアサウンド)方式

を採用している。

10.2 家庭情報機器

.パソコン通信夕ーミナル(テレコムステーシ.ン) ML・TS1 形

ML-TS1は,従来の MSXパソコンに,電話回線に接続Lてデータ

伝送オンラインシステムを織成する NCU(網捌御装置),モデム(変復調装

置),及び竒声電話機の四つの機能をコンパクトに一体化させ,小形・

幌量で低何i格のパソコン通信夕ーミナルを実現した、のである。モデ△は

30ob郡(全二重) TTY 手順,1,20obps(半二重) BSC 手順を採用,

裴備ソフトは BASIC,通信ソフト(ROM に内蔵),漢字RON1でア

づりケーションソフト ROM をイ寸J川するととにより,データベースの夕ーミナル

拶

のほか, VAN, LAN, POS などの夕一三ナルとして使用するととが

できる。また,本機は一般の家庭用のテレビに接続可能であり,ま

た,ナJンタを接統すること Kより,ホスト情報の自動着伝、も可能である。

10,3 家電・住設機器

.非線形最適化手法による冷熱機器の高性能化

会コ

ヒートボンづなどの冷熱機器の基本性能(冷暖房能力)は,消費電力
f l_

機器寸法,騒音レベル,コストなどの制約のもと忙設訓される。]]王,

咋今の複雑化したヒー1ポンづでは,その基本性能を刑i足する設計組

合せは無数忙存在し,その'・1,から各種の制約条件を満たす最遭設計

を得るととは極めて困難である。そとで,火形計算機を用いた非線

形最適化手法(一般縮小こう配法)を導入し,とれらの無数の設計

組合せの,・"から目的とする寸法,騒音,コストなどを満足する設計を

選び出す手法を開発した。この手法の応用Kより,家庭用空調機の

熱交換器容積を約40%小形化し,更にヒートポンづ冷暖給湯機の圧縮

機,貯湯タンクなどの惜成機器仕様を最適化した。

ー.,コザ1、'キ

威琴予聯i琴鍵峡

(a ) VS-10O F 形
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.直j充電1市センサ

底玉

'1tl'にξ、ヌ,ξ学亨三重上ミ営・1玉1重^1"'隻、二里邑糞}零 7 "ニ,くij、、 j-、

太y1迂iM赴獄塾X熟W＼＼

化)

"P

インバータエアコンの圧縮機の電流を,高桔度でしかも非接剛絲色縁状態

で検出する直流電流センサを,東北金属工業(株)と共同開発した。

従来品はシャント抵抗十ワオトカづラ方式であるが,開発品は磁電変換

業子を応用したもので,電流忙よる磁界を電圧K変換してりニア出

力する。また,駆動・増幅回路を内蔵しており,単電源で動作す

る。

この直流電流センサの特長は,①電源電圧及び周囲温度の変化に

よる出力電圧ヘの影粋がほとんどない,②過波電流時のノイズがな

い,③被検出電流と変換した出力電圧との直線性が良好である,な

どの点である。

DS-66EX 形

f"蝉^^一習

ML-TS1形テレコムステーション
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従来品
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家庭川空開機の熱交換器の小形化
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直流電流センサ
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.石油ガス化ファンヒータ

石湛1力'ス化ファンヒーターの安全性に対する要求は,ますます厳しく

なってきている。 KD-321D形は,その安全性と快適性忙重点をお

き開発したものである。主な特長は次のとおり。

(1)室内の酸素濃度をアナログメータで衷示し,タイムリーで効率的忙

換気を知らせる換気モニター。

(2)人が感じる'ヲ牟さ""暑さ"の感覚でそのまま操作できる温感

コン 1、ロール。

(3)運転の初期に燃焼量を 10%アガさせて,室内を索早く設定

温度に暖める急速インバータ。

KD321D 形

(4) 2時間運転したら自動消火する消し忘れ防止タイマー。

.キッチン電化品オーブンレンジ R0700形/ジャー炊飯器 NJMCIOMT 形

ハイテック'ハイタッチ時代にマッチする新形センサオーづンレンジ RO-700

A 形及び3食メモリ機能付きマイコンジャー炊飯器NJM-CIOMT形 ゛゛ーノ

を発売した。

前者は,ハロゲンヒーターを採用した新加熱方式による予熱なし才一づ

ン料理や,従来の 1.5佶の凪を一度に焼けるオーづン料理を笑現する

とと、に,オーづン,レンジ両機能と、ワンキー操作Kよる使い勝手を改

誓している。

ーブj,後者は食生活の多様化に刈応する多機能炊飯モード,3食の

予約1時刻のセ,汁の簡易化を図った3食メモリ機能の付加とともに,

本体のコンパクト化による省スペースを突現した。

.220ι級電気温水器 GR・2271. GRC、22刀形

叫よ'、"^

露捗,メ髪三

都市部を中心忙」削川しつつぁるワンルー△マンションと,二人世帯家庭

をヌ、1象とした,コンパクトな深夜電力利用電気温水器を製品化した。と

の温水器はランニングヨストを低減させるために,1司安な第2深夜電力

制度忙対応させるとともに,夏甥などでの残湯による熱損失を少な

くする沸き上げ温度切換スィ,ワチも設けてある。据付けスペースに対

しては GR-2271 は直径を 530mm に仕上げ, GRC-2271 は減圧逆

止弁,逃し弁,排水パルづなどを内蔵Lた角形高級タイづで,1喝520

奥行560mm の省スペース設計{Cなっている。また,との角形1〕〕1〕〕,

タイづは流し台セヅトと並ベて設置できる仕上がりにしてある。

4之'1j、、t^
一ン

石油ガス化ファンヒーター

__イ、 J 〒一]

.ホーム電化品電気掃除機TC・BⅡOJ 形/ランジェリ

枢気掃除機IC-B110J 形では,好評の 360、回転ホースと抗菌パ

ツクに加え,吸じん力を手元でコントロール(仕亊率 70~20OW 4段

階)でき,床面にマッチした効率の良い掃除が、可能なパワーコントロール

機能を設けた。また,アタ.ゞチメントの本休収納,手を汚さない清潔な

チリ処理など使い勝手面で、ぢ慮した。

・ーブj,ランリェリードライヤー PR-A I0 形は,女性にとり悩みの種とな

つていた,ランジェリー類の干L場所の問題を角澗肖する製品で,1日分

の下話をわずか30分で,繊維を傷めず忙乾燥でき,かつ,コンパクト

でファンシーな手ザインを尖現した。
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(b)炊飯器NJM-CIOMT形

、、

10 家彪関連機器

(a) GRC-2271形電気温水器
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1.研究

.光ディスク用高出カレーザ

.アモルフ了スシリコソ TFT アクテ'ブマトリクス液品デースプ

レイ

.LD組立・検査装置

.プラズマ加熱用 120GH.,20kW ジャイロトロソ

.低温焼結無機材料

.高分解能超音波探触子用振動子材料

.宇宙用スリッブリソグ材

働新形真空スイッチ管用接点

.光磁気ディスク媒体

.強誘電性液晶材料

.高性能X線レジスト

.光電子集積回路(OEIC)

.波長スイッチソグ半導体レーザ

.低消豊電流 GaAS プリスケーラ 1C

.ライトワンス光ディスク裴置用小形光へッド

.弾性表面波フィノしタバンク

.2~18GHZ帯モノリシック FET 増1幅器

0導電性高分子を用いた電界効果形トランジスタ

.溶融炭酸塩形燃料電池の大形化

.スターリングサイクル技術の進屡

.チップ部品位置ずれ検査技術

.スカラ形ダイレクトドライブロボッ 1、

.エポキシ樹脂の低圧成形法

命磁気共鳴イメージソグシステム肌超電導マグネッ 1、

.植物栽培における高効率照明方式

.地中埋設物探査技術(地中レーグ)

.沿面予備電雜方式エキシマレーザ

.日本語文書読取りシステム

.VJC アークにおける放射損失のi則定

.飛翔休用適合形カルマンフィルタ

.VTRの電磁変換特性と画質

.CRT用高電流密度カソード

菱電機技報
V01.61
NO.1

(ペーヅ)

( 2 )

「技術の進歩特集」目次

.クウェート国水電力庁向け電力系統制御(SCADA)システム

.ディジタル機器保誰りレー装置

.電力系統分野忙おけるエキスパートシステムの技術開発
2,2.4 配電・・・

.原子力発電所用縮小形メタルクラッド開閉装置

.大口需要家用複合計器

3.産業用システム.機器 (2の

.圧延機駆動サイクロコyバータシステムの完成

.三菱NC放電加工機Kシリーズ

.SD式5kw c02 レーザ発振器

.FA コントローラ《MELSEC-LM》

3.1 産業プラント用電機品 (23)

.韓国POSCO(光陽)熱問圧延機用電機・計算機システム

.鉄鋼プラント忙おけるアドバンスドコソビュータコソトローノレシ
ステム

.大容量サイリスタモータの完成

.超高速可変速システム《MELDRIVE 200の

.キャリノ{ープロファイノレコソトローラ

.大形誘導電動畿F5シリーズ

.新シリーズ大形高圧クレーソモートノレ

.アクティブフィノレタ

3.2 計測制御 (25)

.三菱新形プラソトコソトローラ《MELPLAC-1S60》

.鉄鋼用CRT電子操作盤

.三菱総合計裴制御システム《MACTUS能のオペレータステー
ショソ HM

.油井管用ねじ癌検査装置

.レーザ式ディスク表面検査装置

.レーザ式膜厚測定装羅・変位計

(27)3.3 生産機器

.ワイヤ放電加工機H シリーズ

.C02 レーザ複合加エシステム

.衝撃電流圧接機IPW シリーズ

.パノレス電子ビーム忙よる超高速穴あけ技術

.小形組立・マテハンロポット P2 シリーズ

.ブく谷量ぐテハンロボット

.32 ビット高速高性能 CNC M300 シリーズ

.工作機械用新形AC主杣駆動装置《FREQROL-SEⅡ/SF》
(29)3.4 汎用電機品

.汎用シーケンサ《MELSEC・・A シリーズ》と周辺ユニット

.F1シリーズマイクロシーケンサ

.新形ユニバーサノレコントローラ《FACTORY 八仏TE》

.新シリーズウエブ用張力制御装置

.ソリッドステートコソタクタ US-K

@汎用インバータ FR-K400 シリーズ, F300 シリーズ

.汎用 AC サーボくMELSERVO-A シリーズ》機種拡充

.三相誘導電動機の鋼板フレーム化(100~132フレーム)

.位置検出スィッチイ寸きホイスト

.超小形ホイストJ一ν4t

.而1湿形ストレートシロッコファソ

.小形電子制御ポンブ

2.電力・工才、ルギー

.原子力発電プラント向けディジタル総合計装制御システム

.中部電力樹広小路変電所向け15/20MVA水冷式ガス絶縁変圧

号昔

.30ORV全三相一括形ガス絶緑開閉装羅

.配電線白動化システム

(15)2.1 発電

(15)2.1.1 原子力発電プラント

.PWR原子力発電用コンパク 1、シミュレータ

@動力炉・核燃料開発亊業団向けプルトニウム燃料・製造施設中央管

丑旦システム

2.1.2 火力発電プラント (16)

.火力発電訓練用シミュレータ

2.1.3 フK力発電プラント (16)

.インドネシア SAGULING 発電所向け 206.1MVA水車発確機

.燃料電池発電システム

.太陽光発電システム

(17)2.2 送変配電

2.2,1 変圧器 (17)

.関西電ブJ(株)新曽根崎S/S 向け三相20OMVA独立調整力式ス

プリット巻線変圧器

.東京電力(株)京浜変電所向け 275kv,20OMVA低損失分路りア
クトノレ

.南ア共和国向け如okv,10OMVAR,二次巻線付き SHUNT
REACTOR

2.2.2 開閉装置 (18)

.中部電力(株)浜岡原子力発電所向け那田Ⅳガス絶縁開閉装置

.送電線用避雷器

.ユニット形変電機器監視装置

2.2.3 系統制御・保護・・・・ (18)

(19)

84

(12)

(3の
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4,無線機器と宇宙

.米国向け白動車電話システム

.NTI'向け航空機電話用移動機

.田S用地球局アンテナ(標準E1局)

.海洋観測衛星1号用地球観測情報処理設備

4.1 無線通信機器

.海外向け携帯形自動車電話機

.ハンドフリーカーテレホン

.MCA用移動無線機(FM一町FI0形)

.航空機搭載用マイクロストリップアレーアソテナシステム

.フ.5GH.帯中容量時分割多重方式無線饗置

4.2 電波応用機器

(35)

(36)

三
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.電波ホログラフィによる45m電波望遠鏡の鏡面精度測定

.毎日放送鬮向け気象レーダ情報表示装置

.鹿児島空港向け夕ーミナルレーグ情報処理システムーARTS-
4.3 衛星通信と宇宙開発 (37)

.インテルサット向け 120MbpS符号化8相PSK変復調装置

.準ミリ波帯衛星通信用小形アソテナ装置

.放送衛星用可搬形送受信地球局設備

.地球観測情報受信(MOS-1用)地球局設備

5.情報通信
.ディジタル加入者線多重伝送装置(特仕)
.ビデオテックスダウソロードシステム

.画像伝送装置MVC-3000 シリーズ

.遠隔通信制御奘置

5.1 有線.光通信
.CSMA/CDバス形光LAN光伝送機器
.125 MbpSヅ継受信器

.80MbpSツ継受信器

.波長多重光送受信器モジュール

.シングノレモードフフィバ用合分波モジューノレ

.1.55μm DIP形 LD モジューノレ

.FAX/音声両用 32Kbps ADPCM

.23 ビットバースト誤り訂正符号・復号器

5.2 画像通信

.普及形 G47 フクシミリ《メルフ丁ス FA-DI0》

.画像伝送装置MVC-2000 シリーズ

.画像伝送装置MVC-4000 シリーズ

.ビデオテックス文字入力装置V1100

.ビデオテックス公衆形端末VT700 シリーズ

.ビデオテックスターミナノレVT220

5.3 情報才、ツトワーク

.CDT用パケット多重化装置(R-CMX)

.プロトコル変換装置

.NTI-1NS プロトコノレ相互接続実験システム

.三菱フ丁クシミリメーノレシステム

.三菱中小規模VAN システム(GNN システム)

.通信ソフトウェア開発支援系

.高精細度医用画像表示システム

フ.半導体と電子デバイス

.CMOS IM ビットダイナミック RAM

.CMOS 256K ビ、トデュアノレボート RAM

.CD プレーヤー用第二世代LSI

.グラフィック機育Ξ付きディスブレイモニタ

フ,1 集積回路

.256K ビットスタティック RAM

.高速大容量512K ビット EPROM

.EPROM 内蔵形CMOS 8 ビットワソチッブヤイ=ソ

.ニューメディア対応ワソチップ8ビットマイコソ

.液晶制御回路内蔵8 ぜツトワソチップマイコン

.4 ぜツト CMOS マイコソフ20 シy ーズ

.新世代 1.3μm cMOS ゲートアレー

.カラー TV用ディジタノレ信号処理VLSI

.固定磁気デ'スク装置田DD)用IC

フ.2 半導体素子
.1.55μm pBC レーザダイオード

.VD .CDROM用低雑音レーザダイオード

.気相成長法を用込たプレーナ形lnGOAS ホトダイオード

.12GH.帯高出力.高効率GaAS FET

.新世代GT0 シリーズ(PWMイソバータ用GT0新素子シリ

ズ)

.イソバータ用大容量パワートランジスタモジューノレ

.ノくワ- MOS FET モジューノレ

フ'3 電子デバイス

.色ずれ防止大形・高性能カラーブラウン管

.15形ディスプレイ用カラーブラウソ管

0コンノくクトディスクプレーヤー用光ピックァップ

.小形・低消費電カサーマルヘッド(N シリーズ)

(38)

(41)

6.情報処理 (46)

.A17ークステーシ.ソ《MELCOM PSI》

.三菱マノレチワークステーショソ M3300 シリーズ

.エキスパートシステム村'築ツール EXTKERNEL

.日英機械翻訳システム

.大規模DB/DCヘの対応を可能にした《MELCOM EXシリ

ズ>

6.1 コンピュータ/ワークステーシ.ン (49)

.三菱統合化ソフトウェアシリーズ

.三菱マルチメデバアエソジニアリングステーショソ MEI000 シ
リーズ

.三菱オフィスゴンビュータ《MELCOM 80》応用ソフト開発支援
システムーPRODUCE-

.スーパミニコソ《MELCOM70 MX/3000 Ⅱ》

.論理形言語PROLOG-R のオンライン制御ヘの適用

6.2 周辺・端末機器 (5の
.13Cmφライトワンス形光デd スク装置

.光ディスク装置用高速アクセス機橘

.3.5イソチフレキシブノしディスク装置

.高速・多機能漢字ブリンタ M8340

.熱転写カラーライソプリンタ G650

.スーパーぐーケット向け JANPOS 夕ーミナノレ T-8100

.三菱ホログラムスキ十ナ(R矼2)

6.3 図形.画像処理システム (52)

.《MELCAD-ES/DsmkⅡ》盤用 CAD システム

.M6385 グラフィックディスプレイ装置

.配電線路図面自動作図システム

.系統図面読取り技術

.図面管理システム

.イメージリーダノノイメージフ'りソタサブシステム

.三菱画像処理システム《MELISSA》

フーフロー

(43)

(54)

(65)

(44)

(57)

8.建築関連設備

.切換が進む"新世代エレベーター"

.ロータリカセット形空調機

.イソテリジェソトビル用照明器具

.イソテリジェソトビルシステム《MIBASS》(マイノぐス)
8.1 エレベーター

.新世代エレベーターの輸出適合化

.エレベーターの新機能

0電子化油圧エレベーター

8.2 冷凍.空調機器

.フノレフラットカセット形フ丁ソコイノレユニット

.新快適空調制御方式"ハーモニックフロー"

.空冷ヒートボソプパッケージエアコン PAH-40G .50G形

0スプリット式産業用パッケージエアコン

.スクリュー式水冷チリソグユニ*ト

.スプリット式クーリソグユニット

8.3 照明

.電子安定器搭載《BB ジラフ》学習スタソド

.三波長域発光形蛍光ランプ《ノレピカ D》

.直管形高効率メタルハライドラソプ2kW及び専用投光器

8.4 ビル管理システム

.=菱ビノレ速隔監視システム《メルセソトリー U モデノレ100》

.菱電サーEス(株)向けぜル集中遠隔監視システム

.三菱入退室管理システム《MELACCESS》

.白動検針装置《MICAM-AM30の

.屋内形プく画面ディスプレイ《オーロラビジョソマークⅡ》

.カラー映像監視システム(カラーメルック)

.カラー静止画伝送システム

.《MULTICAP シリーズ》静止形スポットネットワーク継電器

(73)

(59)

9.交通

.近畿日本鉄道総向け西大寺駅周辺列車運行管理システム

.東京都交通局向け12号線試作車両用車上集中制御装置

.りニアモータ電車システム

.車載用DATプレーヤー

9.1 電気鉄道

.磁気浮上式鉄道

(65)

(67)

(6D

(68)

85
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.車両用チ,"パ制御装置

.車両駆動用イソバータ制御システム

.車両用主電動機

.日本国有鉄道向け車両用電機品

.車両用補助電源装置

.自動列車制御装置

.札幌市交通局向けGT0サイリスタ遮断器

.近畿日本鉄道鵬高の原変電所向けガス絶縁変圧器

.津軽海峡線向け変電所制御保護システム

.日本国有鉄道向け在来線列車無線用機器

.大阪市交通局中百舌鳥検車場向け換気システム

.香港地下鉄(1SLAND線)向け電鉄変電設備

.小田急電鉄憐向け運転教習シミュレータ

.定期券発行機

9.2 自動車

.ガソリソエンジソ用電子制御燃料噴射装置

.大形液晶化自動車用イソスツルメソトパネル

.単純マトリクス駆動フルカラー液晶表示装置

.プレイバックラジオ

.三菱自動車工業(株)向け一体形CD プレーヤー

10.家電関連機器

.超大形200 インチEデオプロジェクタ LVP-2000 形

三菱電機技報61巻1号

.ディジタル特再VTR HV-V14形

.パソコン通信夕ーミナノレ(テレコムステーシ,ソ) ML-1SI00形

.三菱セキュリティホームテレホン BL-570形

.インノぐータノレームエアコソ《霧ケ峰》

.インバータ制御冷凍冷蔵庫 MR3327CZ形
(81)10.1 映像音響機器

.画質改善ディジタルテレビ

.ハイビジョソ VTR

.家庭用DAT

.コソノくクトディスクプレーヤー DP-100O H形

.《ダイヤトーソスピーカー》システム
(82)10.2 家庭情報機器

.パソコン通信夕ーミナノレ(テレゴムステーシ,ン) ML-TS1形
(82)10.3 家電.住設機器

.非線形最適化手法による冷熱機器の高性能化

.直流電流セソサ

.石油ガス化フ丁ソヒーター KD-321D形

.キッチン電化品オーブソレソジRO-700形/ジャー炊餓器NJM
-CIOMT 形

.2201級電気温水暑号 GR-2271・ GR02271形

.ホーム電化品電気掃除機TC-BⅡOJ形/ラソジェリードライヤ
PR-AI0形

(無断転載を禁ず)

編集兼発行人

印刷所

(7の

61 巻 1 号

編集委員

<次号予定>三菱電機技報V01.61 NO.2 交通特集

特集論文

.交通における二ーズと技術開発の展望

.最近の列車運行管理システム

.鉄道車両における情報システムの動向

.最近の車両推進制御システム

.最近の車両用主電動機

.車両補助電源システムと空調システムの動向

.最近の列車無線システム

@最近の電鉄用電力供給システム

.最近の駅務システム

鶴田敬二.尾形善弘・長崎忠一・永井昭夫・中井良雄・有賀恵蔵・赤枝潤二郎

和田宏康・郷鉄夫・三輪進・高橋誠一・関沢英男・浅川元治郎・鈴木正高

本荘黎之・和泉陽平・今村純寿・永岡克彦・藤井学

5々'

(78)

六

発

長崎忠

東京都新宿区榎町7

大日本印刷株式会社

東京都港区新橋六丁目4番9号(〒 105)

菱電エンジニアリソグ株式会社内

「三菱電機技報社」 Tel.(03) 437局 2338

東京都千代田区神田錦町3丁目1番地(〒 10D

株式会社オーム社

Tel.Φ3) 233局0641(代),振替口座東京6-20018

1 部700円送料別(年問予約は送料共9,100円)

女

Ξ菱電機技報編集委員

委員長鶴田敬二

委員崇松雅登

松村充'゛

尾形善弘ノノ

高橋宏次*

藤井学ノノ

輪進ガ

郷鉄夫グ

高橋誠一

関沢英男

柳下和夫

幹事長崎忠一

発

女

所

昭和62年1月22日

昭和 62年1月25 H

定

.車両基地におけるコソピュータ利用

売元

価

普通論文

.小田急電鉄(株)納め運転教習シミュレータ

.東海道.山陽新幹線向け100系電車用電機品

.車両補助電源用新シリーズィンバータ装置《MELSIV-2000

シリーズ》

.三菱汎用シーケンサにおけるデータリソクシステム《MELS

EC-NET》

.気中アーク制御VJC方式配線用遮断器
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昇降機
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1.吉本ビルディング(大阪ヒルトンホテル)

昇降路にガラスのないスッキリしたデザインで,昇降するか二は,

アトリウムの大形モビールとして顧客の心を柔らげている落着いた

シルバーメタリックの外装は,インテリアによく調和している

明昭

ユ

一、
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1.保谷スポーレテニスクラプ(保谷市)

緑豊かな住宅街にあり,ヨーロッハ調りゾートヘンションを想わせ

るトンガリ屋根のクラブハウスと,全天候人工芝(オムニソフトコー

ト) 6面をもつテニスクラブである照明は lkWメタルハフィドラン

フ用テニス専用形器具(フロラックスΠ) 32台を使用し,クラプハウ

スにマッチしたデザインとともに,隣接している住宅ヘの光公害を防

止した照明となっている照度は実測平均照度で450IXを得ている

2. PAN PACIFIC (シンガボール) 1986年11月オープン

室外オーフン形展望用エレベーター(4 台)で,ビャダル形の珍し

い外装(「乏ワ成形)は,建築エクステリアのシンボルとなっているほか
に室内オーフン形展望用エレベーターを4 台納入している

3.松菱百店食器売場(浜松市)

百貨店店内の改装に伴って,照明は白熱灯ダウンライトから,経済

的なコンハクト形蛍光灯(BB)ダウンライトに取り換えている食器

売場は演色性の良いルヒカエース色のBB27W22灯を使用し,光と影の

コントラストにより,食器妻頁を個々にくっきりと輝かせている売場

の照度は650~ 1,500IXである

^

L

^

2.メルコムビジネス本ネ士ショールーム(東京都)

東京.高田馬場に61年11月移車云したメルコムビジネス本ネ土ビルの照

明は,新発売のOA室専用器具を,デバッグルームのほか,モダンで力

フフルなショールームにも使用して, VDT作業に効果的な照明となっ

てぃるショールームの照度は実j則平均照度で900IXを得ている

,

^

4.藤枝砂 1階ロビー(藤枝市)

結婚式場館内の基本照明はすぺて長寿命・高効率であるコンハクト

形蛍光灯BBを使用している 1階ロビーは白熱電球に近い光色である

電球色27Wを使用したダウンライト乃台を使用し,シャンデリア(ク
リフトン電球印WX24)の優雅さとあわせて,快適な照明空問を作り

あけているロビーの照度は150 250IXである




